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第一章











「それでは瀬せ川がわさま。先方さまと日時の調整をして、こちらからご連絡いたします」

　桜さくら井い小こ花はなが二階に位置する第一面談室の扉を開け、常連の女性客を店の出入口まで先導して立ち止まると、受付にいたベテラン女性スタッフの三み輪わが立ち上がって隣に立つ。

「ここでいいわ。そんなにご丁寧に見送られるとなんだか照れちゃう」

「では、ここで失礼します。またのご来店を待ちしておりますね」

　そう女性客に向かって笑顔を見せた三輪とともに小花は深く頭を下げて女性客が店から出て行くのを見送った。

　ちょうどそのとき所長の中なか西にしと二人組のスーツ姿の男性が二階から下りて来たため、小花と三輪はその場に立ち止まって軽い会釈をする。

　男性二人組というだけでも異様なのに、二人ともやけにガタイがよく、厳しい表情をしていたことに妙な違和感を覚えた。

　小花たちの前を通り過ぎた二人の男性は出入口付近で所長と二言三言会話をし、頭を下げるとそのまま店を出て行った。

　──なんだろう？　いまの人たち。うちのお客様って雰囲気ではなかったけど。

　戻って来た中西が小花を見つけると声を掛けてきた。

「小花ちゃん。ついでに第二面談室の片付けもお願いできるかしら」

「あ、はい。もちろんです」

「あの、所長。いまの方たちは……？　なんだか妙に雰囲気が……」

　小花と同様に普段来店するお客様とは雰囲気の違った二人組の男性に違和感を覚えたのだろう、三輪が遠慮がちに所長に訊ねた。

「ああ……警察の方たちよ」

「警察!?」

　所長の言葉に驚いた小花と三輪はほぼ同時に声を上げた。警察という言葉になにやら物騒な想像をしてしまったのはたぶん小花だけではないだろう。

「警察がうちにどんな用件で？　なにかあったんですか!?」

　三輪が慌てた様子で質問を重ねたため、所長がそれを宥めるように落ち着いた口調で答える。

「ああ……違うのよ。注意喚起というかね……。なんでも近頃、業界内で詐欺の被害が出ているらしいの」

「詐欺？　業界内でってことは、いわゆる結婚詐欺……」

　三輪が呟くと、中西が大きく頷いた。

「ええ。幸いうちの系列店ではいまのとこ被害が出たって話は聞いてないけれど、隣町の結婚相談所で被害があったみたいなのよ」

　話を聞いていた三輪と小花は、にわかに信じられず唖然としてしまった。

　確かに世間にはその類の詐欺事件が存在することは知っていたが、実際に身近なところで被害が出ているなどとは考えもしなかったことだ。

「ああ……ごめんなさい、二人とも。このあと約束があるの。そろそろ出なくちゃならないから皆には明日の朝礼で詳しく話すわ」

　そう言って中西は腕時計で時間を気にしながら所長室に戻って行ったため、その詐欺の件について詳細を聞くことはできなかった。

　そのあと頼まれた面談室の片付けを終えて小花が一階に戻ると、ちょうど受付に顔見知りの男性客が姿を現した。

「いらっしゃいませ、谷や口ぐちさま。少しこちらでお待ちください」

　お客様を受付前のソファに促し、小花は受付裏の事務室にいる三輪に声を掛けた。

「三輪さん。谷口さまがおみえになりました」

「ありがとう。第三面談室にご案内しておいて。すぐに行くわ」

　小花は再び受付に戻り、お客様を面談室に案内してから事務室の奥にある給湯スペースでお茶の準備を整えた。

　小花の職場は全国に五十店舗以上の支店を持つ、マリアージュという業界大手の結婚相談所だ。小花は入社二年目のマリッジコンサルタントで、主に先輩スタッフのサポート業務に就いている。

　マリッジコンサルタントはお客様の理想や悩みを伺い、希望条件にあったお相手をご紹介して成婚までのサポートをするのが仕事だ。先輩スタッフに比べ、小花はまだまだ未熟ではあるが、お客様である会員の幸せのお手伝いをするこの仕事に誇りを持って取り組んでいる。




　翌日出勤した小花は、まず先輩スタッフに挨拶をすると、すぐに更衣室に向かう。

　制服に着替え、ロッカーの扉の裏の鏡を見ながら胸の一番高い位置あたりまである緩いパーマのかかった髪に手櫛を通して一つに纏め、斜めに下ろした前髪を整えた。

　小花は先日二十三歳になったばかりだ。大きな瞳に笑うと小さなえくぼができる童顔の小花は、実際の年齢より幼く見られがちなことを密かに気にしていて、仕事中は社会人として少しでも大人っぽく見えるよう髪型やメイクにも気を遣っている。

　軽い近視のため仕事中だけ使っているふちなしの眼鏡は掛けるだけで知的な印象を演出できる。最後に昨日買ったばかりの新色のリップを唇にのせた。

　──この色味、思ったよりいいかも。大人っぽく見える気がする。

　身支度を整えて更衣室を出ると、まず店舗内の清掃に取り掛かった。一階、二階とフロア全体に掃除機を掛け、スタッフが利用する事務室やスタッフルームのほか、各面談室を綺麗に掃除してお客様を迎え入れる準備をする。

「おはようございます」

「おはよう。小花ちゃん、今日も早いね」

　小花が掃除をしている間にも次々とスタッフが出勤してくる。

　マリアージュに勤務するスタッフは総勢二十名ほどで、先輩たちは皆優しく職場の雰囲気はとてもアットホームだ。

　この春、うちの店舗には新人社員の配属がなかったため、小花が一番後輩であることに変わりはないが、少しでも早く一人前のコンサルタントになりたいと自分にできる仕事は進んで引き受けている。

　スタッフが全員事務室に揃うと、男性スタッフで主任の越こし川かわの声掛けで朝礼が始まるのが毎朝の光景だ。

　当日の予定や担当業務などの確認のあと、所長である中西が昨日の警察からの注意喚起の件について触れた。

「実は、昨日夕方警察の方がみえて──」

　近隣で被害が出ている詐欺事件というのはいわゆる結婚詐欺やロマンス詐欺の類だ。

　犯人はマッチングアプリや結婚相談所を介してまずターゲットを探し、狙いを定めたターゲットと交際を重ねて結婚を匂わせたのち、起業資金や借金の返済を理由にお金の無心をするという手口で被害者から金品を騙し取っているらしい。

「──というわけで、現金を騙し取られた被害者数名から被害届が出されている状況で、現在警察が捜査中とのことです。犯人はまだ逮捕されていないため、また同様の被害が出る可能性があります。うちの会員さんに被害が出ないよう十分に注意をするように。それから……」

　言葉を続けようとした中西が言いにくそうにしながら唇を引き結んだ。

「犯人は、偽名を使って結婚相談所に会員登録しているケースもあるそうです。うちを利用してくださっているお客様を疑うようなことはしたくないけれど……万が一ということも考えられるので、怪しい動きをする人物がいないか、会員さんの動向に注意を払うようお願いします」

　中西の言葉にその場にいたスタッフがざわついた。

「動向に注意してって言われてもねぇ……」

　スタッフの中から次々にそんな声が上がった。

「もしかしたら会員さんの中に犯人が紛れてるかもしれないってこと？」

　朝礼中ということもあって、三輪が周りを気にして声を潜めた。

　彼女はマリアージュに勤めて十五年以上になる四十代のベテランスタッフで、彼女の担当したカップルの成婚率はなんと九十パーセントを超え、〝マリアージュの女神〟という異名を持つスーパーコンサルタントだ。

「いやいや、うちの会員さんに限って……さすがにないんじゃないですかぁ？」

　小花から見て一番年の近い飯いい田だが笑い飛ばすように答えた。

　彼女は入社三年目で小花の一年先輩にあたる。見た目が少し派手なギャル系女子だが、見た目に反して仕事はとても真面目にこなす。サバサバとしていて、誰に対しても遠慮のない物言いをするが、裏表のない性格が親しみやすくもあり、先輩たちにはとても可愛がられている。

「怪しい人なんていないですよねぇ。うちは婚活に前向きな真面目な会員さんばかりだし」

「確かにそうね。でも……そう見せかけて！　ってこともあるわ。だって、相手は騙しのプロなんだもの」

「プロ。まぁ……それもそうか！」

　二人のお喋りを横で聞きながら小花も馴染みの会員さんたちの顔を頭の中で思い浮かべてみたが、詐欺をしそうな怪しい人物など誰一人想像できない。

「あ、そういえば！　先月入会した青あお柳やぎさんって……ちょっとそれっぽい雰囲気ないです!?」

　飯田が思い出したように言った。

「えぇ？　それっぽいってなに？　飯田ちゃんたら、滅多なこと言うもんじゃないわよ」

　三輪が小声で窘めたので、飯田も少し声を落として答える。

「だって！　あの人、わざわざうちに登録しなくたってよさそうな感じしません？　高学歴、高収入、おまけに超絶イケメン。雰囲気も穏やかで紳士的だし」

「なにそれ。それのどこが怪しいの？」

「だから、相手がいないってことが怪しいんじゃないですか！　彼みたいな高スペックの優良物件、普通女性がほっとかないですよ？　相談所を頼らなくたって絶対モテますもん！」

「まぁ……確かにモテそうよね。でも、たまたまご縁がなかったってこともあるだろうし……」

　男性会員を見る目には人一倍厳しい飯田が優良物件と認め、三輪が当然のように肯定するような男性がいるんだと、小花は二人の話をどこか他人事のように聞いていた。

「小花ちゃんは？　青柳さんのこと知ってる？」

　二人の話をぼんやりと聞いていた小花は、ふいに飯田に話を振られて面食らった。

「え……たぶんお会いしたことない気がしますけど。どんな方なんですか？」

「すごく目立つ男の人よ。背が高くて顔もモデルか俳優みたいな感じの。お勤め先も確か大手の銀行だった気が……。いつも仕事帰りにスーツでおみえになるんだけど、そのスーツ姿がまた最高に決まってて！」

　言いながら胸のまえで乙女のように両手を組んだ三輪が、彼の姿を思い浮かべるようにうっとりとした様子で答えた。

「確かにいつも高そうなスーツ着てる！　時計とか靴もピカピカしてて！　お金持ってそうなんだけど、そういうのが全然いやらしくない大人の男って感じの」

「へぇ……そうなんですか」

　返事をしながら頭の中で話題の男性の姿を想像してみたが、あまりピンと来ない。

「小花ちゃん、興味なさすぎー！　イケメン大好きでしょう？　ほら、小花ちゃんが好きなＰＡＧＥＳもめちゃくちゃイケメン揃いじゃん！」

　飯田が小花の頬をぷにぷにと突いた。

　ＰＡＧＥＳは今年デビュー十周年を迎える人気男性アイドルで、小花は中学生の頃から彼らの大ファンだ。もちろんファンクラブにも入っている。

「イケメンは好きですけど、ＰＡＧＥＳは言っても芸能人じゃないですか。選ばれしアイドルと庶民を比べちゃ……」

　キラキラの衣装を着て、まばゆい笑顔を振りまいて、世の女の子たちを幸せにするアイドルは、庶民には絶対に手が届かない存在だからこそ憧れて夢中になる。

　いくらその男性が俳優ばりのイケメンだったところで、テレビや雑誌に出ている本物の芸能人とは輝きが違うし、全くの別物であって正直あまり興味もない。

「えー、アイドル以外は興味ないってこと？」

「そういうわけじゃないですけど……」

「小花ちゃん、この際だから言うけど。アイドルに夢中になり過ぎて現実見ようとしないといつまでたっても彼氏できないよ」

　飯田に言われて、小花は何も言い返すことができず言葉に詰まった。

「……分かってますよぉ。そこは別次元だってことくらい」

　小花だって現実と夢の線引きくらいはできている。いまは好きなアイドルを応援することに全力を注いでいるけれど、小花だっていわゆるお年頃だ。恋愛にも興味はあるし、脳内彼氏ではなくいつか現実の彼氏だって欲しいと思っている。

「ほーら、そこ！　お喋りしてないで、仕事仕事」

　中西に指摘され、小花たちは蜘蛛の子を散らすように慌てて事務室を出て開店の準備に取り掛かった。




　そんな注意喚起から一週間ほど経ったある日。

　皆が二階のスタッフルームでテレビを見ながら昼休憩を取っていたときのことだった。

　ちょうどゴールデンウィークが明けて、数人のスタッフ同士それぞれどんな休暇を過ごしたかという楽しいお喋りに花を咲かせていた。

　たまたまつけていたテレビから流れて来たのは、婚活サイトに登録していた男性が、サイトで出会った女性詐欺師に大金を騙し取られたというニュースだった。先日結婚詐欺についての注意喚起がなされたばかりだった実にタイムリーなニュースに、一同会話を止めてテレビの画面に釘付けになった。

「……いやだわ。本当にこういう詐欺事件って多いのかしら？」

　三輪がテレビの画面を注視しながら眉をひそめると、主任の越川が冷静に答えた。

「結婚詐欺に限らず、保険金詐欺とか、もっと身近なところだとオレオレ詐欺とか、還付金詐欺とか……詐欺事件って種類もいろいろあるみたいですからね」

　話を聞きながら、小花はちょうど半年ほどまえに隣の県に住む父方の祖父の家にオレオレ詐欺の電話が掛かってきたことがあったと父が話していたのを思い出していた。

　──意外に身近なところで起きるものなのかも。気をつけなくちゃ。

　注意喚起があったばかりとはいえ、どこか他人事のように感じていた詐欺事件が、実際にニュースを目にしたことで妙に現実味を帯びて感じられたのは皆同じだったようだ。

「やっぱり、なにか対策を講じたほうがいいかもしれないわね……」

　実感を込めて吐かれた三輪の言葉に、その場にいたスタッフがそれぞれに頷いた。

「ちょっと考えたんですけど……注意を強化するって意味で、しばらくの間、試験的に監視係を置くとかどうです？」

　越川の提案に、その場にいたスタッフ全員がなんともいえない複雑な表情を浮かべ、越川を注視した。越川がコホンと咳払いをして言葉を続ける。

「まぁ、普段からスタッフが個々に気を付けてお客様を見守るっていうのは当然なんですが……。例えば大勢の会員さんが集まるイベントパーティーのときなどに専属の監視役を置くとか。人数の多いパーティーはスタッフの僕らも注意が行き届いていない場面もあるのかもと」

　聞いてスタッフたちがようやく越川の趣旨を理解したように頷いた。

「確かにいいかもしれないわね！　上手くいくかは分からないけど……会員さんたちの安全を守るって意味では悪くないし、やってみる価値はあると思うわ」

　越川と三輪のやりとりを聞きながら、小花はなるほどと思った。

　確かに少人数での面談や見合いの場なら、会員同士の動向にも目が行き届くが、大人数のパーティーとなると、スタッフが進行やその他の仕事に手一杯になってしまうことが実際に多くあるからだ。

「とりあえず、僕から所長に提案してみます」

「そうね。できることは限られるかもしれないけれど、少しでも注意を強化できればいいわね」

　三輪が感心したように言って、実際にその案は越川から所長の中西に伝えられることとなった。





　　　＊　＊　＊






「ちょ、ちょっと待ってください、所長！　私……ですか!?」

　それから数日経ったある日の朝礼でのこと。

　越川が提案した例の〝監視役〟の件で、なぜか小花に白羽の矢が立ってしまった。

　小花が戸惑いを隠し切れず慌てふためいている横で、同じく監視役に任命された男性スタッフの増本もなんともいえない表情を浮かべている。

「二人とも、そんなに難しく考えなくていいのよ。ただ会場にいて、参加者の動向を観察してくれるだけでいいの。もちろん気付いたことがあったら報告してほしいけど、特別なことをする必要はないんだから」

「……そうは言っても」

　小花は不安のあまりつい情けない声を漏らした。

　少しでも早く先輩たちのように一人前の仕事ができるようになりたいと考えている小花にとって、できることなら協力したい気持ちはあるが、何しろ〝監視役〟なんて仕事はこれまで前例がなく誰も務めたことがない。

「二人を選んだのにはもちろん理由があるのよ？　小花ちゃんはまだアシスタント業務がほとんどだし、増本くんも営業で普段はお店にいないでしょう？　そこまで会員さんに顔を覚えられていないから、変に警戒されることもなく参加者の中に紛れられるって思ったの」

　所長の言った紛れられるという言葉を聞いて、小花は彼女の顔を凝視した。なにか、ちょっと嫌な予感がする。

「あの、所長。その紛れるっていうのは？　監視役ってその……」

　小花が恐る恐る所長を見つめると、彼女がにこっと不敵な笑顔を浮かべた。

「あーら、小花ちゃん、察しがいいわね！　スタッフとしてその場にいるより、会員に扮していたほうが参加者との距離も近くなるし警戒されないでしょう？　何気ない世間話から得られる情報もあるかもしれないし、なにより監視業務に専念できるもの」

「つまり……潜入捜査的……な感じってことですか？」

「大正解！」

　所長の中西が「ふふ」と茶目っ気たっぷりに笑ったのに、小花は脱力してしまった。

　彼女はとても優秀なうえに、気さくでユーモアに溢れる上司なのだが、時に大胆で突飛な提案をして部下を驚かせることがある。

「俺はいいですよ。会員に成りすまして潜入とか、おもしろそうだし」

　増本が尻込みする小花を横目にあっけらかんと答えたので、小花は心の中で彼に毒づいた。

　──もう、増本さんのバカ。なんであっさり引き受けようとしてるの！　会員に成りすましての監視役なんて難しいに決まってるのに。

「へぇ。参加者に扮してなんて、おもしろそう！　やってみたら？　小花ちゃん！」

「もぉ、飯田さんまでなに言ってるんですか。そんな大役私に務められるわけ……」

　小花の置かれた状況をおもしろがっている飯田のことを少し恨めしく思ってしまった。

　小花自身もただ闇雲に嫌だと言ってるわけじゃない。ただでさえ嘘が苦手で、親や友人にも些細な嘘を簡単に見破られてしまうような自分に、会員に成りすますなんて器用なことができるとは思えないのだ。

「でもでも！　参加者に扮するってことは、うちの婚活パーティーを会員さん目線で体験できるチャンスでもあるんですよねぇ？」

　小花の肩にそっと手を置いた飯田が所長に訊ねた。

「ええ、そうよ。そういった意味でも、小花ちゃんにとってなにか発見があるかもしれないわ。監視業務だけじゃなくて、イベントに参加して気付いたことを教えてほしいの。例えば聞きかじった会員さんの不満とか、お褒めの言葉とか……お客様の生の声を聞けるチャンスと思えば。ね？」

　会員目線でイベントの様子を見てみるという言葉には少し興味をひかれた。

　確かに勉強になるだろうし、気付いた点をもとに改善策を練ることや、参加者の生の声を新しい企画に生かせると考えれば、そこまで悪い条件の仕事ではないように思えてくる。

　実際、他の先輩スタッフはそれぞれ担当のお客様を多く抱えている。そういった意味ではまだサポート業務がメインである小花が適任であるのかもしれない。

　自分にそんな重要な任務が果たせるかという不安は残るが、少しでも皆の役に立てるなら……とも思う。

「小花ちゃん、お願いできないかしら？　ある意味小花ちゃんたちにしかできない仕事だもの」

　中西が両手を胸のまえで合わせて「お願い！」と小花を見つめた。

「大丈夫！　小花ちゃんなら、できるわよ。せっかくだし一度チャレンジしてみたら？」

「私も小花ちゃんならできると思う。やってみて無理だって思ったらまた考えてもいいんだし！」

　普段から指導役として小花を支えてくれている三輪や飯田の熱い励ましが、結果的に小花の背中を押す形になった。

　何事も経験だ。所長や先輩たちにはいつもよくしてもらっている。こんなふうに熱心に応援してくれるならと覚悟を決め、

「……分かりました。私なりに精一杯やってみます！」

　最後にはそう答えていた。









第二章











　マリアージュ主催のイベントに〝監視役〟として参加することになった小花の初仕事は、五月の最後の週の土曜日に行われる婚活パーティーに決まった。

　これまで経験のない仕事に、小花は朝からそわそわと落ち着かない気持ちでいた。

　会場はこれまでもパーティーの際に利用している、市内のシティーホテルの宴会場の一室を借りている。小花自身も何度かスタッフとして仕事で利用したことがあり、慣れた場所であったということが救いだった。

　小花がマリアージュのスタッフであることが他の参加者にバレないよう、使う偽名は三輪が考えてくれた。考えてくれたといっても、本名の桜井小花を少しいじって『佐さ倉くら花はな』と変えただけだが、本名に近いほうが、うっかり言い間違いをしてボロが出てしまったときに誤魔化しやすいという一応それらしい理由もある。

　小花は時間より少し早く会場に着くと、まず化粧室に向かって、大きな鏡の前に立った。

　万が一、顔見知りの会員さんに小花がスタッフであるということがバレないよう、服装や髪型にも自分なりに配慮したつもりだ。

　──これなら、きっと大丈夫だよね？

　仕事の時は一つに結んでいる長い髪を、額を出してくるくると頭の上で緩く丸めてお団子にし、少しおくれ毛を出したカジュアルな髪型にして、服装も髪に合うようにカジュアルなものを選んだ。

　メイクも店舗勤務のしっかりメイクとは違い、ナチュラルなメイクに変えてあるし、見た目の雰囲気はかなり違って見えるはずだ。

　身だしなみを整えて素知らぬ顔で受付をすると、名前を確認した受付担当の飯田が顔を上げて、小花の顔を二度見した。

「わあっ、小花ちゃん!?　びっくりした！　一瞬誰かと思った！」

「飯田さんにそう言ってもらえてほっとしました。変装、成功ですか？」

「うん、大成功！　仕事のときと全然雰囲気違うもん！　ひとつ結びも大人っぽく見えて可愛いけど、今日みたいなお団子ヘアも別人みたいですごく可愛い！」

　興奮した飯田に抱き付かれて、バランスを崩しそうになった小花を「あらあらあら！」と驚いた顔で近付いて来た三輪が支え、三人で顔を見合わせて笑った。

　そうしているうちに、続々とパーティーの参加者が会場前に集まって来た。今回のパーティーは男女ともそれぞれ二十人ずつで行われる。

「あ。見て見て、小花ちゃん！　あの人が例の青柳さん。ほら、いま階段上って来た人」

　飯田が顔を上げて、あえて彼のほうを見ないように小声で言った。

　──青柳さん？　誰だっけ？

　小花は名前を頭の中で反芻してから、いつかの朝礼のとき三輪と飯田がイケメンだと噂していた男性だということを思い出して、さりげなく飯田が示したほうへ視線を移した。

　──あの人か。

　なるほど、身長はたぶん百八十近いだろうか。一目で分かる背の高さとスラリとしたスタイル。少し離れた場所から見ても分かるパーツが整った顔立ちは、確かに誰もがイケメンだと認める容姿だ。

「ね、ね、どう？　言ったとおりでしょう？」

「うん。確かにかっこいいですね……」

「ええっ、それだけ？　ちょ、小花ちゃん、反応薄っ！　実物見てもまだ興味湧かない感じ？」

「興味湧かないっていうか……普通にかっこいいなーって思うくらいで」

「嘘でしょう!?　小花ちゃんが好きなＰＡＧＥＳの風ふう矢やくんより断然イケメンじゃん！」

　ふいに引っ張り出された推しとの比較を抗議するように小花は頬を膨らませた。

　風矢というのはそのグループのメンバーの一人で小花の一番の推しメンだ。

「飯田さんひどいです。風矢くんのほうが圧倒的にかっこいいですから！」

　そんなやりとりをしている間に、いつの間にかパーティーの開催時間が迫っていた。

　参加者全員の受付を終えた飯田は、このあと進行役の三輪のサポート業務がある。

「じゃあ、小花ちゃん。初仕事頑張ってね！　リラックスだよ、リラックス！」

　そう言い残すと、飯田は受付のテーブルを片付けて、慌てて自分の業務に戻って行った。

　その場に残された小花は少しドキドキしながら会場に入り、このパーティーのメインの担当スタッフである三輪の進行の指示に従いながら、他の会員たちの様子をさりげなく観察した。

　今回のパーティーの参加者は男女ともに三十代がほとんどなのに対し、まだ大学生といってもよさそうなほど若く見える小花は少し浮いているように感じた。正直、あまり居心地はよくなかったが、仕事なのだからそんなことを気にしている場合ではない。

　──余計なこと考えてないで、自分にできる仕事をしなくちゃ！

　まずは、パーティー開始早々に男女が総当たりになる自己紹介タイムが始まった。

　参加者に扮して体験してみて分かったことだが、この一人当たりわずか一分あまりでスイッチしていく自己紹介タイムというのが実に慌ただしい。どうにか名前を名乗り、年齢と職業を伝え合う程度で、本当にあっという間に時間が過ぎてしまう。

　この自己紹介タイムで、小花は例の青柳という男と最後に対面した。

「はじめまして。青柳春はる馬まです」

　そう言って爽やかに笑った彼の目の優しさと白い歯がとても印象的だった。

　なるほど、近くでみると確かに顔立ちの整ったイケメンで、笑ったときにわずかに目尻に寄る皺はとても優し気で愛嬌があると感じた。

「はじめまして。佐倉花といいます」

　小花が名乗ると、青柳がにこやかに笑いながら小花の胸元に付けた星形のネームプレートを見た。参加者は全員、胸に名前と年齢を書いたプレートを付けるよう言われている。

「佐倉さんは二十三歳……ですか。随分、お若いんですね」

　近年では男女ともに晩婚傾向にあり、このパーティーの参加者も三十代が中心で、二十三という年齢に加えて童顔であるゆえに若く見られがちな小花はやはり少し目立って見えるようだ。

「皆さんに同じこと言われました。……私、やっぱり浮いてますよね？　この年から婚活っておかしいですか？」

　小花が訊ねると、青柳が慌ててたように胸のまえで小さく手を振った。

「あ、いや──そういう意味じゃなくて。婚活するにしても、若い子はまだまだ出会いも多いだろうし、もっとこう……手軽なものから始めるのかと思って」

「手軽……ああ、合コンとかですか？　若くても、普段は自宅と職場の往復でなかなか出会いがないので、まずは出会いのきっかけづくりからと思ったんです」

　小花は仕事の時と同じような営業スマイルを浮かべて、あらかじめ考えておいた返事をした。本物の参加者に見えるように、それらしい返答例や知恵の数々を小花に授けてくれたのは飯田だ。

「そうなんだ。僕もまずはきっかけづくりからと思っていてね。こういうパーティーは何度か経験があるの？」

「あ、いえ！　私は、今日が初めてで……実は勝手が分からなくて緊張してるんです」

「僕も一カ月まえに会員登録したばかりで、こういったイベントは初めてで」

　そんなたわいのない会話をしているうちに一分間の自己紹介タイムが終わり、小花はとりあえず第一ミッションをクリアできたことにほっと胸を撫で下ろした。




《──それでは、これよりフリータイムとなります。自己紹介タイムで気になったお相手とゆっくりお話できる機会でもあります。会場の真ん中にお料理やお飲み物ご用意もございますので、皆さまゆっくりとお楽しみください》

　司会を務める三輪のアナウンスの声とともに歓談の時間が始まり、小花がここからが本番だと気合を入れながら会場を見渡していると、同じく監視役に抜擢された増本がにこやかな笑顔を浮かべて近付いて来た。

　彼のスーツ姿自体は見慣れているが、仕事のときとは違う珍しい色を着ているのが新鮮だ。

「──増本さん。どうしたんですか？」

「いや、この場にポツンと一人でいるのも目立つかと思ってさ。桜井と二人でいれば、端から見れば気になる相手と話してるように見えるだろ」

「ああ……なるほど」

　確かに自分たちの任務上、この場の雰囲気に自然に溶け込むことが重要だ。

「なぁ、桜井。料理取りに行こうぜ。こんな隅でただ突っ立ってると不自然だろ。まずは参加者に擬態するとこからな。とりあえず様子を見つつ、徐々に他の参加者と交流して行く算段」

「分かりました」

　そのまま二人で中央の料理台に移動し、料理を取りながら小声で会話を続けていると、会場の上手のほうで女性の賑やかな笑い声が聞こえてきた。見ると、例の青柳という男性が数人の女性に取り囲まれている。

「あの男性……噂どおり一番人気みたいですね」

「ああ、そりゃそうだろ。今日の男性メンバーの中では、ずば抜けて顔がいい。それにしても、あのモテかたはある意味エグイな。俺もだけど他の男性参加者の立場がないよ……」

　増本が小さな溜息をつきながら呟いた。

「まぁ、確かにイケメンだとは思いますけど。──あ！　増本さんも五番目くらいにかっこいいと思います！」

　小花が増本を気遣うと、逆に思いきり嫌な顔をされた。

「なんだよ、その微妙な順位。桜井さぁ、気を遣うならとことん遣えよな」

「あはは……すみません」

　フリータイムの中盤過ぎまで増本と過ごしていたが、増本が移動してしまったため、小花はその場に一人取り残されてしまった。

　──どうしよう？　いまから誰かに話し掛ける？

　と考えはしたが、ただでさえ年齢的に浮き気味の小花が、このタイミングですでに出来上がっているグループの輪に入るのはかなりハードルが高い気がした。

　無理だな。いいや……この際、一人でも！

　小花はあっさり開き直り、用意されている料理を試食していくことにした。

　監視役としての役目を上手く果たせないのなら今後のイベントのための改善点を見つけることに専念しようと、料理を次々と皿に盛りつけては口に運んでいく。身体は小柄だが、食欲旺盛で食べることも好きな小花にとって、こちらのほうが向いているかもしれない。

「ん、これ。すごくおいしい！」

　あ、でもこの料理は他に比べて出が悪いな。味はおいしいけど、ちょっと食べづらい……？

　なんて、分析をしながら黙々と料理を味わっている途中、ふと顔を上げた先でなぜか青柳という男と目が合ってしまった。

　慌てて目を逸らして、通りかかったボーイからドリンクをもらい円卓に移動すると、数人の女性たちの輪からスマートに抜け出た青柳がなぜか小花のほうに向かって歩いてくる。

　──えっ、なになに？　なんで、こっち来るの？

　慌てて口に頬張った料理を飲み込み、ごくりと喉を鳴らすと、すでに小花の目の前に青柳が立っていて爽やかな笑顔を浮かべていた。

「あの……少しお話いいですか」

「え、と。──私、ですか？」

「そう。佐倉花さん」

　名前を覚えられていたことも驚きだったが、女性たちの輪の中心で楽しそうにしていた彼が、どうして明らかに浮いた存在の自分に声を掛けて来たのだろうか。

「自己紹介のときから気になってたんだ。きみともっと話してみたいなと思って」

　えええ、待って。なんで私──!?

　と思ったが、いままで彼を囲んでいた女性たちの視線も小花に集中していて、注目を浴びている状況の中では彼の誘いに対して「いやだ」とも言いにくいし、何しろ相手がいなくて一人で過ごしているのだから他に断る理由もない。

「いいかな？」

　成り行きでパーティーの参加者のふりをしているが、小花はマリアージュのスタッフだ。イベントの場でトラブルは厳禁だし、お客様である青柳に恥をかかせることもできない。この場は彼の誘いを素直に受けるのが自然だと判断した。

「よ、喜んで……！」

　どこかの居酒屋みたいな威勢のいい返事をしたものの、次の瞬間後悔の念にかられ、小花は大きく息を吐いた。
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　青柳春馬はこの日、いわゆる婚活イベントというものに参加していた。

　ここ一年くらいの間に思うところがあり、結婚を意識するようになった春馬は一カ月ほど前にマリアージュという業界大手の結婚相談所に会員登録したばかりだった。

　結婚相談所のマッチングシステムは希望条件に合わせて担当のマリッジコンサルタントが自分に合いそうな相手を斡旋してくれるものや、登録情報の検索ツールを使いプロフィールを見て自ら相手にアプローチをしていくものなど様々だ。その他にも価値観でマッチングするもの、店舗の掲示板を利用するもの、パーティーやイベントに参加するものなどマッチング方法は多岐にわたる。

　決して安くはない会費を支払ってまで会員登録したのだからと、条件やプロフィール検索などで希望に添う相手を探してみたが、なぜか検索にあがる女性が皆同じように見えてしまい、自分から女性にアプローチをすることなくすでに一カ月が過ぎていた。

　ありがたいことに女性からアプローチを受ける機会は多かったため、その中から気の合いそうな相手と何度かメッセージのやり取りをして実際に会ってみたのだが、正直ピンと来ず、交際に発展することはなかった。

　会ってみた女性はまず、揃って春馬の容姿を褒めた。

　自分で言うのもなんだが、容姿には恵まれていて、幼い頃から女性に関心を持たれることは多かったように思う。容姿の次は決まって勤務先を聞かれ、大手銀行に勤めていると答えると所属や年収について訊ねてくる。

　結婚はいわゆる生活だ──結婚相手の容姿や収入が気になるのはもちろん理解できるが、誰も春馬の本質を見ようとしていない気がして、相談所に登録したところでこんなものなのかと落胆に近い感情が湧き上がっていた頃だった。

　それでも、何かのきっかけになればと担当コンサルタントに勧められたイベントに参加してみたのはほんの軽い気持ちからだった。




　参加したイベントの場で佐倉花に声を掛けてみたのは、彼女が春馬の目に他の女性たちはと少し違うように映った気がしたからだが、正直明確な理由というものはなかった。

　初めに行われた自己紹介タイムで、彼女とほんの一瞬話して印象に残ったのは、ただ若いなということと、シンプルなフリルブラウスとアンクル丈のパンツという実にラフな服装でこのパーティーに参加していたことだった。

　他の女性参加者に比べて妙な気負いのようなものがなく、話しやすそうな彼女の雰囲気に少し関心を持った程度だった。

　彼女の胸の名札に書かれた二十三という年齢より少し幼く見える童顔。

　ゆるくパーマの掛かった髪を頭の上で丸くお団子状にふんわりと束ねた髪型がとてもよく似合っていた。額まで全開の肌はピカピカで透き通るように白く、大きくぱっちりとした目と少し甘く響く声が印象的で、端的に自分の好きな系統の容姿ということくらいだった。

「あの……どうして私に声を？」

　佐倉花が、不思議そうに春馬の顔を下から覗き込んだ。

　身長百八十五の自分と、およそ百六十には満たない彼女との身長差はゆうに三十センチ近い。小さいな、と感じるその身長差もまた印象的だった。

「あ……ええと！　さっきまで他の女性たちとお話されてたでしょう。だから、私なんかでよかったのかなって……」

　彼女が春馬を見上げて、慎重に言葉を選びながら訊ねた。

「もちろん。僕がきみと話してみたくて声を掛けたんだ。さっきまで、別の男性といっしょにいたから遠慮してたんだけど……きみが一人になったから話し掛けるチャンスだと思ってね」

　春馬が答えると、彼女は「はぁ……」と不思議そうな顔のまま気のない返事をした。

　話し掛けられたことがそんなに意外だったのだろうか。気のせいか彼女が少し困惑しているようにも見える。

「さっきの彼とは長いこと話していたみたいだけど、どんな話を？」

　春馬が訊ねると、彼女がようやく気を取り直したように笑顔を見せた。

「どんなって……そうですね。婚活のきっかけとか？　もちろん皆さん結婚を考えてるからだとは思うんですけど、結婚相談所に登録するくらいだから本格的に考えてるってことですよね？　なにか思うことがあったのかなって。青柳さん……でしたよね？　なにか、きっかけとかあるんですか？」

　そう訊ねた彼女の顔にさっきまでの戸惑いの色が見えなかったことにほっとした。

「僕は──そうだね。三十っていう年齢的なことももちろんなんだけど、一番の理由としては、家族を安心させたいっていうのがあってね。ほら、僕くらいの年齢になると周りの友人たちも既婚者が増えるし、幸せそうな友人たちを見ているうちに自分も……って自然と思うようになったことかな」

「家族を安心させたいって……青柳さんのご家族は、そんなに結婚を望んでらっしゃるんですか？」

「望んでるというか……僕にパートナーができたらきっと安心するんだろうなっていうね。口に出して言われてるわけじゃないけど、そういうのって雰囲気で伝わるものだから」

　春馬が答えると、彼女がその答えに納得したように柔らかく微笑んだ。

「そうだったんですね。じゃあ、お互い良いお相手に出会えるといいですね！」

　彼女の言葉に、まるで他人事のような反応だなと思った。

　こうして春馬が話をしてみたいと伝えた時点で、普通なら何かしらのアプローチであると察してくれてもよさそうなものだ。世の中そう察しのよい人間ばかりでもないのかもしれないが、興味を持ったことが伝わっていないのは少し歯痒い。

　春馬は、彼女に対してもう少し踏み込んでみようと考えた。

「そういえば……佐倉さんは自己紹介のとき、『出会いのきっかけづくりから』って言ってたけど、きみが求めている出会いは僕みたいな年上の男性も対象になるのかな？」

　春馬が訊ねると、彼女が「はい？」と驚いた顔をした。

「佐倉さんが嫌でなければ、僕はきみともう少し話してみたいというか……親しくなれたらと思ってるんだけど」

　それを聞いた彼女が口をあんぐりとあけてこちらを見たかと思うと、急にはっと我に返ったように言葉を発した。

「──え？　私と、ですか!?」

　正直、ここまで大袈裟に驚かれるとは思わなかった。

　彼女にとってそれほど意外なことだったのか、それとも彼女がこれまで男性にアプローチを受ける機会が少なかったと想像するべきなのか。

「そう、きみと。ダメかな？」

「いや……ダメというか。私、男の人にそんなふうに言ってもらったことなくてびっくりしてしまって」

　後者だったか──と納得はしたが、少し意外にも思えた。

　見た目はとても可愛らしいし、話し方からしても近寄り難いというふうでもない。こういう場も少し不慣れなように見えるだけで、苦手という感じでもないし、コミュニケーション能力が極端に低いというわけでもない。過去に彼女にアプローチをする男性がいなかったというようには到底思えなかったからだ。

「じゃあ、考えてもらえるかな」

　春馬がそう訊ねた直後に、なんとも間が悪くフリータイムが終了してしまった。

　そのあとパーティーの進行係の指示に添わねばならず、結局質問の返事をもらえないまま彼女とはそれきりになってしまった。

　パーティーの最後は、カップル成立の発表タイムだ。

　フリータイム中に親交を深めた男女それぞれの参加者たちは、最後に意中の相手の名前や番号を配られたカードに記入し、双方の意思が合えばカップル成立となるシステムだったが、春馬は誰ともカップルにはならなかった。

　それは佐倉花も同様だったようで、彼女はパーティーがお開きになるとすぐに会場を出て行き、春馬は気付けばそんな彼女の背中を慌てて追い掛けていた。

「あのっ、佐倉さん！　待って」

　春馬が呼び止めると、彼女がぴたっと歩調を止めてゆっくりと振り返った。

「ああ……先程はどうも。なにかご用ですか？」

「さっきの返事、まだもらってなかったから。もう少し話してみたいって言ったの覚えてる？　もし、きみが嫌じゃなければ連絡先を教えてくれないかな」

　春馬が訊ねると、彼女は少しの間──というにはかなり長かった気もするが、しばらく考えていたあと、何か思いついたように顔を上げてはっきりと答えた。

「あの、ごめんなさい……いきなり連絡先を教えるのはちょっと抵抗が……」

　春馬はこれまで自分のほうから女性に連絡先を聞くことも稀だったが、抵抗があると拒否されたことは初めてだった。意外にショックを受けている自分に驚いたが、気が進まないと言う相手にさすがに無理強いもできない。

「……そっか。参ったな、どうしよう」

　婚活イベントに参加しているからといって、相手が誰でもいいわけではない。

　きっと彼女にとって自分が興味をそそられる相手ではなかったのだろうと春馬ががっくりと肩を落とした瞬間、彼女から意外な提案を受けた。

「──もしよければ、次のイベントでお話ししてみるのはどうですか？　私、再来週のグランピングのイベントにも参加しようと思ってるんですが、ご都合が合えば青柳さんも」

「グランピング？」

「あ、ご存知ないです？　最近若い人を中心にすごく人気のあるお洒落なキャンプなんです。専用施設に道具が全部そろっていて、手軽にキャンプを楽しめるらしいんでどんな感じなのか興味があって」

　まさに若者世代真っ只中の彼女が、瞳を輝かせながら言った。

「ああ……それなら何度かテレビでみたことがある。昔ながらのキャンプとは違って、施設がコテージみたいでお洒落な感じの……」

「それです！　屋外イベントならもっとリラックスしていろんな方とお話できるかなって思って申し込んでいたんです。キャンプなんて子供の頃以来だし、すごく楽しみにしていて」

　本当にそのグランピングキャンプを楽しみにしているのだろう。彼女が好奇心に満ちた生き生きとした表情を浮かべたのを見て、こんな彼女の表情をもっと見てみたいという欲も生まれた。

「確かに楽しそうだ。佐倉さんが参加するなら、僕も参加してみようかな」

　いくら婚活中で出会いを求めて参加した場とはいえ、よく知りもしない相手にいきなり連絡先を訊かれるのはやはり女性にとって抵抗があるかもしれない。彼女にとって自分が興味を引く相手でないのだと考えれば、尚更だろう。自身に置き換えて考えてみると、確かに彼女が躊躇う気持ちも理解できる。

　春馬自身、キャンプに特別興味があるわけではなかったが、別の意味で面白いかもしれないと考えた。気取った雰囲気のパーティーに参加するより、自然の中でのキャンプで参加者の〝素〟の部分が見えるのも楽しそうだと興味が湧いた。

「それじゃあ、今度のイベントで」

　春馬が言うと、彼女がほっとしたような笑顔を見せた。

「はい。じゃあ……また。急ぐので、ここで失礼します！」

　春馬はその場に立ち止まり、小さな靴音を響かせながら小走りに駆けていく彼女の後ろ姿を見送った。









第三章











「ありがとうございました」

　小花がお客様を玄関先まで見送って事務室に戻ると、飯田が小花を待ち構えていたように目を輝かせて立ち上がった。

「どうだった、小花ちゃん！」

「小こ島じまさまと盛もり岡おかさま、趣味の話で会話も弾んでいたみたいで、かなりいい雰囲気に見えました。とりあえず、次のお約束も取れたんで、うまく行けばこのまま交際に繋がるんじゃないかと……！」

「マジ？　よかったじゃーん！」

　先程まで小花が立ち会っていた会員同士の面談は、双方の希望条件が両想い同士の相手をコンサルタントが月に六名まで紹介するというマッチング方法のひとつだ。

　あらかじめ会員が提示している希望条件の中から、気の合いそうな二人を担当コンサルタントが厳選して引き合わせるもので、実際に交際に発展するケースも多い人気のマッチング方法だ。

　お客様の希望に合わせ、コンサルタントが間に入って会話を盛り上げたりすることもあれば、ある程度様子をみてから席を外すこともある。今日小花が立ち会った二人の面談は双方ともコミュニケーション能力に長けていて、小花はそっと様子を見守るだけにとどまった。何度か面談室の外から中の様子を見てみたが、二人の雰囲気は終始和やかだった。

「このまま上手くいけばいいなぁ……」

　小花が頬を緩ませながら呟くと、それを聞いた飯田が笑顔を見せた。

「随分嬉しそうだね」

「だって……小島さまは初めて私が接客担当したお客様ですよ！　なかなかいいご縁に恵まれなかったんで、今度こそ上手くいって欲しいんです」

　小花がまだ新人だった頃、入会希望でやってきた彼にたどたどしいながらも精一杯の気持ちを込めてサービスの案内をすると「一生懸命わかりやすく説明してくれたから」とその日のうちに入会を決めてくれて、これまでずっと彼の婚活を見守ってきた。

　そんな特別な思い入れのある会員さんがようやく良縁に恵まれたことは、陰でサポートをしているコンサルタントの小花にとっても、とても嬉しいことだ。

「あ、もうお昼だ！　キリもいいし、小花ちゃんもこのまま休憩行こうよ」

　飯田に促され、「はい」と返事をしてデスクの引き出しの中からランチバッグを取り出すと、小花も彼女の後に続いてスタッフルームに向かった。他のスタッフは一足先に休憩に入っているはず、と思い勢いよくドアを開けると、スタッフルームにはなぜか誰もいなかった。

「あれっ、珍しい……誰もいない」

「ああ、さっき佐さ藤とうさんたちが連れ立ってランチに出たよ。あと、三輪さんはまだ接客中のはず」

　先に窓際の席に着いた飯田の向かいに小花も座ると、テーブルの上にあったリモコンを手に取りテレビをつけた。それから、備え付けられた給茶機から二人分のお茶を用意してテーブルの上に置く。

「ああ、ありがと」

　飯田が弁当を広げて手を合わせ、小花もそれに続いてお弁当を広げると「いただきます」と手を合わせた。

「そーいえば。日曜日どうだったの？　小花ちゃんフリータイムで青柳さんに話し掛けられてたでしょ？」

「ああ、そうなんです。もう少し話をしたいって言われて……。そもそも私、本物の会員さんじゃないからちょっと困ってしまって──」

　小花が溜息を零すと、飯田が大きく目を見開いた。

「もしかして彼に気に入られちゃったの？」

「いや……そういうんじゃないと思いますよ。ただ単に物珍しかっただけじゃないですかね？　ほら……私、ちょっと浮いてましたし。連絡先聞かれた時はさすがにどうしようかと思いましたけど、飯田さんが事前にいろいろアドバイスくれたおかげでなんとか乗り切れました！」

　あの時、咄嗟に青柳を次のイベントへ誘うことで難を逃れることが出来た知恵も、実は飯田が授けてくれたものだった。もし参加者の誰かに連絡先を訊かれた場合、角が立たないようその場を凌ぐよう教えられていたのだ。

　そんな話をしていると、ちょうど営業先から戻ったらしい増本がコンビニの袋を提げてスタッフルームに顔を出した。

「お疲れさん」

「お疲れ様です。あ、ちょっと増本さん！　こっちこっち！」

　飯田が大袈裟に彼に手招きをしたので、何事かという表情を浮かべた増本がこちらにやってきた。

「増本さんもこっちで一緒に食べようよ。日曜のパーティーの話聞きたかったんだよね」

「あのな……飯田。俺、年上。一応先輩なの」

「知ってるけど。で？　どうでした？」

　飯田の遠慮のなさにはすっかり慣れた増本が、文句を言いながらも飯田の隣の席に腰掛けた。

「どうって……べつに怪しげな感じの参加者はいなかったよ」

「そっちじゃなくて！　増本さんも女性から声掛けられてたよね」

「ああ……あれな。当たり障りない世間話した程度だよ。監視役として参加してるわけだし、少しは仕事しなきゃと思ってさ。あ、でも妙なこと聞かれたなぁ……」

「……妙なことってなんですか？」

　小花が訊ねると、増本が椅子に座り直して声を落として言葉を続けた。

「うちの会員の中にいわゆる……サクラはいないのか、って。ほら、もっと手軽な出会い系の婚活パーティーとかだとそういうのいるっていうじゃん」

「ああ、聞いたことある……」

　思い当たることがあるのか飯田が頷いた。

　実際、小花も人集めのためにイベント会社がサクラのバイトを募集しているなんて噂を耳にしたことがある。他ではあるのかもしれないが、マリアージュではそれはない。

「もちろん、否定はしたよ。うちでは聞いたことないし、心配ないだろうとは言っといたけど。会員さんの間でそんな噂が出てるなんて……正直ちょっと驚いた」

「でも……なんか妙じゃないです？　もし、本当にサクラがいるとして。うちみたいな会員制の相談所のサクラなんてメリットあるんですかね？」

　小花は思ったまま増本に疑問をぶつけた。

「だって、うちの年会費。正直、安いとは言えないじゃないですか」

　出会い系パーティーはともかく、結婚相談所に登録するにはそれなりの費用もかかるし、気軽に人を集めるという点ではあまり合理的ではないような気がする。

「俺もそれは思った。けど、巷の婚活パーティーじゃ、見た目のいいサクラを使って客を集めて、そこで声掛けた客に胡散臭い投資や事業に勧誘するなんて事案が結構あるらしいからな。ほら、得体の知れない怪しげなセミナーとかあるだろ？」

「えええー！　なにそれ、怖っ！」

　小花が両頬を手で押さえながら思わず声を漏らすと、増本がさらに声を落として言った。

「実際、話を聞いた女性の友人がそういう詐欺みたいなのに引っ掛かりそうになったらしい。うちみたい大手の相談所でもやりようによっては、可能性はゼロじゃない。確かに登録の為の初期費用はかかるかもしれないが、ここでお客を吸い上げて別の場所で数を増やせば……案外、大きなメリットがあるのかもしれないしな」

　確かに初期費用以上の儲けが出れば、多少効率が悪くても手を出してくる輩が出てきてもおかしくはない。

「それ、所長には？」

　飯田が眉をひそめながら訊ねた。

「もちろん、一応報告はした。噂の域を出ないにしても、注意するに越したことないだろ。万が一被害が出ればうちの信用にも関わる」

　増本の言葉に大きく頷きながらも、小花は反省していた。

　──私、ダメダメだな。全然、自分の仕事ができていなかった。

　監視役を任されたものの、到底やる気のあるようには見えなかった増本が有益な情報を集めていたのに対し、自分はただパーティーに参加していただけだったことを恥ずかしく思った。

「増本さん、さすがですね。私なんて情報収集どころか自分から動くこともできてなかった……」

「おい、桜井、落ち込むな。たまたまだからな？　偶然そんな話を聞いたってだけで……」

　増本はそう言ってくれたが、違うと思う。

　彼は情報を集めるためのアンテナをきちんと張っていたのに、自分はそのアンテナを張ることすらできずにいた、その差だ。

　あの日は結局青柳としか話をしていないが、彼からだって聞きようによっては何かしら得られる情報があったかもしれないのに小花はその場をやり過ごすことで精一杯だった。
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　迎えたグランピングイベント当日は雲一つない快晴だった。

　まだ梅雨入りまえの六月初旬。気候も良く、まさに屋外での活動に最適なグランピング日和だった。

　イベント参加者は総勢三十名。会場となる施設から一番近い最寄り駅に集合し、そこから施設専用バスで会場まで向かう。バスの席順はあらかじめ決められていて、小花は同じく監視役としてイベントに参加している増本と作為的に隣同士で座る。

　バスの車内には当然青柳の姿もあった。朝は集合の際にバタバタしていて直接言葉を交わすことはなかったが、互いの存在を認めて会釈だけを交わしていた。

　バスは市街地から一時間足らずで山間部にある目的地に到着し、小花も他の参加者に続いて最後にバスを降りた。

　今日はキャンプということで長い髪は邪魔にならないように緩いお団子ヘアに纏め、カットソーとジーンズにスニーカーといった動きやすさ重視のファッションでのイベント参加だ。

　増本もティーシャツにカーゴパンツという普段とは違うラフな服装で、スーツの時より少し若く見える。

「さささ！　行きましょう、増本さん！」

「おお……桜井。どうした、今日はやけに張り切ってんな」

「前回なにもできなかったんで、今日こそちゃんと監視役らしい仕事しないとって思ってるんです」

　あんな話を聞いたあとだ。うちの店を利用している大切な会員たちが詐欺や他の犯罪に巻き込まれないようにさらに注意深く目を光らせる必要がある為気合いも入る。

「張り切るのは結構だけど、一人で暴走するなよ。なにかあったら俺に報告すること。連絡は密にな」

　そう言われて小花は「分かってますってば」と返事をした。

　──今日こそはちゃんと仕事しなくちゃ。一人でも多くの人と話して情報収集に努めないと。

　前回はやはり監視役として周囲への注意が足りなかったように思う。もちろん、何事もなく妙な情報が出てこないことが一番望ましいが、何もしないことと周囲に注意を払ったうえで収穫がないのとでは全く意味が違ってくる。




　グランピング会場の周辺は自然豊かで緑が多く、施設のすぐそばには清流が流れていて、川遊びまで楽しめる。夏にはバーベキューなどでも賑わいをみせるこの辺りでは人気のレジャースポットだ。

　施設は一日一組限定のため、貸し切りで利用することが出来る。

　小花たちが会場に到着すると、先にバスを降りた参加者たちが大勢集まっていて、施設を前に歓声を上げていた。

　オープンしてまだ半年ほどという施設の外観は真新しく、白い壁にオレンジ色の屋根の南国風のデザインもお洒落で、庭にはアガペや大きなソテツが植えられている。

　広い敷地の中に大きなバーベキューガーデンがあり、ダッチオーブンや本格グリル、焚火台なども設置されている。

「うわぁ……素敵！　テンション上がる！」

　引率スタッフの案内で建物の中に入ると、キッチンにはＩＨクッキングヒーターや冷蔵庫、電子レンジ、各種調理器具や食器など必要なものがすべて揃えられていて、本当に何の準備もなく楽しめる仕様になっている。

　食材ももちろん貸し切りプランの中に含まれていて、冷蔵庫内の食品はすべて食べ放題となっている。

「本当に手ぶらで来て大丈夫なんだ……」

　たまたま近くにいた女性参加者が感動したように呟いたので「本当、すごいですね」と小花も笑顔で同意した。

　今回のメイン引率者である先輩スタッフの山やま本もとが、施設でのスケジュールと施設利用の約束ごとなどの説明を終えると、さっそく自由時間となった。

　ここからの時間は、参加者が自由にその時間を楽しむこととなる。見知らぬもの同士でのバーベキューは互いにどう動くか探り探りになるものだが、そこは引率スタッフが上手く誘導して自然に昼食までの流れを作って行く。

　普段、営業をしている増本に関しては、男性陣の輪に溶け込むのも早く、参加者を引き立てながら、ああしたら、こうしたらという提案をして、その場を仕切って行く姿は小花の目に実に頼もしく映った。

「増本さん、さすがだ……。私も頑張らなきゃ！」

　小花も未熟ながら増本のサポートに付き、参加者全員が和気あいあいとした雰囲気でバーベキューを楽しむことができた。その点では、このグランピングイベントはまさに大成功だったと言えるのだが、小花はこのイベントで親しくなった女性参加者から少し気掛かりな話を聞いてしまった。




　その女性──仮にＡさんは、以前は仲のいい友人とイベント会社主催の手軽な感覚の婚活パーティーに参加していたらしい。

　結婚相談所とは違い、わざわざ会員登録する必要もなければ一定額の会費を払う必要もない。参加者のニーズに合ったイベントを見つけてエントリーするだけだ。

　その類のイベントは特に女性参加者にとって非常にリーズナブルな価格設定であることから、より気軽に参加しやすいシステムになっている。

　何度かそういったパーティーに参加するうちに、彼女と一緒に参加していた友人Ｂさんがそこで知り合った男性Ｃと付き合うことになった。ところが、婚約寸前のところで相手の男性が急に姿を消したのだという。

『──あとから聞いたら、相手の男の名前も勤務先もデタラメだったんだって。彼女が言うには、すごく顔立ちの整った三十代くらいの男性だったらしいんだけど、とにかく彼からのアプローチが熱烈で付き合ってから結婚の話が出るまで異様に早かったのね』

　聞くと、ＢさんとＣが付き合って一カ月くらいで結婚の話が出て、友人も彼からの熱烈な求愛に舞い上がっていたのか、あっという間に話が進んでいったらしい。

　彼女は友人が幸せならばと、そっと友人のことを見守っていたようだが、そのうち違和感を覚えるようになったという。

『始めの頃はＣが持ってくれていたデートの支払いも、次第に彼女に負担させることが増えたらしいの。そのうち彼の家族が重い病気だと聞かされて、手術費用について相談をされるようになって……そのとき不信感を抱いたらしいわ。何度も手術代を用立ててくれるよう頼まれたみたいなんだけど、結局、彼女が断ったら急に連絡が途絶えて──。今思えば詐欺だったのかも……って彼女言ってた』

　彼女の話を聞く限り、婚活・結婚詐欺の手口としては、最も典型的なパターンだ。

　幸いＡさんの友人Ｂさんに大きな被害はなかったのだが、友人Ｂさん一連の話を聞いた彼女は危機感を覚えたらしい。

『私はその話を聞いたらなんだか怖くなっちゃって……。だから、半年くらいまえにこの相談所に登録したの。会員制の相談所なら会員さんの身元もしっかりしてそうだし、安心かなって思って』

　──やっぱり、現実にあるんだ。

　先日増本が聞いてきた話とは少し違っているし、実態こそ不明だが、ごく身近なところで犯罪未遂が増えているのは間違いないような気がする。

　バーベキューの片付けをあらかた終えると、参加者たちはそれぞれ意中の相手にアプローチをするために動き出した。

　増本はバーベキューで頼もしいリーダーシップを発揮していたためか、早々に女性に声を掛けられてどこかに行ってしまった。

　小花が最後まで細々としたものを片付けていると、青柳が「僕も手伝うよ」と声を掛けて来た。

「ありがとうございます」

「こういうの、最後まできっちり片付けたいタイプ？」

「あ……え？　はぁ、まぁ……わりと」

　学生時代も真面目できっちりした性格だったため、何かとまとめ役を押し付けられることが多かったが、べつに嫌というわけではなかった。

「今日は誘ってくれてありがとう。参加してみたらとても楽しかった」

「本当ですか？　そう言ってもらえてよかったです」

　成り行き上青柳を誘うことになってしまったが、彼もイベントを楽しんでくれていたのだとしたら企画としては大成功だし、喜ばしいことだ。

「佐倉さんもバーベキュー楽しんでたみたいだね」

「はい、楽しかったです！　大勢で食事をするって楽しいし、自分たちで作ってその場で出来上がったものを食べるってすごく贅沢ですよね」

「佐倉さんって、思ったより食べるタイプなんだね」

「もしかして……食べてるところ見られてました？　意外にガッツリ食べるねってよく言われるんですよ」

「よく食べるって、いいことだよ。じゃあ、飲むほうは？」

「お酒も好きで飲みますよ。青柳さんは？　お酒、飲まれるほうですか？」

「僕もお酒は好きだけど、あまり強くないんだよね。だから、外では付き合いで嗜む程度」

「えー、強そうに見えるのに」

「ああ、それよく言われるんだ。でも、全然。すぐに顔が赤くなるし」

　そう言ってはにかんだ彼と顔を見合わせて笑い合ったとき、小花は思った。

　──この人が、女性に人気があるの、なんか分かるな。

　誰がどこから見ても整った顔立ちであることもそうだが、やはり笑顔が素敵だ。

　イケメンだけれど変にすました感じもなく、美形を鼻に掛けているような感じもない。どこか少年っぽさを残したこの美しい笑顔を向けられたら世の女性は皆イチコロだろう。

　小花が特に好感を持ったのは、彼の柔らかな物腰と優しい口調だった。声のトーンも落ち着いていて実に心地がいい。

　彼との会話は、ごく普通に弾んだ。小花自身も人と話をするのは好きだし、コミュニケーション能力も低くはないと思うが、彼のほうも話題を掘り下げるのが上手く、話が弾んで会話が途切れることがなかった。

　イベントの終了時間が迫り、小花がさりげなく時計を気にすると、それに気付いた青柳も腕時計を見た。小花は視界に入った彼の時計を見て言った。

「青柳さんのその時計、デザインがすごく素敵ですね」

「そう？　ありがとう。亡くなった祖父が、僕が大学を卒業したときにくれたものでね。スイスの有名なブランドのものでとても大切にしてるんだ」

　青柳が嬉しそうに答え、もう一度時間を確認すると言葉を続けた。

「ねぇ、佐倉さん。このイベントが終わったら……もう話したりできなくなるのかな？」

「え……？」

「僕はもっと、きみと話してみたいと思ってる」

　青柳の真っ直ぐな言葉に、ほんの少し心が揺れた。

　もう、前回のような手はさすがに使えないだろうということは小花自身も分かっている。

　いま、この場で小花が「ＮＯ」と言えばそれで終わりにできる関係だし、彼とはこれ以上親密にならないのが正解だということも頭では分かっている。

　ただ、小花の中で引っ掛かっていたのは、さっき親しくなった女性から聞いた話だった。

『──その詐欺男、銀行員を名乗っていたみたいなんです。私は会ったことがないので詳しくは分からないですけど、友達が言うには二十代後半から三十代くらいのかなりのイケメンで、会う時はいつも高そうな腕時計をはめて、質のいいスーツを着てたって話で』

　小花は、彼が銀行に勤めていると言っていた三輪の言葉を思い出していた。

　今日の彼は前回の上品なスーツ姿とはかなりイメージが違って見えるが、シンプルなデザインのシャツとパンツ姿はやはり上質なもののようだし、腕時計も有名なブランド物だと言っていた。

　それに加え、彼のこの容姿と三十という証言に合致する年齢。女性が言っていた詐欺師まがいの男の人物像と重なる部分が多いのだ。

　──たまたま聞きかじった人物像と似てるっていうだけで、この人が、詐欺師かもなんて決めつけることもできないし。

　でも、彼の爽やかな笑顔は見方を変えれば胡散臭い気もするし、一見いい人そうというのが、逆になんだか怪しく見えてくる……！

　なんてことを頭の中でぐるぐると考えていたら、本気でどうしていいか分からなくなってしまった。

　増本に相談したくても、傍にいなければどうすることもできないし、ここでどう行動するかは小花が自分で判断するしかない。

「あの、佐倉さん。どうかした？　気分でも悪い？　係の人呼ぼうか？」

　考え事に夢中になってぼんやりしていた小花を具合が悪いとでも思ったのか、青柳が心配そうに覗き込んだ。

「あっ、いえ！　大丈夫です！」

　相談もなしに勝手なことをしたらあとでひどく怒られるかもしれないが、詐欺師っぽい男の人物像が目の前の青柳と酷似してるのに、このまま見て見ぬふりはしたくない。

　それに、青柳のほうがなぜか小花に関心を示しているのだ。

　もし、彼がそうなのだとすれば、今後自分をターゲットにする可能性もゼロではない。

　だったら──それを利用すればいいんじゃない？

　もともと偽名しか教えてないし、深く関わらなければ身元がバレることだってない。それに、違ったら違ったで、間違いでよかったということになるんだし！

　そう考えたら、もう少し彼に近付いて探りを入れてみるのも悪くないんじゃないかと小花は思い始めた。

「やっぱり、連絡先教えてもらうのは難しい？　だったら登録情報からのダイレクトメールを送るよ。それなら問題ない？」

　そう言われて、小花ははっとした。

　──それは、ダメ！　絶対ダメだ！

　そもそも佐倉花は架空の人物なのだからデータベースに登録がない。今日まで検索されていなかったのが救いだが、もし検索されれば登録がないことを不審に思われてしまうかもしれない。

「まずは、友達からでいい。どうかな？」

　少しはにかみながら真っ直ぐな視線を向けてくる彼に、邪な気持ちで近付こうとしていることに少し胸が痛む。

　でも、登録データを検索されて面倒なことになるのも困るし……ああ、偽のデータ一応作っておいた方がいいのかな？

　小花は瞬時にいろいろ頭で考えた末に決意を固めた。

　──大丈夫！　怪しいところがないか、ほんの少し探るだけ。

「……友達、ですか」

「うん。結婚相談所を介して知り合ってるのにちょっと変かもしれないけど……まずは、お互いを知るところから始めてみませんか？」

　そう言った青柳の美しい笑顔が、窓から差し込む夕日に照らされて輝いて見えた。

　ああ、やっぱり綺麗な顔した男の人だなぁ。三輪さんがまえにモデルみたいなんて言ってたけど、確かに思わず見惚れてしまう。

　こうしてみると到底悪い人には見えないけれど、人は見かけによらないって言う。それが詐欺師かもしれないんだったら、尚更だ。

　──お互いを知るところから、か。

「じゃあ……お友達からなら」

　小花がおずおずと返事をすると、それを聞いた彼の目が驚きで丸くなり、その爽やかな笑顔がますます輝いたのを小花はなんとも言えない気持ちで見つめ返した。
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　翌日、職場に出勤すると小花はすぐに増本に声を掛けた。

　昨日のイベントで女性に聞いた話を増本に報告すると、とても驚いた様子だった。

「まぁ、話を聞いただけじゃなんとも言えないけど、注意する必要はあるかもな。一応、所長に報告しとくか」

「……で。ここからは増本さんだけに話すんですけど」

　そう前置きをして、青柳と個人的に連絡先を交換したことを話した。

「はぁ!?　なんでそんなこと……」

「親しくなればなにか探れるかもって思ったんですよ」

「だからって……桜井がそこまでする必要ないだろ。いくら、アプローチ受けてるからって」

「え、知ってたんですか？」

「最初のパーティーでも声掛けられてたろ。昨日だって後半ずっと二人でいたの見てたし」

　増本も昨日は何人かのグループの輪に入って楽しそうに談笑していたようだが、あの場にいながら周りの様子までしっかり把握できていたとはさすがだ。

「だから、好都合かなって思ったんです。あんなイケメン男性に私が相手にされることなんて普通ないですもん。なのに、なぜか向こうが関心持ってくれてるんですよ。もし彼が詐欺師だったら、私が次のターゲットになる可能性もあるじゃないですか」

　小花が言うと、増本が心底呆れた顔をした。

「はぁ？　おまえのどこにターゲットになれる要素があるんだよ？　俺がもし詐欺師だったら、もっとお金に余裕がありそうな女性をターゲットに選ぶわ」

　ある意味尤もな意見に、小花は思わず「確かに」と頷いてしまった。

「悪いことは言わないから、中途半端に関わるのはやめとけ。だいたいあの男に不審な点がなかったらどう責任とるんだ。彼だってうちの会員なんだぞ。真剣に結婚相手を探しに来てるのかもしれないし」

　増本の言葉に小花はさすがに返す言葉を失った。

　確かに、青柳がその女性の話とは全く無関係の男性の可能性のほうが高いのだ。ごく普通に将来のパートナーと出会うためにうちに登録している会員なのだとしたら、小花と関わることは、無意味に彼の貴重な時間を無駄にすることにもなる。

「……そうか。そうですよね」

「所長には黙っててやるけど、困ったことがあったら必ず俺に言え。いいな？」

　自分を本気で心配してくれているんだと伝わる増本の真剣な言葉に小花は素直に頷いた。




　それから数日、小花は青柳からのデートの誘いを適当な理由を付けて断っていた。

　いろいろ考えた結果、結局は深く関わらないほうがいいのかもしれないという考えに至ったからだ。なのに、誘いが途切れることがない。

「会員さんだと思うとあんまり無下にもできないし……」

　小花が青柳に連絡手段として提案したのはよくあるメッセージアプリのひとつで、日常的に使っているＳＮＳなどでは、うっかり身バレしてしまう危険性を避けるため敢えて別の手段を選んだ。

　幸い青柳が「若い子の間ではこういうアプリが流行ってるんだ？」と特に小花の提案を不審に思う様子もなく受け入れてくれたことにほっとしていたのだが、そういうところを含め、彼はあまり細かいことを気にしない性格なのか、はたまた流行りのものに疎いのか。

　そろそろ小花が誘いに応じない理由を察してくれてもいいのに、なんてつい身勝手なことを考えてしまう。

「でも、友達からなら……って一度は了承しちゃったの私のほうだし」

　一度くらい誘いに乗ってみてから、やんわりと断ったほうが、向こうも納得するんじゃないだろうか。などと頭の中でぐるぐると考える。

「なーにが、友達からだって？」

　誰もいないと思っていた終業後の更衣室で、急に声を掛けられて驚いた小花はつい「ひぃっ」と間抜けな声を上げた。

「い、飯田さん、脅かさないでくださいよー！　いつからいたんですか？」

「いま。入ってきたらひとりでぶつぶつ言ってるからなにかと思って。それにしても小花ちゃん、ひとりごとデカっ！」

　飯田はそう言って、「あはは」と大きな口を開けて笑った。

「なにかお悩みかな？」

　飯田の問いに、小花は躊躇いながらも口を開く。

「実は……」

　小花は先日のイベントのときの青柳との一連のやり取りと、そうなるに至った経過を、飯田にも詳しく話して聞かせた。

　彼女はギャル風の派手な見た目だが、根は真面目だし仕事もできる。なにより面倒見がよく、小花にとっては一番身近で頼りになる先輩だ。

「なにそれ、ウケる！　知らない間にずいぶん面白いことになってるじゃん」

「もぉ！　飯田さんだから正直に話したのに、面白がらないでください」

「そんなに気に入られてるんなら、一回会ってあげれば？　食事でもご馳走になってバイバイすればいいじゃん。あの青柳さんならお洒落なお店に連れてってくれそうだし。なにより小花ちゃんが振ったところですぐ次の相手が見つかりそうだし！」

「えー、それはさすがに良心が……」

「は？　詐欺かもって人を疑って、あわよくば探りを入れようと企んでた人がそれ言う？」

　飯田の鋭い指摘が尤も過ぎて、小花は反論もできず押し黙るしかなかった。

「一度会うくらいいいじゃん。なに難しく考えてんの。桜井小花としてだったら問題だけど監視役の『佐倉花』としてなら問題ないでしょ。関係切るなら、わざと嫌われるって手もあるね！　デート中に相手がドン引きするようなことしてみるとか！」

「ああ……なるほど！」

　なぜ自分が青柳のような男に気に入られているのかは分からないが、相手に諦めてもらうには嫌われるよう仕向けるのも手だなと思い直し、小花は次の瞬間には名案を思い付いていた。
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　青柳からの誘いを何かと理由を付けて断っていた小花だったが、むしろ向こうから「ごめんなさい」と言わせるのが一番相手を傷つけずに済むと気付いたことは大きな収穫だった。

　佐倉花という偽りの姿であるとはいえ、自分から断りを入れるのはさすがに申し訳ない気もするし、相手から嫌われるのであればこちらも心置きなく行動することができる。

「ふふふ……今日の私は、結構ヤバイはず！」

　そう小さく呟いて、小花は青柳との待ち合わせ場所である駅前広場に向かっていた。

　青柳と待ち合わせの時間は昼前だが、夕方から他の予定が入っているため、彼とのデートはランチだけで切り上げる算段だ。

　今日は小花が大ファンであるアイドルグループＰＡＧＥＳのコンサートがある。

　三時過ぎには同じアイドル好きの中学からの友人と待ち合わせをしている。

　ランチを済ませたその足でコンサート会場に向かう予定でいるため、小花は予めネットで購入していたコンサートグッズで全身を固めている。

　髪は昨夜念入りに手入れをした艶髪を下ろし、ポイントに髪飾りをつけたスタイル。大きめのイヤーカフで耳元にも華やかさを出し、ネイルも綺麗に仕上げた。コンサートという推しとのデートのために精一杯のお洒落をするのが乙女心というものだ。

　胸に大きなプリントのあるツアーティーシャツに、ボトムは風矢くんのメンバーカラーである薄紫色のマキシ丈スカート。

　肩から掛けた大きなツアーバッグにアイドルのコンサートでは必須アイテムといって過言ではない大判うちわをザクザクと差し込んで、ＰＡＧＥＳのファンです！　という強い主張の、どこからどう見てもガチのアイドルオタクだと分かる出で立ちで意気揚々と青柳の到着を待った。

　──この姿見たら、青柳さんもさすがに引くでしょ！

　小花自身、ドルオタ歴もすでに十年を過ぎ、彼らを全力で推すことに何の躊躇いも羞恥も感じない。コンサートでは全身ツアーグッズで身を固めるのはむしろデフォルトなのだが、そういったことに興味のない人たちにとって自分の姿がどのように映るかは理解しているつもりだ。

「この姿見たらドン引きされるに決まってる……」

　コンサート会場であるアリーナは隣の駅からすぐの場所ということで、すでにこちらの駅にも同じコンサートに行くと思われるファンの姿もちらほら見受けられるが、全身グッズで身を固めているファンはそこまで多くはない。

　大好きなアイドルの目に少しでも可愛く見えるようにと、とびきりお洒落をしてくるファンのほうが圧倒的に多いように感じる。

　待ち合わせの十一時半より少し早い時間に青柳が姿を現した。

　駅前のオブジェのまえに立つ小花に気付かないのか辺りをきょろきょろと見渡したあと、

　手を振った小花にようやく気付いて笑顔でこちらに向かって歩いて来た。

「ごめん、髪下ろしてると随分雰囲気変わるんだね。一瞬分からなかったよ。待たせたかな？」

　にこやかで余裕のある大人の微笑みだ。

　ただでさえ背が高くスタイルもいいうえに、顔立ちも整った彼は人目を引く。清涼感のあるブルーのシャツに黒の細身のパンツが嫌味なくよく似合っていて、爽やかさも二割増しだ。

「いえ。約束の時間より十分も早いですよ」

　そう答えながら、自分のガチオタファッションを強調するように肩のバッグを掛け直してみる。

　デートにその格好？　ってあからさまに嫌な顔をしてくれたらいいのにと少し意地の悪いことを考えながら青柳を見つめ返したが、彼は小花の服装を見ても顔色ひとつ変えはしない。それどころか、

「お腹すいてる？　佐倉さん、なにが好きかな。店いろいろ調べたんだけど、当日の気分もあるかなって思って。なんでもいいよ、いくつか近場でピックアップしてあるんだ」

　と全く意に介する様子もない。

　──えええ、この服装になんの突っ込みもなし!?　スルースキル高過ぎない!?

「その荷物、重そうだね。なにが入ってるの？　よかったら僕が持とうか」

「いえ、大丈夫です！」

　この人、もしかして気付いてないのかな!?　これ、ファンじゃない男性が持ったらかなり恥ずかしいやつなんだけど！　かなり鈍い系？　アイドルとか分かりませんタイプ？

　食い入るように彼を見つめたが、青柳はそんな小花の視線には全く気付いていない。

「どうしようか？　佐倉さん、このあと予定があるって言ってたし、なるべく駅から近いところにしようとは思ってるんだけど。苦手なものある？　なに系がいいとかあれば……」

　青柳の問いに、小花は小さく息を吐いて肩を落とした。

　ドルオタファッションでドン引きさせる作戦は失敗だったかもしれない──。

　そもそもゴリゴリのドルオタファッションも相手がそれに気付いていなければ、なんの意味もないのだ。

　作戦は変更。

　この際おいしいランチを食べることを優先しようと小花は思考を切り替えた。

「じゃあ……私、和食がいいです。丼ものとか、定食とか！」

　小花が答えると、青柳が意外そうな顔をした。

　なんとなく和食の腹づもりだったこともあるが、この格好で妙にお洒落な店に連れて行かれれば、逆に自分のほうがしょっぱい思いをすることになる。

「和食か……いいね！　正直、若い女の子が好きそうなお店が分からなくて困ってたから、そういうのでよければいい店を知ってるよ」

　洗練された大人の雰囲気を持った青柳にとっては、小花にとって敷居の高いお洒落で高級なお店のほうがが得意なのかと思ったが、こちらもあっさりと予想を裏切られた。

「少し歩くけどいいかな？　正直、お店自体は古くてあまり綺麗とは言えないんだけど、盛り合わせ天丼が絶品なんだ」

「天丼？　いいですね！」

　絶品という言葉に興味をそそられる。小花も天麩羅は大好物だし、ちょうどお腹も空いていてガッツリ食べたい気分だった。

　そうして連れて行かれた店は、駅前の大通りから一本入った細道にある定食屋で、彼が言ったように本当にお世辞にも綺麗とは言い難い店構えだったが、テレビなどでよく見る『汚いけどうまい店』みたいだと、小花はますます興味をそそられた。

　店の中に入ると外観ほど古い店という感じはせず、昼時ということもあって大勢のお客で賑わっている。幸いにも空きがあり、すぐに奥の席に通された。

「昔ながらの店でね。平日はサラリーマンや、作業着姿の厳ついお兄さんたちで席が埋まってるんだ」

「ああ……確かにそんな雰囲気ありますね」

　メニューも品数が豊富だったが、小花は青柳が勧めてくれた盛り合わせ天丼が気になり、二人で同じものを注文した。

「んーっ！　おいしい！　めちゃくちゃおいしいです、これ！　エビ大きい！　身がぷりぷりで衣サクサク！」

「よかった。喜んでもらえて。結構ボリュームあるけど、大丈夫？」

「全然！　これくらい余裕です」

　ご飯を口に頬張りながら答えてから、小花はふと我に返った。

　一応デートという名のランチだというのに、まさに色気より食い気だ。女子的にこれってどうなの……と思ったが、そもそも小花は彼に気に入られようとしているわけではないことを思い出し、最終的にはこんなにおいしいご飯が食べられて最高！　という満腹感に満たされて食事を終えた。

「予定があるのは夕方からだったよね？　もう少し時間大丈夫？」

「あ……はい」

「じゃあ、場所を変えて少し話そうか」

　青柳に訊かれて時計を見ると、まだ一時前だった。

　三時に友人と隣町の駅で待ち合わせをしている。あと一時間くらいは時間に余裕があるため、彼に促されるまま店を出て、大通りに出た道沿いにあるコーヒーショップに移動した。

　こちらの店も、お昼時ということで混雑していたが、席に空きがないほどではなかった。

　青柳が小花の分の飲み物も一緒に注文し、ちょうど空いていた窓際の眺めのいい席に座った。

「今日は、夕方からなにがあるの？」

「私の好きなアイドルのコンサートがあるんです。ＰＡＧＥＳって知ってます？」

「ああ……うん。あまり詳しくはないけど、Ｊ事務所の人気のグループだよね」

「そうです！　ご存知だったんですね。嬉しい！」

　そう言って小花が自分の着ているティーシャツの胸の部分をつまんでそのグループのロゴを見せると、青柳が「あ！」とやっとそれに気付いたようにシャツと小花を見比べた。

「ほら、こっちも」

　ついでにＰＡＧＥＳのロゴがついた大きなバッグをこれ見よがしに持ち上げて見せると、青柳がいろいろと納得したように表情を崩した。

「それ、グッズだったんだ。そういえば、駅にも同じバッグ持った若い女の子がいたかも」

「いたかも、じゃなくて大勢いましたよ？　ちなみにこのお店にもいますよ。こんなに分かりやすいのに、青柳さん全然気付いてないみたいだったから」

　小花の言葉に青柳が店内を見渡して、ああ……と納得したように小さく笑った。

「いや。意識してないと案外気付かないもんだよ。じゃあ、そのバッグの中身は？」

「グッズです。うちわとか、ペンライトとか！」

　小花がバッグの中からメンバーの顔写真がプリントされたうちわと、メッセージの書かれたうちわを取り出して胸のまえに持って見せたのは、もちろん狙いだ。ここでもう一度チャンスとばかりに自分のオタクっぷりをアピールする。

　──ほらほら、こんな女、一緒にいるのイヤでしょう？

　わざと胸のまえで小さくうちわを振って見せると、青柳が興味深そうに小花を見た。

「へぇ、そうやって使うんだ？　それは、アピールみたいなもの？　そっちの、『投げチュウして』ってメッセージ入りのやつは手作り？」

　あれ？　この人、意外にめげない！　やっぱり、ちょっと鈍い系？　と思ったが、自分の好きなものに興味を示してもらえるとやはり嬉しくなってしまうのがオタクの性だ。

「はい、手作りです！　お気に入りのメンバーが近くに来た時にこうやって振ってアピールするとファンサもらえたりするんで！」

「ファンサ？」

「ファンサービスのことですよ！　自分の顔写真のうちわを持っている子がいたら、メンバーにもファンだって分かるじゃないですか。そうすると……たとえばこのメッセージの通りに投げキッスくれたり、手を振り返してくれたり！」

「なるほど。それは嬉しいね」

「そうなんですよ！　初めてアリーナの花道に近い席になったとき……私、メンバーの中で風矢くんが一番好きなんですけど、彼が私を見てうちわのメッセージどおりにウインクしてくれたんです!!　偶然だったのかもしれないですけど、もーヤバイってなって……」

　そこまで一気に興奮しながら話して小花はふと我に返った。

　──違う違う違う！　なにしてんの私。夢中で推しを語ってる場合じゃないでしょう！

「本当に好きなんだね。そんなふうに夢中になれるものがあるって羨ましいよ。そのコンサートは毎年あるの？」

「はい。年に一度は。だいたい毎年行ってます」

「へぇ、すごいね。人気アイドルのコンサートのチケットってなかなか取れないって聞いたことあるけど」

「そうなんです！　ファンクラブに入ってても毎年倍率が高くて。毎回仲のいい友達と申し込んで、せめてどちらかだけでも当たればいいねって……。二人とも外れた時はさすがに泣きました」

　そのあとも聞き上手な青柳に乗せられるように好きなアイドルについて延々と語りつくし、気付けばあっという間に一時間が過ぎていた。

　青柳はずっと笑顔を絶やさず、時折何か訊ねたり相槌を打ちながら、実に興味深そうに話を聞いてくれていた。

　それから約束の時間が迫ると時計を気にしながら、小花の空のカップに手を伸ばした。

「そろそろ時間だね」

「あの……ごめんなさい！　私、ひとりで喋ってしまって……」

「はは。あれこれ聞いたのは僕のほうだよ。興味深い話をたくさん聞けて楽しかったよ。名残惜しいけど、佐倉さんが熱く語ってた大切なコンサートに遅れさせるわけにはいかないし、そろそろ出ようか」

　そう言ってゆっくりと立ち上がった青柳のあとを追い掛けるように小花も店を出ると、彼がそのまま移動に使う電車の駅まで送ってくれた。

「それじゃ、楽しんで。次はコンサートの感想を聞かせてくれると嬉しいんだけど。また会ってもらえる？」

「え？」

「ほら、もう行って。友達と待ち合わせしているんだろう？」

　急かされるように彼に背中を押され、小花はそれでもランチのお礼を言わなければと「今日はご馳走様でした」と青柳にぺこりと頭を下げて足早に改札に向かって歩き出した。

　改札の前で歩いて来た方向をそっと見ると、青柳がまだ自分を見送っていた。

　振り返った小花に気付いた彼が、胸のまえでこちらに向かって手を振っているのを見て、こちらも返さずにはいられなくなって同じように手を振り返すと、彼がとても嬉しそうな笑顔を見せたことになんともいえない複雑な気持ちが湧き上がる。

　──変わった人。結局、青柳さん、全然引いたような態度見せなかったな。

　青柳にとってはさほど興味のないアイドルの話を延々聞かされ続け、普通なら退屈して話題を変えようとするだろうに、彼は終始楽しそうに小花の話を聞いてくれた。

　未知の領域である話題を面白がってくれたのかもしれないが、彼にあれこれ聞かれたことに対して嫌な感じはしなかった。それどころか、何度か顔を合わせただけの良く知りもしない相手に対して調子に乗っていろいろ話してしまった自分に驚いていた。

　小花は人見知りというわけではないが、本来他人と親しくなるまでに少し時間がかかるタイプなのだ。

「変わった人だったな。でも……たぶん悪い人ではなさそうな？」

　そう口に出して呟いてから、小花ははっとした。

　いやいや……！　案外ああいう人当たりのよさそうな人のほうが、裏があるのかもしれない。

　人の良さそうな顔して、相手の懐にするっと入り込もうとする感じはやはりどこか胡散臭い気もする。

　結局、彼をドン引きさせて、向こうから手を引いてもらうという目的も果たせなかったばかりか、もう会わないと伝えることもできなかった。

　せめて彼について何か掴めればよかったのだが、聞き上手な彼に乗せられるように自分の話ばかりしてデートを終えた不甲斐なさに、小花はがっくりと肩を落とし溜息をついた。

　気付けば電車は隣町に着き、小花は友人との待ち合わせ場所である、町のシンボルのゆるキャラを形取った銅像の前に立っていた。

　駅の前はすでにＰＡＧＥＳのコンサートに向かう大勢の女性ファンで溢れ返っている。

「小花ー！　こっちこっち！」

　名前を呼ばれて顔を上げると、同じようにロゴ入りのシャツを着て、肩に大きなツアーバッグを掛けた友人の三み好よしあかりが少し離れたところから小花に向かって大きく手を振っている。

「あかりちゃん！」

「すごい人だね。銅像の前にいっぱい人がいたから、探すの苦労しちゃった！　ファンの子たちが大勢いると、ライブいよいよなんだなーってテンション上がるね」

「うん！　私も朝からソワソワしてる。いい席当たりますようにってずっと祈ってたもの」

「今回、小花が当選したチケットだもんね！　アリーナとは言わないけど、せめて一階席！」

「あかりちゃん、そこは高望みしようよ。あわよくばステージ最前列！　アリーナ席は絶対譲れないし！　メインステージ無理でも、バックステージか花道の近く!!」

「叶ったら最高だけど、さすがに高望みし過ぎじゃない？」

　そんな話をしているうちに、さっきまで青柳のことを考えていたことなどすっかり忘れ、小花の気分はすっかりコンサートを楽しむことへと切り替わっていた。









第四章











　週末のコンサートを満喫し切った小花のもとに、再び青柳から連絡が入った。

　結局、あの日次の約束をはっきりと断ることができなかったのは、たった数時間のデートであったが、彼との時間が思いのほか心地よかったせいもある。

「また食事に誘われちゃった。どうしよう？」

　今度こそ断る？　でもこの間は一方的に喋ってしまって悪いことしたかも。

　いやいや、あれはガチのオタクっぷりを晒して彼に嫌われることが、目的だったんだし！

　そんなことを考えながらスマホ片手に昼休憩中の更衣室で唸っていると、あとからやってきた飯田が後ろから小花のスマホを覗き込んだ。

「どうしたの。難しい顔して」

「あ、いや……この間、例の青柳さんと食事をしたんですけど」

　小花は先日の食事デートのことを簡単に飯田に話して聞かせた。

「増本さんに『これ以上関わらないほうがいい』って忠告されてる手前、深入りするのはよくないって分かってるんですけど……。先日のイベントのとき、例の女性が言ってたことが気になってて……」

「ああ。女の人が言ってた詐欺師っぽい男と青柳さんが似てるって話？　確かに、それはちょっと気になるけど、ただ単に似てるかもって程度の話じゃないの？」

「まぁ、そうかもしれないんですけど……」

「監視係を任されてるからって、小花ちゃんが無理することないと思うよ。気が進まなければ会わないのが一番！」

　気が進まなければ──か。

　正直、先日のランチデートは小花にとって、決して居心地の悪い時間ではなかった。

　親友のあかり以外に自分の好きなものについてあんなに熱く語ったことはなかったし、相手がそれを好意的に受け止めてくれたことも初めてだった。

【金曜の夜、会えないかな？　また食事でもどう？　都合が悪いなら、佐倉さんの都合がつく別日でもいいけど】

　青柳からのメッセージを見て、小花は息を吐いた。

　気が進まないわけじゃない。正直に言えば、もう会いたくないと思うほど彼の誘いが嫌なわけでもない。むしろ、嫌ではなくなってしまったからこそ困っているのだ。

　──なんだか、普通にいい人そうなんだもん。

　嘘をついて架空の人間に成りすましているばかりか、あわよくば彼の動向を探ろうとしている後ろ暗い感情があるからこそ考えてしまう。

「小花ちゃん。私、一時からお客さまのお迎えあるから、先に行ってるね」

「あ、はい」

　身支度を整えて先に更衣室を出た飯田の後ろ姿を見送ったあと、小花も慌てて身支度を整えた。それからスマホをじっと見つめ、あれこれ悩んだ挙句にようやく彼からのメッセージに返信をして静かにロッカーの扉を閉めた。




　それから三日後の金曜の夜、仕事を終えた小花は青柳に指定された待ち合わせ場所で彼の到着を待っていた。

　仕事の時は清潔感重視で長い髪を後ろで一つに結んでいるが、仕事を終えると髪を下ろす。特別意識しているわけではないが、仕事とプライベートでオンオフの線引きになっている気がする。

　仕事終わりの時間帯ということもあり、人通りが多い場所のほうが安心だからと前回と同じ駅前のオブジェの前を指定されていた。待ち合わせの七時半を少し過ぎた頃、青柳が息を切らせながら姿を現した。

「ごめん。待たせちゃったね」

　そう言った青柳は、ここに来るまで急いでくれたのだろう。少し息が上がっていたものの、相変わらず爽やかな笑顔を浮かべて小花の前に立った。

　彼も仕事帰りのはずなのに、その爽やかさが眩しいくらいだ。

「いえ。私も少し前に来たところです」

「僕から誘っておいて遅れてごめん。今日はどこに行こうか？　なにが食べたいとかある？」

　そう訊かれて小花は、迷わず「今夜は居酒屋とかどうですか？」と提案した。

「居酒屋？　いいけど、せっかくのデートなのにそんなお店でいいの？」

「そんなお店がいいんです。気楽な雰囲気のお店のほうが好きなんで。私、お気に入りのお店があるんですよ」

　そう言って小花は、自分がたまに職場の同僚と行く居酒屋に青柳を案内した。駅からほど近い小さなビジネスホテルの一階に位置する居酒屋で、新鮮な魚介を美味しく提供してくれることで界隈では有名な店だ。

　店を気に入っていることもあるが、夜二人で会うということもあり、小花は行き慣れた店のほうが何かと安心だとこの店を選んだ。

　金曜の夜ということで店は比較的混んでいたが、ほんの少し待たされただけで、すぐに奥の席に通された。

「佐倉さんは普段なに飲むの？　アルコール平気って言ってたよね？　僕は……とりあえずビール」

「あ。じゃあ、私も同じものいただいていいですか？」

「もちろん。ついでに料理も頼もうか」

　そう言うと、青柳が着ていたスーツのジャケットを脱ぐと、小花の好みを聞きながらいくつか料理を注文した。すぐに運ばれてきたビールでとりあえず乾杯をして、乾いた喉を潤してから小花が最初に口を開いた。

「あの。青柳さんって……ご家族は何人ですか？」

「はは。今日はいきなり質問タイムなの？」

　青柳が面食らったように小さく笑う。

　先手を打ったのは、前回の事を踏まえ、今夜こそは青柳から情報を聞き出そうと気合を入れてこの場に臨んでいるからだ。どんな些細なことでもひとつの情報として聞き出しておけば、いつか何かの役に立つかもしれない。いきなり家族構成を訊ねたのは情報の基本と考えたからだ。

「僕の家族はね──」

　話を聞くと青柳は両親と祖母の四人家族で、祖父はすでに亡くなっていると聞いた。

　両親は二人とも映像関係のクリエイターで、彼が高校生の頃から主に海外で仕事をしていて日本には年に一度帰って来る程度らしい。

　高校卒業と同時に青柳自身も一人暮らしを始め、以前住んでいた実家にはいまは祖母が一人で暮らしているのだそうだ。

「じゃあ……まえに家族の為に結婚考えてるって言ったのは？」

「ああ、うん。両親は彼ら自身が自由人だしなにも言わないけど、そのぶん祖母がいつまでも僕が一人なのを心配しているんだよね。佐倉さんは？」

　小花も自分が両親と三人暮らしであることや、その両親ととても仲がよく、頻繁に買い物や旅行に出かけることなどを話して聞かせた。

「うちは、家族仲は普通かな。あ、でも両親よりも一緒に住んでた祖母とのほうがいまは仲がいいかもしれない。しっかりして元気な人だけど、祖母もそんなに若くはないし……少し前に病気でしばらく入院したことがあって……あのときはちょっと堪えたなぁ」

　彼の話に、一瞬小花の頭に例の詐欺男Ｃのことが過った。男は、親しくなってから家族が重い病気だといって入院費の相談をしてきたという。

　いやいや、まさか……と小花は頭に過った想像をすぐに打ち消した。

　青柳の話と口調から、彼がいまも実家に一人で暮らす祖母のことを心配しているのが伝わって来る。

「その頃からかな……急に僕が一人でいることを心配し始めてね。まぁ、祖母の気持ちも分からないわけじゃないし、僕自身もこのまま一人なのは寂しいなって思うようになってね。楽しいことも悲しいことも共有できるパートナーに出会えたらいいなって考えてあの相談所に登録したんだ」

「そうだったんですね……」

　彼のことを詐欺師Ｃに似ていると心のどこかで疑っているくせに、たったいま彼から聞いた話が嘘でないといいと思い始めた自分に少し驚いていた。

　結婚を意識するきっかけなんて、きっと人それぞれだ。

　小花の知っている会員の中にも、ただなんとなくなんて人もいれば、年齢的にとか、子供が欲しいとか、親を安心させたいとか、そのきっかけや価値観は様々だ。

「じゃあ、今度は僕が質問。佐倉さんは、結婚するならどんな人がいいとかあるの？　理想とか、これだけは譲れない条件とか」

「条件、ですか？　……そうですねぇ」

　いつの間にか空になっていた小花のグラスに気付いた青柳が、グラスを自分のほうに寄せて、ドリンクメニューを差し出す。ちょうど青柳のグラスも空になったところで、彼はまた同じものを注文し、小花は甘めのカクテルに切り替えた。

「まずは、私の趣味を受け入れてくれる人ですかね！　推し活を許してくれる人！」

　小花が言うと、青柳が「はは」と楽しそうに笑った。

「それ、第一条件なんだ？」

「そうですよ！　一生彼らのファンでいたいので、アイドルオタクを許してくれない人とは続かないんじゃないかなって」

「他には？」

「思いやりがある人……かな。優しくて物腰が柔らかな人がいいです。あと、結婚しても仕事は続けたいので、家事や育児を協力してできる人。それから……なんでも話せる人。考えてることが全部顔に出ちゃうような、分かりやすく正直な人なんてまさに理想です！」

　小花の並べた条件に青柳がふっと小さく笑ったので、小花は小首を傾げながら彼を見つめた。

「なにか変なこと言いました？」

「いや。前に同じ質問した女性たちとは全然違う答えが返ってきたから新鮮でね」

「全然違う答えって？」

「ほら……条件って言ったら、年収とか職業とか、普通はそういうのが気になるんじゃない？」

　そう訊ねた青柳を、小花は思わず笑い飛ばした。

「えー、全然！　もちろん、無職じゃさすがに考えますけど。ごく普通にお勤めしてる方なら。私だって働いてますし、二人で生活していくのに困らない程度の収入があれば十分じゃないですか。まぁ、収入はないよりあったほうがいいと思いますけど……生活のリズムとか波長が合うかとかのほうが重要ですね。私にとっては」

　理想や条件を挙げればキリがないが、小花は玉の輿や過度な贅沢にはあまり興味がない。

　共働きで仲睦まじく、二人で家事や育児を協力し合いながら自分を育ててくれた両親が小花の理想の夫婦像なのだ。

「──と言っても、まだ誰とも付き合ったことないんで、まずは男性と付き合うってことが私にとっては第一ステップなのかなと思ってます」

　小花が答えると、青柳が少し意外そうな顔をした。

「付き合ったことないって……今まで誰とも？」

「はい。私、中・高・大学ずっと女子校育ちなんです。社会に出たら普通に出会いがたくさんあって自然に恋人ができるって信じてたんですけど、実際は出会いなんて全くないことに絶望してます」

「意外だな。佐倉さん可愛いし、モテそうなのに。……それに風矢くんみたいな男の人じゃなきゃ嫌だって言うのかと思った」

　まるで息を吐くように自然に可愛いと言われたことに一瞬ドキッとしたが、彼からの少し意地悪な突っ込みに苦笑いを返す。

「それとこれは別ですよ！　第一、風矢くんみたいな人と結婚したらドキドキし過ぎて心臓に悪いです。緊張しっぱなしの結婚生活なんて寿命縮まっちゃいますよ」

「はは。そういうもの？」

「そういうものです！」

　小花が胸を張って答えたのに対し、青柳が柔らかな表情を一層緩ませた。

「そういえば、この間のコンサートは楽しめた？」

「それは、もう！」

　そこから先は彼に話を振られるまま、結局小花のほうが気持ちよく喋らされてしまうことになったのだが、彼との会話はなぜかとても心地よかった。

　──この人、絶対人たらしだ。

　柔らかな物腰と優しい笑顔を振りまいて、人を和ませる。おまけにとても聞き上手で、実際に小花自身も今度こそ彼から有益な情報を聞き出すつもりが、気付けば立場が逆転してしまっている。

　こうして話している限りでは到底悪い人には見えないが、もし彼があの女性Ａさんの言っていた詐欺男Ｃなのだとしたら、人を騙すことには慣れているはずだ。

　小花のまえで、感じのいい大人を演じることくらい訳はないのかもしれない──なんて意地の悪い見方をしてしまう。

「ねぇ、佐倉さん。今度は昼間に会えないかな？　仕事はなにしてるんだっけ。お休みは？」

「雑貨店で販売の仕事をしてます」

　結婚相談所に勤めてるとはさすがに言えず、学生時代にアルバイトをしていた近所の雑貨屋を思い浮かべながら答えた。

「お休みは平日が多いですけど、月に何日かは週末にも」

「だったら、今度は昼間から一緒にどこかに出掛けてみたいな。どこでも連れて行くよ、佐倉さんの行きたいところ」

　こんなふうにいい人そうな顔をするところがまた彼の胡散臭いところだ。

　美しい顔を武器に女の子を熱心に誘い、楽しい会話や食事で相手を気分良くさせ、口説いてモノにする。これこそ詐欺師の手口にありがちな典型的な手法だ。万が一ってこともあるし、簡単に心を許しちゃいけない。

「青柳さんって変わってますね。どうして私に声掛けたんですか？」

「どうしてって……結婚相談所で知り合って、いいなって思った子を誘うのに理由はひとつしかないよ。きみに興味があるし、知りたいって思うから」

　なるほど──こういうとこ、ちょっと狡いかも。

　女性を喜ばせる青柳のストレートな言葉に、つい満更でもない気持ちになる。

　この歳まで男性と付き合った経験はおろか、男性から興味があるなどと言われたこともない。だから、ほんの少し耳障りのいい彼の言葉に小花の心がくすぐられてしまうのは仕方ないことだ。

「ダメかな……？」

　次なんてないはずだった。会うのは一度きりの予定で……今日の誘いはたまたま上手に断ることができなかったけれど、このデートの最後に「ごめんなさい」をするつもりでいるのだ。頭の中でどう答えるべきか悩んでいる小花に、青柳がさらに言葉を続けた。

「実はもう一つ提案があるんだ。もし、佐倉さんが嫌じゃないなら、お試しで僕と付き合ってみない？」

　青柳からの思いがけない言葉に、小花は彼の綺麗な顔を凝視したまま固まった。

「──は？」

「僕は佐倉さんのこと知りたいって思ってるから例えお試しでも付き合ってもらえたら嬉しいし、佐倉さんはとりあえず男性と付き合うという疑似体験ができる。さっき男性と付き合うことが第一ステップだって言ってただろう？　その第一ステップをお試し体験できるんだ。お互いにとっていい案だと思わない？」

「はい!?」

「最初から好き同士で始まる恋愛なんて、実際そうあるもんじゃない。だから、まずは佐倉さんに僕のことを知って欲しい。そのうえできみが無理だって思ったらちゃんと諦めるから。それまで──ほんの少しの間でもいいから僕と付き合ってみない？」

　小花の二十三年という人生史上、男性から交際の申し込みを受けたのは初めての経験だった。

　好きだと言われたわけでもないし、こんな騒がしい居酒屋でのムードなんておかまいなしの交際の申し込みであったが、彼の真っ直ぐな言葉にドキッとして思わず舞い上がってしまった。

「えええっ……!?」

　──待って待って！　なにこれ!?　夢!?　ドッキリ!?

　七つも年上で見た目も中身も洗練された印象の大人の男性に、付き合ってほしいと言われるなんてきっと何かの冗談に決まっている。

　それに、彼と付き合うなんて問題しかない。

　だいたい、マリアージュではスタッフと会員の交際は原則禁止であるうえに、これ以上親しくなって小花の正体がバレたら問題だ。なにより自分が彼に近付こうとした理由を悟られてはいけない。大きな失敗をする前に、今日で終わりにするのが賢明だと頭では分かっている──。

「じゃあ、期限を決めよう。三カ月……いや、二カ月でどうかな？　それでもきみが僕に興味を持てなかったらその時はハッキリ振ってくれて構わないから」

「……青柳さん、あの」

　正直、腑に落ちないことが多過ぎて、小花は戸惑うばかりだ。

　青柳の周りには、きっと小花よりも何倍も魅力的な女性がたくさんいるはずだ。彼ほどの容姿なら黙っていても引く手あまただろうし、もっと相応しい相手を選ぶことができる。

　なのに彼はどうして自分を相手にそこまで食い下がるのだろうか。

「ほんの少しの間でいい。僕にチャンスをくれないかな」

　本当、どうしてそんなに必死に──？

　もしかしたら危険な人なのかもしれないと心のどこかで疑っているのに、小花はどうしてか青柳のことを嫌だと思えないでいる。

　まだ彼のことをなにも分かっていない。でも、この申し出を受ければ、彼のことを自然に探ることができるんじゃない？　これはチャンスなのかも──？

　小花はゆっくりと顔を上げて、青柳を見つめた。

「……分かりました。お試し、いいですよ」

　気付けばそう答えていた。

「本当!?」

「でも……私、今の段階では青柳さんのこと男性として意識できていないです。もし付き合ってみて──結果ダメだったら、その時は本当にごめんなさい！」

　小花が勢いよく頭を下げると、青柳が急に小花の手を取った。驚いて顔を上げると、それまで少し強張っていた彼の表情がみるみる解けていくのが分かった。

「ありがとう。チャンスをもらえただけでも嬉しいよ」

　そう言った後、勢いで小花の手を強く握ってしまったことに気付いた彼が「あ、ごめん！」と慌ててその手を離し、照れくさそうにはにかんだ。

　──うわぁ！　こんな顔もする人なんだ。

　彼のいまのはにかんだ表情だけは、嘘でないといいな……と思った。

　それから少し話をして、午後十時過ぎに駅まで送ってもらった。

「それじゃあ、また改めて連絡する」

「あ、はい。それじゃあ、また」

　小花が駅の構内のほうへ歩き出そうとしたとき、青柳に腕を掴まれて振り返ると、小花の目の前に彼の胸があった。

「え」

　驚いて顔を上げた小花と彼の顔が思いのほか近くにあったことにドキッとした。彼がそのまま顔を近付けてきたため、

　──えええ、待って。いきなり!?

　思わず身を引いてぎゅっと目を閉じたが、唇になんの感触もないまま小花がゆっくりと目を開けると、彼が小花の耳元でそっと囁いた。

「次会う時は、仮とはいえ恋人同士だ。好きになってもらうためならどんなことだってするつもりだから覚悟して」

　甘い声でそう言い残すと、青柳は小花に背を向けて足早に去って行った。

　残された小花は、異様に上昇した心拍数に驚いて目を見開いたまま彼の後ろ姿を見送る。

「……び、びっくりした。キスされるなんて勘違いして恥ずかしい！」

　小花は火照る頬を両手で包み込むようにしながら、くるりと向きを変えると改札を抜けてちょうど到着したばかりの電車に慌てて飛び乗った。

　駅で彼と別れてから、ずっと胸がドキドキして、頭もふわふわしていて自分がどうやって家に帰って来たのかあまり覚えていない。

　多少酔ってはいたが記憶を失くすほどではなかったし、この夜に起きた想定外の出来事に恋愛免疫のない小花はかなり舞い上がってしまっていたのだと思う。
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　翌週の半ば、親友のあかりが小花の家にやって来た。

　あかりとは私立の女子中高一貫校で出会い、同じアイドルグループが好きという共通点から仲良くなって現在に至る。家がそう遠くなかったこともあり、学生の頃からお互いの家に泊まり合う仲で、それぞれの家族とも親しい間柄だ。

「小花の家来るの久しぶりだ。今日、おばさんたちはどうしたの？」

「んー？　夫婦水入らずで、映画デート。遅くなるって言ってたからゆっくりしていってね」

「ふふ、相変わらずラブラブなんだ！　本当いつも仲いいねぇ、小花のご両親」

　玄関に入り、階段を上がってすぐの部屋が小花の部屋だ。

　ドアを開けると、壁一面にＰＡＧＥＳのポスターが貼られ、部屋は飾り切れないほどのグッズで溢れている。他の友人には驚かれそうな部屋ではあるが、同じアイドル好きのあかりはこんな光景には慣れたものだ。

「そういえば、小花。この間の男の人とどうなったの？」

　親友であるあかりには、仕事のことや監視役を引き受けることになったきっかけや経過まで、ある程度のことは話してある。

「うん。──なんていうか、流れで付き合うことになった」

　小花が答えると、あかりが思いきり目を見開いた。

「は？　それ、どんな流れ!?　この間、会うのは一度だけって言ってなかった？」

「そうなんだけど……」

　小花はあかりに先日の食事デートの流れからお試し交際を申し込まれたことまでを詳しく話して聞かせた。

「お試しならいいかな……って。期限付きってことも、大きかったのかも」

　そう話しながら、小花はあらかじめ階下で準備して来た麦茶をテーブルの上に置いた。

「実は……ほんの少しだけ、チャンスかなって思っちゃったんだよね」

「チャンス？」

「お試しで誰かと付き合うなんてなかなかできることじゃないでしょ？　私なんていまだに恋愛経験ゼロで誰とも付き合ったことないし。たとえ疑似体験でも、男の人とのデートとか……普通に憧れるし、損はないかなって」

　小花の言葉に、あかりも「うーん」と言いながら頷いた。

　恋愛経験……というか、人生経験のレベル上げみたいなものだ。経験はないよりあったほうがいいだろうし、いずれ自分もと考えている小花にとっては〝いつか〟のための予行演習にもなる。

「まぁ、なにごとも経験っていうけどさ。ちなみにその人、かっこいいの？」

「うん。見た目はすごく。うっかり見惚れるくらいイケメンなんじゃないかな。あとは……物腰柔らかくて大人で。ちょっと胡散臭いとこ除けば、文句のつけようもない感じ」

　あかりが「胡散臭いって」と驚いたように目を丸くしたが、やがて大きく息を吐いた。

「なんでもいいけど、危ないことだけはしないでね？　小花、その彼のこと詐欺師かもって疑ってるんでしょ？」

　釘を刺したあかりの言葉が、浮ついた小花の心をいくらか冷静にした。

「分かってる。危ないことはしないよ、絶対」

　小花が強い意志を持って答えると、あかりがほっとしたように笑って小花の肩をポンと叩いた。
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　青柳にお試し交際を提案されたあの夜から二週間が過ぎた七月上旬。

　小花は、青柳所望の本格デートの為の待ち合わせ場所に来ていた。今回は車で一時間ちょっとの海岸近くにある水族館まで出かけることになった。

　どこに行きたいかと聞かれて、水族館をリクエストしたのは小花だった。デートといえば──という定番デートを実際に体験してみたかったのだ。

　駅まで迎えに来てくれた青柳の車に乗り込むと、ドリンクカップには流行りのコーヒーショップで買った飲み物が用意されていた。

「佐倉さん、コーヒーとカフェオレ、どっちが好き？」

　一応そう訊ねてくれたが、すでに助手席側のドリンクカップにはカフェオレが用意されていた。初めて彼とランチデートをしたときに立ち寄ったコーヒーショップで小花が何を注文したのか覚えていたのかもしれない。

「寒くない？　冷房効き過ぎてたら温度上げるけど、もしよかったらこれを膝に」

　そう言った青柳は、膝掛けを小花の膝に軽く掛けてくれたあと、「二カ月間。よろしくお願いします」と白い歯を見せて笑った。

「あ……はい！　こちらこそよろしくお願いします」

　お試し交際は、初デート……つまり今日からまる二カ月という期限設定だが、初っ端からエンジン全開で至れり尽くせりだ。

　彼は白いシャツのうえに薄グレーのジャケットを羽織っていて、下は黒のパンツにスニーカーと普段よりラフな印象だ。髪もいつもより前髪が下りているのが新鮮だった。

　小花もトップスは女性らしいリボンブラウスだが、歩くことを想定して下はジーンズとぺたんこのバレエシューズをチョイスした。

「佐倉さん、車酔いとか平気？　安全運転心掛けてるつもりだけど、もし気分悪くなったら言ってね」

「ああ、それなら全然平気です」

　以前食事に行ったときにも感じたことだが、彼はたぶん気遣いの人だ。

　目的地である水族館に向かう間も豊富な話題で小花を楽しませてくれたおかげで、車の中というある種の密室にいながら変に緊張することなく楽しい時間を過ごした。

　目的地である水族館に着いてからも、青柳のエスコート力は際立っていた。

　週末の水族館は家族連れやカップルで混みあっていたが、なるべく人だかりを避けて小花が見やすいように無駄のないコースで館内を回って行く。つい先程まで小さな子供が群がっていた水槽が空き、小花はチャンスとばかりにその水槽に駆け寄った。

「わ！　カクレクマノミだ！　こんなに近くで見れるの嬉しい」

「好きなの？」

「はい。子供の頃、両親と沖縄の海でシュノーケリングしたことがあるんです。そのときに間近で見たのが印象に残っていて」

「僕も大学の頃、友人と沖縄旅行に行ったときに潜ったよ。綺麗だったな。クマノミの仲間って性転換するらしいよね」

「えっ、そうなんですか!?」

「うん。雄ゆう性せい先せん熟じゅくって言って、強い個体が雄から雌に換わるんだって」

「へぇえ！」

　豆知識で話を膨らませてくれたりもするため、彼との会話が途切れることがほとんどない。青柳の話を聞きながら、少し気を抜くとうっかり見惚れてしまいそうになる彼の綺麗な横顔を眺めた。

　──こういうデート、随分慣れているんだろうなぁ。

　三十という彼くらいの年齢になれば、普通に女性と付き合った経験はあるだろうし、ましてや彼のような容姿なら尚更その経験も豊富なのだろう。

　ひととおり館内を見て回ったあと、軽い昼食を済ませて午後一時過ぎから始まるイルカのショーを見に行った。観覧席は大勢の家族連れやカップルで賑わっている。

　ショーが始まる前に化粧室に行った小花が席の近くまで戻ると、少し離れた所からでも目立つ彼の姿をすぐに見つけることができた。

「おかえり。人が多いから混んでた？」

「少し並んだくらいです。青柳さん、よかったらこれ。喉渇いてません？」

　そう言って小花は戻る途中で買ったお茶のボトルを彼に手渡した。

「ありがとう。いくらだった？」

「これくらいは私に出させてください」

　小花はもちろん遠慮したのだが、デートの費用はすべて青柳が持つと譲らなかったため、せめて飲み物くらいはと思って買ってきたのだ。

　やがてショーが始まり、イルカがプールを飛び跳ねるたびに観客の大きな歓声が上がる。

　プールから近い最前列の席に座っていたため、イルカが芸をするたびに水飛沫が掛かり、小花たちは揃って大きな歓声を上げた。

　ショーもいよいよ終盤となり、何頭ものイルカの連続大ジャンプが行われる。ショーのクライマックスで個体の大きなイルカがジャンプした瞬間、プールから勢いよく大量の水が溢れた。

　高い縁を乗り越えてこちら側に零れた大量の水に小花が身構えた瞬間、青柳が咄嗟にプールに背を向けて小花を庇う。

「あ……おやぎさん!?」

　彼の背後でバッシャンと盛大に水が跳ねる音がした。

「──大丈夫？」

「青柳さんこそ大丈夫ですか!?　やだ、背中びしょびしょ！　拭かなきゃ……ちょっと待ってくださいね！」

　小花が慌てて肩に掛けたバッグの中を片手でまさぐると、青柳がそれを笑顔で制した。

「大丈夫大丈夫！　夏だし、これくらいすぐ乾くから」

　そう彼は言ったが、ジャケットの背中の部分がかなり濡れてしまっている。

　青柳が小花の傍らにしゃがんだまま濡れた髪をかき上げながら白い歯を見せて笑った。

　至近距離の笑顔があまりにも爽やかでまた無駄にドキッとしてしまったが、小花はそれを誤魔化すように取り出したハンカチで彼の濡れた髪に触れる。

　気付けばいつの間にかショーは終わっていて、同じく最前列で水を被った観客たちが濡れた服をタオルで拭っている姿が見える。人々が続々と席を立つ中、小花がひたすら青柳の髪や顔に付いた水滴をハンカチで拭っていると、彼がそっと小花の腕を掴んだ。

「楽しかったね、イルカショー」

　そう言って笑った彼の表情がまるで無邪気な子供のように見えた。

「……もう！　なに言ってるんですか、こんな背中びしょびしょなのに」

「はぁ。なんか今ので気が抜けたなぁ」

　青柳が小さく息を吐いて身体の力を抜く。

「実を言うと……朝からずっと緊張してたんだ。僕、自分から好意をもった女性とこんなふうにデートするの初めてなんだよね。今日のデートが楽しみで、水族館や海の生き物のこともいろいろ調べてたんだ」

　小花は思ってもみなかった青柳の言葉に驚きながら、目の前で照れくさそうにはにかむ年上の彼に不思議な感情が湧き上がったことに戸惑いを覚えていた。

「そうだったんですか？　だって青柳さん……全然緊張してるようには」

「頑張ってそう見せてただけだよ。年下の女の子とのデート中に三十男が余裕ない顔してたらかっこ悪いだろ？」

「いや、そんなこと……」

　ないと思う。と言おうとしたが、小花は敢えて口を噤んだ。

　むしろ、好印象だ。小花の目には余裕のある大人に見えていた青柳が、デートに緊張して入念な下準備をしていたという想像もしなかったギャップに心くすぐられる。

「ふふふ。意外過ぎて、いまので好感度、爆上がりしました！」

　小花が笑うと、青柳もつられるように「ははは」と笑った。その力の抜けた笑い方に彼の素を見たような気がして、小花の胸がじんわりと温かくなった。

　──やっぱり、なんだか憎めない人だな。

　彼のことを詐欺師かもしれないと疑って、真相を探るために彼に近付いているはずなのに、こんな感情が湧き上がることに小花自身も戸惑っている。

「そろそろ、行きましょうか？」

　小花が立ち上がりながら青柳に手を差し伸べると、彼が少し驚いた顔をしてから遠慮がちに小花の手を取って立ち上がった。

　いつの間にか観覧席は小花たちだけが取り残されて、他に誰もいなくなっていた。

　思わず差し出してしまった手は、なぜかそのまま離されることなく繋がれ、二人どちらからともなくゆっくりと歩き出す。

　──男の人と手を繋ぐなんて何年ぶりだろう？　下手したら小学校の運動会以来？

　なんて自分の経験値の低さにゾッとしながらも、小花には繋がれたままの彼の手がやけに大きく温かく、そして心地よく感じられていた。





　　　＊　＊　＊






　水族館を出て駐車場に向かう道の途中で、ふいに春馬が手に持っていたジャケットに入れていたスマホが鳴り出した。ここまで歩いてくる途中、夏本番の七月の強い日差しのおかげで濡れていたシャツはいくらか乾いていた。

　画面に表示された見覚えのない電話番号に、一体誰だろうと小首を傾げながらその電話に出ると、電話の向こうからどこかで聞き覚えのある声が聞こえた。

『あ、もしもし春馬くん？　私よ、向かいの上うえ原はらです』

　──上原？　向かい？

　そう脳内で反芻してから、春馬は電話の相手が自分の実家の向かいの住人からであるということに気が付いた。

「ああ、上原のおばさん？　ご無沙汰してます。──っていうか、なにか？　どうして僕の番号……」

『ああ、それはいまいいのよ！　それよりあなた、すみれさんから怪我のこと聞いてる？』

「は？　怪我って……祖母が!?」

『昨日の朝、起き抜けに階段から落ちたらしくてね。無理矢理病院に行かせて診てもらったから心配ないとは思うんだけど、手も怪我してるからいろいろ不自由みたいで。春馬くんに連絡するほどのことじゃないってすみれさんは言ってたんだけど、私が見る限り、あれじゃ一人で生活するの大変だと思うのよ。とりあえず一度様子見に行ってあげなさい。いいわね？』

　おばさんの言葉を聞いた瞬間、春馬の頭の中が一瞬真っ白になった。

　そのあとも上原のおばさんが何か話していた気がするが、ほとんど春馬の耳を素通りし、繋がっていたはずの電話もいつの間にか切れていた。

「あの……青柳さん？　どうかしました？　なにかあったんですか？」

　無意識に小さく震える春馬の手から何かを察した佐倉花が、春馬の顔を覗き込みながら訊ねた。

「──あ、いや、ごめん。実家の祖母が、怪我をしたらしくて」

　春馬が答えると、彼女が大きく目を見開いた。

「え、大丈夫なんですか？　すぐに様子を見に行ったほうが……！　どこか、入院したんですか？　病院の場所、分かります？　検索しますか」

　彼女が慌ててバッグの中からスマホを取り出し、すぐにでも検索を掛ける勢いで春馬を見つめる。

「いや……大丈夫。入院が必要なほどではないみたいだけど、どんな状態か分からないし、心配だから様子を見に一度実家に帰ろうと思うんだ。申し訳ないんだけど、今日のデートはここで切り上げてしまってもいいかな？」

「もちろんです！　すぐ戻りましょう！　夕方は道が混むんで、早くここを出たほうがいいです」

　そう言うと、彼女は春馬よりも余程慌てた様子で足早に駐車場に向かった。

「青柳さん。運転大丈夫ですか？　もし、無理そうなら私が……あまり上手ではないですけど、人並みには運転できます」

　春馬の精神状態を気遣うように運転を代わることを提案してくれたが、春馬自身そこまで気が動転していたわけではなかったため、彼女の申し出をありがたく思いながらも断った。

　──入院が必要なほどでないなら、そこまで心配はいらないはずだ。

　そう思ったが、内心穏やかではなかった。

　花を自宅に送り届けてから祖母の待つ実家に帰ろうと思っていたが、彼女は実家に同行すると言ってくれた。春馬の実家はちょうど帰り道の途中にあり、心配だから少しでも早く寄ったほうがいいという花の申し出はありがたかった。

　実家のインターホンを鳴らすと家の中から物音がして、しばらく時間を空けてから玄関のドアが開き、祖母のすみれが顔を覗かせた。

「あら、春馬。どうしたのよ？　なんでいるの」

「なんでじゃないよ。上原のおばさんから、怪我したって聞いて……平気なの？」

　見たところ、右足首と左手の手首に包帯を巻いただけで、ひどい怪我はしていないようだ。

　元気そうな祖母の姿にほっとして、春馬は大きく息を吐く。

「やだ、大袈裟ね！　階段からちょっと足を踏み外しただけなのよ。足を少しひねったのと、転んで手をついたときに、手首をちょっと……。ゆっくりなら歩くこともできるし、幸い手首の怪我も効き手じゃなかったから、心配いらない……」

　そう答えながら、春馬の後ろにいる女性の存在に気付いたすみれが「あら」と身体を斜めに傾けた。

「春馬、こちらのかたは？」

　すみれの好奇心に満ちた表情を見て、春馬は彼女をどう紹介すべきか迷ったが、さすがにお試し交際中の女性ですとは言えず、頭の中に浮かんだ一番無難な答えを選んだ。

「ああ……彼女は佐倉さん。最近親しくしている友人なんだ」

「佐倉花と言います。はじめまして」

　春馬がざっくりと紹介すると、後ろにいた彼女が一歩前に出てすみれに挨拶をした。

「まぁまぁまぁ！　随分と若くて可愛らしいお友達なのねぇ！　春馬にこんなに可愛らしい女性のお友達がいたなんて。花さんっていうの？　お名前も可愛らしいわぁ」

　すみれが嬉しそうに花の手を取った。

「ちょっと！　ばあちゃん、いきなり馴れ馴れしいよ」

「あの……お怪我されたって聞きましたけど、大丈夫なんですか？」

　すみれにいきなり手を取られ、少し呆気にとられた表情のまま彼女が訊ねた。

「ええ。見てのとおりよ。ごめんなさいね、お向かいの上原さんったら本当に大袈裟で……」

「いえ。お元気そうで安心しました」

　まださほど親しくもない春馬の実家に急遽同行することになったというのに、彼女はここに着くまでの間ずっと祖母の心配をし、春馬のことも気遣ってくれていた。

　おばさんの話から深刻な状態ではないと分かっていたものの、数年前にすみれが心筋梗塞を起こして緊急入院したときのことを思い出して、内心気が気ではなかった春馬にとって花の存在は非常にありがたかったのは事実だ。

　一緒にいてくれたことで、平静を保つことができた。そういった意味でも、彼女には感謝しなければと思う。

「どうぞ上がってくださいな。せっかく来たんだから、お茶くらい飲んで行ったら？」

「いや……」

　祖母には友人だと伝えたが、花にしてみればただの〝お試し交際中〟の相手の実家に上がるなんてさすがに気が重いだろうと、春馬が断ろうとすると、彼女が笑顔で「じゃあ、少しだけ」と、すみれの手を取り、怪我をした祖母を支えるようにして玄関に足を踏み入れた。

「どうぞどうぞ」

　そう声を弾ませて、片足を引き摺りながらゆっくりとした足取りで居間のほうへ二人を促す祖母の背中を見ながら、小声で彼女に声を掛けた。

「あの、佐倉さん……大丈夫？　こんなとこまで付き合ってもらったうえに……」

「え？　なにがです？　せっかくなんでお邪魔しましょう。青柳さんもおばあちゃんに会うの久しぶりなんでしょう？　そのほうがおばあちゃんも喜びますよ、きっと」

　にこやかに笑いながら玄関で靴を揃えた彼女に、春馬はますます好感を抱いてしまった。

　怪我をした祖母の様子を見に来ただけだったが、春馬たちの来訪に張り切った祖母がいそいそと夕食の準備まで始め、手の怪我に不便があるのではと、それを手伝い始めた彼女の親切心から、結局夕食にまで付き合うことになった。

　祖母は若くて可愛らしい客人をとても気に入ったようで、終始楽しそうに目を輝かせていて、もともと凛とした印象の祖母だったが、こんなに生き生きと楽しそうにしている姿を久しぶりに見た気がする。




「今日は、本当にごめん。実家にまで付き合わせてしまったうえに、こんなに長居することになって……」

　祖母の家を出た車の中で花に謝ると、助手席の彼女が「ふふ」と笑った。

「全然！　青柳さんのおばあちゃん、とても若くてお綺麗ですよね。身に着けてるお洋服もとってもお洒落で……もしかして、長いことどこかお勤めされてたんですか？」

「ああ……うん。祖母はずっと百貨店に勤めていてね」

　今年七十七歳の祖母が仕事を辞めたのは十年以上前のことだが、百貨店の仕事が天職だったのか定年まで勤めあげていた。

「どうりで！　……ああ、だからあんなに若々しいんですね」

　花が感心したように呟いた。

「退屈じゃなかった？」

「楽しかったですよ！　私、すみれさんとＳＮＳの連絡先まで交換しちゃいました。すごいですよね、スマホも完璧に使いこなしてて」

「え？　連絡先って……いつの間に？」

「ふふふ。女同士の秘密です」

　そう言って笑った彼女の、「楽しかった」という言葉に嘘はないように見えて、春馬は心の底からほっとした。

　彼女の家の近所に到着したのは、午後九時を過ぎていて、夜も遅いし家の前まで送ると言ったのだが「ほんとうにここからすぐなので」と彼女に言われ、春馬はコンビニエンスストアの駐車場に車を停めた。

「今日はありがとう。一日楽しかったよ」

「私も楽しかったです。久しぶりの水族館も、青柳さんのお家も。それじゃ、また」

　花が車を降りたのを見て、春馬はあることを思い出して慌てて自分も車を降りた。

「佐倉さん、待って。忘れてた……」

　そう言って春馬は後部座席のドアを開け、シートの上に置かれた小さな紙袋を取り出すとそれを彼女のまえに差し出した。

「……なんですか、これ？」

「ちょっとしたプレゼントなんだけど、もらってくれると嬉しい」

「え、でも……」

「本当たいしたものじゃないんだ。お試し交際引き受けてくれたお礼」

　始めは少し戸惑いの表情を浮かべていた花だったが、春馬が少し強引に彼女に紙袋を手渡すと躊躇いながらも素直に受け取ってくれた。

「ありがとうございます！　じゃあ……ありがたく」

　そう言って微笑んだ彼女を急に抱きしめたい衝動に駆られて腕を伸ばすと、彼女の華奢な身体が自分の腕の中にすっぽりとおさまった。

「あ……の、っ」

　花が身体を硬くしたのが分かったが、突き飛ばされなかったことに心の中で安堵する。

　このお試し交際を提案したとき、異性として意識したことがないと彼女に言われたことを根に持っていたのか、つい自分らしからぬ強引な行動に出てしまったと思った。

　腕の中の彼女がどうしていいか分からないというように不安げに春馬を見上げたその表情に堪らない気持ちになり、気付けば彼女の額に唇を寄せていた。

　驚いた顔で目を見開いた花の顔が分かりやすいくらい桃色に染まり、余程動揺したのか「さ、さようならっ」と言い残すと慌ててそこから走り去って行った。

　彼女がコンビニエンスストアの角を曲がり、姿が見えなくなるまで見送ってから春馬は再び車に乗り込んで息を吐く。

「ああ、ヤバイ……いい歳して、なにしてんだ」

　彼女が異性と付き合うこと自体初めてだということはもちろん知っている。

　だからこそ焦ってはいけないと分かっているのに、いきなりあんなことしたら驚かれるに決まっている。

　──なんか、いろいろあり過ぎたな、今日は。

　朝からひどく緊張していたのは事実だったが、彼女と一緒に過ごすうちにその緊張が自然と解れていくのが分かった。

　お見合いパーティーで初めて彼女を見たときは、他の女性参加者に比べてとても自然体だなと興味を持った程度だった。見た目も可愛らしく、ただ単に好みのタイプの女性だったというのもあったが、何度か会ううちに彼女に対してそれだけじゃない特別なものを感じた。

　春馬はずっとその何かが分からないままだったが、今日の彼女の姿を見ているうちにどうして彼女に惹かれたのか、ほんの少し分かったような気がする。




　春馬は昔から恋愛に対して淡泊なほうだった。

　学生の頃から女性からのアプローチを受けることは多々あったが、誰かに本気になったことはなかったように思う。告白を受ければ、特別理由もないのに無下に断ることもできず、とりあえず付き合ってみたが、いつも上手くいかなかった。

　人間には自分を取り繕うのが上手く、決して腹の奥を見せない人間と、そうでない人間がいる。春馬は昔からそういったものに敏感であったが、特に銀行員という仕事柄そのどちらの人間とも数多く出会ってきたためか、人を見る目には自信があった。

　春馬が結婚を考えたときに、相手に求める条件はたったひとつだった。

　そのたったひとつの条件とは──裏のない女性。

　自分がこれまで付き合ってきた女性が偶然そうだっただけなのかもしれないが、特に女性は恋愛が絡むと二面性が出る。

　たとえば、清純系の彼女が裏で複数の男と付き合っていたとか、優しい女性だと思っていた彼女が裏で春馬が目を掛けていた後輩を苛めていたこともあった。

　学生時代は大した付き合いもなかったのに、春馬が大手銀行に就職したことを人づてに聞いた同級生から熱心なアプローチを受けたこともある。

　それらすべてが悪いことだとは思わないが、自分の利益を最優先するような打算的な女性と一緒にいても春馬の心が休まることはなかった。

　相手の容姿はあまり気にはならない。人並みの清潔感があれば充分だし、世の女性がこだわりがちなスタイルだって、健康的であればそれでいい。

　多くは望まない。ただ、素直に感情が読める相手がいい──そんなことを考えていたときに出会ったのが、佐倉花という女性だった。

　自分をあまり飾ることのない自然体の彼女には、春馬の容姿や肩書は一切琴線に触れなかったのか、まるで興味を示されなかった。

　そればかりか、好意があることを必死に示しても連絡先ひとつ聞き出すことさえ苦労し、やっと漕ぎつけた食事デートが彼女にとっては推しのコンサートのついでであった。

　考えれてみれば、結構な扱いを受けている気もするのに、なぜかますます彼女に興味が湧いてくる。

「──ふっ」

　思わず思い出し笑いをして、緩んだ頬に手を添えた。

　全身を好きなアイドルグッズで固めてデートに現れた彼女も、居酒屋でいい飲みっぷりを見せた彼女も、水を被った春馬に慌てる彼女の姿も祖母と楽しそうに笑い合う彼女の笑顔も、いま目の前で起こっていることのようにありありと思い出すことができる。

　なにもかもが印象的でもっと彼女を知りたい、もっと違う顔を見てみたいという欲が出る。

　──初めてだな。こんな感情を女性に持ったのは。

　自宅マンションに着くと、駐車場に車を停めて、春馬はそのまま部屋に向かうエレベーターのボタンを押した。









第五章











　青柳とのデートから帰宅した小花は、出迎えた両親に「ただいま」だけ言うと、そのまま二階に駆けあがり、自分の部屋に入るなり床にへたりこんでしまった。

「……び、び、びっくりした。おでことはいえ……キ、キスされ……」

　近所のコンビニから走って帰って来たこともあるが、躍るようにドキドキしている鼓動が落ち着くのを待って、大きく深呼吸をして気持ちを整える。

「あれくらい、アリか……。お試しとはいえ、付き合ってるんだもんね」

　おでこにキスされたくらいで激しく動揺してしまう自分が恥ずかしかったが、なにしろそういう経験がないのだから仕方がない。

　慌てて逃げ帰ってしまうくらい驚いたのは事実だが、正直嫌だとは思わなかった。

　抱き締められたときも、なんだかとてもいい匂いがしたし、額に触れた唇も温かくて柔らかかった……なんてことを再び思い出して、小さな呻き声を上げながら顔を覆った小花はようやく冷静さを取り戻しバッグとともに床に放置されたままの小さな紙袋に手を伸ばした。

「そうだ……プレゼント」

　紙袋から手のひらほどの大きさの小さな箱を取り出し、包装紙を解いて中身を見ると、そこに入っていたのは細い鎖に可愛らしい花のモチーフのついたネックレスだった。

「可愛い……！　けど、これって結構高価なものなんじゃ……？」

　見たこともない店の袋だったし、彼の大したものじゃないからという言葉を鵜呑みにして気軽にもらってしまったが、まさかそれがネックレスだなんて想像もしていなかった。

　アクセサリーに詳しいほうではないが、ネックレスの作りや材質から安物でないことだけは小花の目から見ても分かる。

「こんな高価そうなもの、本当にもらってよかったのかな……」

　急に不安になった小花はネックレスをそのまま箱に戻して蓋をしてしまった。

　そのあとお礼のメッセージを送り、プレゼントのことを聞いてみると、本当に高価なものではないし、小花に似合うと思ったから贈ったと言われ、結局ネックレスはそのまま受け取ることになった。




　それから数日後、仕事を終えた小花のスマホに青柳からメッセージが入っていた。

　小花は、予定がなければ食事に行かないかという彼の誘いを受けることにした。

　食事を終えて店の出入口から外を見ると、外は激しい雨が降っていた。確か今朝の天気予報で、夜は大気の状態が不安定になると言っていた気がする。

「ひどい雨……この雨じゃ、少し歩いただけでびしょ濡れになっちゃいますね」

「そうだね……」

　小花は店の出入り口から、外の様子を窺いながら言った。

　雨になることは知っていたが、ここまでの土砂降りになるとは思わずに、大きな傘を持って来なかったことを少し後悔した。

「佐倉さん、いつも電車だよね。この雨じゃ帰るのも大変そうだし、もしよければ車で送るよ。今夜は飲んでないし、僕の家ここからすぐなんだ」

「え、でも……」

「駅に戻るよりは近いから」

　駅から店までは十分ほどの道のりを歩いて来た。来た時はほとんど雨が降っていなかったため不便はなかったが、店はタクシーも掴まりにくい路地に位置するため、このひどい雨の中を歩いて駅まで戻ればずぶ濡れになってしまう。

「遠慮しないで。すぐだから」

　少し迷いはしたが、傘を広げた青柳に促され、小花も自分の傘を広げた。

　実際、彼のマンションにはものの数分で到着した。

　しかし、マンションのエントランスに入ってみると、小花が思っていた以上に着ている服も肩に掛けたバッグもびしょ濡れになっていた。

「……ごめん、結局濡れちゃったね。このまま帰したら風邪をひきそうだ。一度、僕の部屋に行こう。着替えを貸すよ」

　そう言われて、小花は戸惑いの目で彼を見つめた。

　──え？　このまま部屋に行くの？

　不可抗力とはいえ、簡単に男の部屋に足を踏み入れていいものかと頭の中でぐるぐる考えたが、このあと車で送ってもらうにしても、こんなずぶ濡れの状態で彼の車に乗せてもらうのも申し訳ないと思い、小花は大人しく青柳の申し出に従うことにした。




　案内された青柳の部屋は、マンションの五階の一番奥にあった。彼の部屋は角部屋ですぐ隣は非常階段になっている。

　一人暮らしの男性の部屋に足を踏み入れることに少しも不安がなかったわけではないが、

　これまでの青柳の紳士的な態度をみている限り変に意識するほうが失礼かと思い直した。

　玄関に足を踏み入れてまず思ったことは広くて綺麗なマンションだな、ということだった。大容量のシューズボックスと収納スペースがあり、廊下も長い。

　青柳が先に部屋に上がると、すぐにバスタオルを手にして戻って来た。

「まずは、これ」

「……ありがとうございます」

　手渡されたタオルを借りたが、明るい玄関の電気の下で改めて自分の姿を見ると、長い髪は肩のあたりから下が濡れている。着ていたシャツワンピースもやはり雨に濡れて身体にぴったりと張り付き、肌がところどころ薄く透けていた。

　さりげなく透けているところを隠すと、そんな小花の様子に気付いた青柳がはっとした。

「ごめん、気付かなくて……。その服、すぐ脱いだほうがいいね。着替え用意するから待ってて」

　青柳が慌てて手前の部屋に入って、手に着替えを抱えて戻って来たかと思うと、そのまま上がるよう言われ洗面室に連れて行かれた。

「身体も冷えてるよ、きっと。風邪ひくから、このままシャワーも浴びてって」

「えっ？」

「いいから！　遠慮しなくていいからゆっくりね」

　そう言うと、青柳は着替えを小花の胸に押し付けて慌てたように洗面室から出て行った。残された小花は、洗面室を見渡して盛大な溜息をつく。

　洗面室自体も広く、壁面が大容量の収納になっていて余分なものが見えないためとても綺麗に片付いて見える。洗面台もつやつやでまるでモデルルームみたいだと思った。

「ありがたい……けど。これいきなりハードル高すぎない!?」

　お試し交際中とはいえ、男の家でシャワーを浴びるなど、恋愛経験値ゼロの小花にとっては初期装備のみでいきなりラスボスと強制バトルするようなものだ。

　──いやいやいや！　こんなの、無理無理無理……!!

　そう思ったのと同時に大きなくしゃみをした小花は、身体がぞくぞくと震えるような寒気を感じた。確かに雨に濡れた身体は冷え切っているし、このままでは本当に風邪をひいてしまうかもしれない。

「……無理とか言ってる場合じゃないか」

　小花は覚悟を決めてシャワーを借りることにした。

　足を踏み入れた浴室の浴槽もまた広く、隅々まで手入れが行き届いていて、棚には見たこともない高級そうなシャンプー類のボトルが並んでいる。

「どこもかしこもピカピカ……」

　小花は青柳の言葉に甘えてゆっくりと身体を温めることにした。熱いシャワーを浴びて身体を洗うとなんともいえないいい匂いに包まれ、そういえばこの間彼に抱き締められたとき同じ匂いがしたことを思い出した。

　彼が用意してくれた着替えに袖を通し、ドライヤーを借りて髪を乾かし終えると、濡れた服を胸に抱えた小花は少し緊張しながら奥の部屋のドアを開けた。

「ちゃんと温まったかな」

「はい。着替えまで……ありがとうございました」

　小花が小さく頭を下げると、すでに私服に着替えてソファで寛いでいた青柳が立ち上がった。

「服、乾燥機かけようか」

「あ、いえ。大丈夫です」

「じゃあ、そこにかけておこうか」

　そう言った青柳が、濡れた服を干すようにと小花にハンガーを手渡してくれた。

　服を干している間、すぐ後ろにいる青柳の視線を感じて妙に緊張してしまった。

　──こういうとき、どう振舞うのが正解？

　男の部屋で二人きりなんて状況は小花には未知の世界であるうえに、この間額にほんの触れる程度ではあるがキスをされていることもあり、とにかく落ち着かない。

　まだかなり雨が降っているのか、部屋の中にいても窓ガラスに当たる雨粒の音が聞こえてくる。

　いつまで彼の部屋にいることになるのだろうと窓のほうを眺めていると、そんな小花の気持ちを察したように青柳が、「まだかなり雨がひどいから、もう少ししたら送って行くよ」と言って小花から少し距離を取った。

　改めて青柳の部屋を見渡してみると、やはり広い部屋だと思った。ＬＤＫ部分だけでも二十帖近くあるように見える。

　玄関や洗面室などもそうだったが、このリビングにも大画面テレビや大きめのソファなど、必要最低限のものがあるだけで、余計なものはあまり置いていない。インテリアはシックなダーク系ブラウンで纏められていて、その落ち着いた色合いと統一感が大人の男性の部屋という感じがした。

　リビングの片隅には半分壁で仕切られた書斎のような場所があり、そのデスクの上にはなにやら厚い本が山積みになっている。

「広いお部屋ですね……しかもすごく綺麗でモデルルームみたい」

「そうかな？　一人暮らしは長いから、家事はわりと得意なんだ」

　一体、家賃はいくらくらいなのだろう？

　こんな広い部屋に住んでいるくらいだ。経済力がある人なんだと考えるのは普通だが、彼に対して疑惑を抱いている小花は、つい余計なことまで想像してしまう。

　もしかしたら、詐欺で女性を騙してそのお金でこんなに大きなマンションに──？

　いや、でも。青柳さん、大手銀行に勤めてるって言ってたし。

　大手銀行の年収がどれくらいのものかは全く想像もつかないが、それなりの年収があると仮定すればこの広さのマンションに住むことくらい余裕なのかも？

　頭の中で小花がいろいろと想像を巡らせていると、ふいに青柳に声を掛けられた。

「さすがに、僕の着替えじゃ大きかったね」

　青柳が着替えとして上下のスウェットを貸してくれたのだが、身長差が三十センチ近くある上着の丈は太腿がすっかり隠れるほどだし、袖は不格好なほど長く余ってしまっている。

　青柳がゆっくりとこちらにやってきて小花の目の前に立った。

「え、なに」

　思わず身を引いた小花の腕を青柳がそっと取り、スウェットの長い袖口を丁寧に折り込んでいく。ただ袖を折っているだけの彼の動作が妙にエロティックに感じて落ち着かない気持ちになった。

「あの……っ、自分でできます」

「ん。いいから、いいから」

　そう言った青柳がもう片方の袖口も同じように折り込んでいくときに、小花の腕に彼の冷たい指先が触れた。

「手、冷たい……。青柳さんも身体冷えてるんじゃ」

「僕は平気だよ。佐倉さんと違ってスーツ着てたからジャケットが濡れただけ。温かい紅茶用意するから、ソファに座ってて」

　促されるまま移動しようとしたとき、彼に借りたぶかぶかのスウェットの裾に躓いて「ひゃあ」と声を上げたところを、青柳に後ろから抱きかかえられたおかげでどうにか転ぶことを免れた。

「……っぶな！」

　安堵の溜息を漏らした温かな彼の息が小花の頬に掛かった。

「ご、ごめんなさ……」

「いや、よかったよ、怪我がなくて。ズボンも裾が長いと危ないな」

「実は……ウエストがぶかぶかで、捲っても落ちてしまうんです」

　小花は少し下がってしまっていたスウェットのズボンを引っ張り上げた。

「ごめん……女の子の穿けそうな小さいサイズの物はうちにはなくて。また転びそうになってもいけないから、気を付けて。あ、紅茶は砂糖とかミルクいる？」

「あ、お砂糖ください」

　そう返事をして落ち着かない気持ちでソファに座った。

　──そういえば、彼氏の服借りるってシチュエーション、憧れてたんだった。

　いつか彼氏ができたら……と妄想していた状況ではあるが、いざ自分が当事者になってみると、意味もなくドキドキするやら恥ずかしいやらで、この場から逃げ出したい衝動にかられてしまう。

　ああ、もう！　どうしよう？　なんだか分からないけどめちゃくちゃ緊張してる……!!

　正直に言えば、これまで青柳のことを男性としてあまり強く意識したことがなかった。

　小花にとって、彼は警戒すべき『監視対象』はあるが、それを除けばちょっと変わった年上の男性という位置づけだったのだ。

　テレビを見ながら平静を装って彼が淹れてくれた紅茶を飲んではいるが、自分の置かれている状況がにわかに信じられない。これまで経験のない状況に緊張してしまってテレビの内容は全く頭に入ってこないし、紅茶の味もよく分からない。

「どうかした？　さっきから随分口数が少ないね」

「……だって。青柳さんのお部屋にお邪魔することになるなんて思ってもみなかったから」

「もしかして、緊張してる？」

「してますよ……！　私、男の人の部屋に入るのだって初めてなのに」

　小花が答えると、青柳が手にしたカップをそっとテーブルの上に置いて笑った。

「そっか、緊張してくれてるんだ。だとしたら、僕は嬉しいけど。佐倉さん、これまで僕のことを全く意識してなさそうだったから」

　彼に言われて、改めてその通りだったなと小花は苦笑いをした。

「僕も緊張しているんだよ。いいなって思って必死に口説いてる女の子が自分の部屋にいるんだ。しかも、僕の貸した服を着て、手を伸ばせはすぐに触れられるような距離にいる。正直、心臓バクバクで飛び出しそうだよ」

「ふふ。バクバクって……」

　青柳の彼らしくない言葉のチョイスに小花が思わず吹き出すと、彼が窓のほうを眺めながら言った。

「まだ雨はかなり降ってるし、初めてついでに今夜はもう少し経験値を上げてみるのはどうかな」

「……どういう意味ですか？」

　青柳の提案の意味を測りかねて小花が訊ねると、彼がそっと小花の手を取った。

「いまは疑似恋愛だけど──例えば、本当に恋人ができたら経験することを試してみるとか。何回かデートして、彼氏の部屋に誘われて……この先のことには興味ない？」

　この先のこと──。

　青柳のその言葉が何を意味しているのかは、小花にもなんとなく想像がついた。

　一般的に付き合い始めた恋人同士がより親密な関係になっていくのは自然な流れだし、小花自身も本当に恋人ができたら、いずれ関係が深まっていくのが自然だと思っている。

　これまで誰とも付き合った経験はないが、成人済みの年頃の女として相応の知識はあるし、大人の関係というものへの憧れもある。未経験だからこそ、そういうことに対する興味は尚更だ。

　青柳の冷たかった手が、小花の温かな手と温度を分け合って次第に馴染んでいく。いま、この段階でこうして彼に触れられるのも、緊張で少しドキドキはするけれど嫌だとは思わない。

「もちろん、興味は──ありますよ。恋人とのキスって気持ちいいのかなとか……セックスってどんな感覚なんだろうなとか……興味、あります」

　小花は正直に答えた。

　自分の恋愛経験値がゼロに近いことはすでに青柳も知っていることだ。彼に変な見栄を張る意味などない。

「だったら──試してみる？」

　青柳の問いに、小花は顔を上げて彼を見つめた。

「もちろん、僕が無理言ってこのお試し期間をもらってるわけだし、佐倉さんが嫌だって思うことは絶対にしないって約束する」

「……」

　彼の言葉を頭の中で反芻しながら小花は考えた。

　大人の関係に興味はあるけれど、正直に言えば怖いとも思う。相手のあることだし、自分が途中で怖くなって尻込みしたときに、男性側はそれを聞き入れてくれるのだろうかという不安もある。

「あの……もし、怖くなったら？　私が、その、途中で怖いって言ったら……？　男の人って……そういうの途中で止められるものなんですか？」

　小花が聞くと、青柳が小花の言いたいことを察したように小さく笑った。

「まぁ……そうだね。正直、止めたくないのが本音だけど、男だって好きな子に嫌われるのは怖いし、好きな子の気持ちを一番大事にしたいって思うものだよ。少なくとも僕は佐倉さんに嫌われることはしたくないし、きみが本当に無理だって思うことはしない。誓うよ」

「……本当に？」

「本当だよ。はっきり拒否しないってことは、もしかして迷ってる？」

　小花がどう返事をしていいか考えていると、青柳がそっと手を引いて小花を自らの膝の上に引っ張り上げた。

「それなら、拒否反応がでないか確認してみよう。力抜いて、そのまま僕を椅子代わりに寄り掛かってみて」

　青柳に小花の返事を待つ気があったのかは分からないが、すでに彼のペースにのせられていることに戸惑いを感じつつも、言われるまま彼に背中を預けた。

「……こんな感じ、ですか？」

「うん、そう。上手」

　青柳が小花を後ろからそっと抱きしめて、両手まで包み込む。

　──手、大きい。それに身体も、思ったよりずっと。

　身長差のせいもあるが、自分の身体が彼の身体にすっぽりと収まってしまっている。

　大きいばかりではなく筋張って血管の浮き出た手の甲は、小花に彼が男性であることを強く意識させたが、この優しい触れ合いを嫌だとか怖いとは思わなかった。

「触れるのは、大丈夫そうだね。じゃあ、もう少しステップアップ」

　彼の手がそっと離れたかと思うと、今度はその腕が小花の身体をぎゅっと抱き締めた。かなり密着度が増したが、これも嫌だとは思わなかった。

　しばらくの間抱きしめられたままでいたが、やはり嫌だと思うことはなく次第に彼の体温が心地いいと感じるようになっていくのが不思議だった。

　そんな密着した触れ合いに慣れたころ、彼の手がゆっくりと動いた。服の上からそっと胸に触れられたことに驚いて、身体がビクッとしてしまった。

「……っ」

　嫌というわけではなかったが、男性にこんなふうに触れられることは初めてだ。

　どう反応していいか分からずに戸惑っていると、青柳の手が小花の胸を包み込んだままゆっくりと動き始める。

「あ、あのっ……」

　男の人に、胸を揉まれている──。

　なんだかとても恥ずかしかったが、彼の触れ方はとても優しかった。

　まるでマッサージを受けているような気分だった。彼の手の動きが次第に心地よさに変わり「んっ」と小さな声を漏らすと、青柳が手のひらを動かしたまま耳元で「嫌？」と囁くように訊ねた。

　小花が小さく首を振ると、それまで手のひら全体で胸を包み込んでいた彼の手が小花の胸の一番高い部分をくるくると円を描くように刺激し始めた。

　そっと撫でるような、時折引っ掻くような弱い刺激を与えられているうちに、胸の先がじんじんとして、身体の奥がじんわりと熱くなってくるのを感じた。

　──なんだろう、この感覚。熱くて、もどかしくて……身体が勝手にもじもじしてしまう。

「……気持ちいい？」

「は……い」

「よかった。じゃあ、またステップアップだ」

　青柳がスウェットの裾から服の中に腕を差し入れて、今度は下着の上から胸に触れた。

「直接触りたいから下着も取るね」

　そう言うと、青柳はブラのホックを外してしまった。

　あっという間の出来事に驚いている隙に、彼が小花の両胸を直接手のひらで包み込んで、指先で胸の先をつまんだり弾いたりして弄び始める。

「……っ」

「乳首、硬く尖って来たね。こうして直接触られるのも気持ちよくない？」

　彼の言うように確かに気持ちよかった。服の上や、下着越しに触れられるよりずっと。

　──男の人に身体に触れられるって、こんな感覚なんだ。

　自分で何気なく触れるのとは全然違って、身体中の感覚がいま初めて目覚めたみたいに敏感になっているのを感じる。

「あの、待って。なんか……身体ぞわぞわってします」

「嫌な感覚？」

「嫌──じゃないです。どう表現していいか分からないけど……このまま止めてほしくない、みたいな」

　小花の答えに、青柳が静かに喉を鳴らしたのが分かった。

「嫌じゃないなら、もう少し続けるよ？」

　彼の問いに、小花は戸惑いながらも頷いた。

　青柳に触れられるのは不思議と嫌じゃない。それどころか、小花はもっと先を知りたくなっている。このまま彼に触れられたらどうなるのか。胸に触れられただけでこんなに気持ちいいと思うのに、この先に一体どんな快感があるのか。

「……はぁっ」

　思わず声が出てしまった。

「……ごめん、刺激が強かった？」

　そう訊かれて小花は小さく首を振った。彼が胸を愛撫する指の刺激が気持ちよくて、思わず身体を震わせた。

「ごめんなさい。なんか、ぞくぞくってして声出ちゃった……」

　経験がないからこその好奇心というのもあるが、いずれこの先を知ることになるのなら、このまま彼に教えて欲しい──そんな大胆なことを頭の中で考えてしまっていた。

「ダメじゃないみたいだから、場所を変えてもいい？　ソファじゃ、身体がきついだろうから」

　そう言った青柳が立ち上がると、そのまま小花の身体を軽々と抱え上げた。

「えっ!?　待って、青柳さ……っ」

　小花が驚いてわたわたと青柳の腕で暴れている隙に、彼はそんなことを物ともせず、小花を抱えてリビングから一続きになっている書斎スペースからウォーククロークを抜けた真っ暗な寝室に移動していく。

　それから青柳はベッドの上にゆっくりと小花を下ろすと、優しく微笑んでからベッドサイドの電気を点けた。

　そのまま彼が小花の額に唇を押し当て、小花がそれに驚いている間に一瞬で着ていた服を脱がされ下着姿にされてしまった。

　青柳には女性経験もあるだろうから当然なのかもしれないが、服を脱がすまでのその一連の動作が手馴れていると感じた。

　服と一緒にブラまで取り除かれてしまって、小花は慌てて露わになった胸を両腕で隠した。

　長い髪が少しは身体を隠す役割をしてくれているのが救いだが、青柳がじっと自分を見つめる視線が痛いくらいに突き刺さる。

「あの……そんなに見ないで」

　恥ずかしい──そう思う気持ちは本当だが、逃げ出したいとは思わなかった。

　この先を知りたいという好奇心が、恥ずかしさや不安を上回っている。ここでストップをかけることもできるのに、小花は彼を止めなかった。

　──ああ、もう。心臓がうるさい。信じられないくらいドキドキしてる。

　恥ずかしいのに、それが嫌ではないのが不思議だった。普段は爽やかで紳士的な印象の青柳が初めて見せる纏わりつくようないやらしい視線にどこか興奮している。

「あんまり綺麗だからつい見惚れてた。続けてもよければ、このまま膝立てて僕の足に跨って」

　ベッドの上に足を投げ出して座った状態の青柳に身体を引き寄せられ、小花は膝を立てたまま彼の目の前に立たされた。

　この先、自分が彼にどんなことをされるのか、不安と期待にただ胸がドキドキしている。

　青柳の指がショーツの上から小花の敏感な部分をそっと撫でた。優しく撫でられただけで、まるで電流が流れたみたいに身体全体がビクンと震える。

「……いい反応。もしかしたら敏感なほうなのかな」

　嬉しそうに口元を緩ませた彼が何度か敏感な部分に触れ、今度はショーツの隙間から指を差し入れ、直接撫でられた刺激に小花は「ひゃぁ」と声を上げて彼の膝の上にへたりこんでしまった。

「刺激が強かった？　もう少し触りたいから嫌じゃなかったらもう一回腰上げて？」

　小花が言われるままに青柳の肩を支えに再び腰を上げると、彼の指が小花の敏感な部分を押すように指を動かした。

「……っ、ふ」

　触れられているうちに、身体の奥のほうから熱いものが溶け出して溢れてくるのを感じる。彼が指を動かすたびに、身体から溶け出た愛液と彼の指が擦れる湿ったいやらしい音が次第に大きくなっていく。

「……ああっ、待って。や……っ」

「気持ちよさそうな声出てるのに。その証拠にすごく濡れてる」

　──濡れてる？　ああ、この感覚が濡れるってことなんだ。

「ほら。ここ弄ると……分かる？　くちゅくちゅって音がする。これだけ濡れてたら大丈夫そうかな」

　蜜口の周辺を撫でたり押さえたりするだけだった青柳の指が、ふいに蜜口に差し入れられた。

「んんっ……、待って。これ……ってもしかして」

「初めてだから、やっぱり中は狭いね」

　もしかしなくても、中に指を入れられているんだと分かった。

「そう。経験はなくても知識としては知ってるよね。セックスって──ここで繋がる行為なんだってこと」

　確かにセックスがなんたるかを知らないわけじゃない。知識としては理解していても、頭で理解していることと実際に経験することは全然違う。そうしている間にも彼が指で中を探る刺激に身体が小さく震え出す。

　──青柳さんの指が動くたび、中がぬるぬる擦れてるのが分かる。

「中、触られるの嫌じゃない？　男のそれってね、この指なんかよりずっと太いんだ。だから、もっと中を慣らして拡げなきゃいけない。もし、これ以上するのが怖いならここでやめておくけど……どうしようか？」

　強引に事を進めることもできるのに、青柳は必ずひとつひとつ小花に確認を取る。

　彼が言っていた、男だって好きな相手に嫌われたくない、大切にしたいという気持ちがあるという言葉は決して嘘じゃないんだと信じることができた。

「……やめないで。少し怖いけど……それは初めてだからで。青柳さんが怖いとか、嫌だとかじゃないから」

　小花が答えると、青柳がこれまで見たこともないくらい優しい笑顔で小花を見つめた。

「分かった。じゃあ……できるだけ怖がらせないように優しくする。もし、どうしても無理だって思ったら、手加減しないで本気で殴ってくれていいよ。まぁ……正直、きみのパンチを食らわなくて済んだら嬉しいけどね」

　少し茶化すように言った青柳の言葉に小花の心が軽くなっていた。

　これまでの彼の言動を見ていれば分かる。自分が本当に嫌だと拒絶すれば、きっと彼は小花の意思を尊重してくれると思った。

　再び彼が小花の蜜口にゆっくりと指を差し入れた。最初に挿れられたときと比べれば、抵抗感が少なくなった気がする。彼の指が次第に深く自分の中に沈み、ゆっくりと内壁を撫でられているうちに気持ちいいと感じられるようになってきた。

「……ふっ、ん、ああ」

「声我慢しないで。少し慣れてきたみたいだから指増やすよ」

　そう言って彼が宣言通り指を増やしたかと思うと、膝立ちのままの小花の腰を抱き寄せ、ちょうど彼の顔のあたりに位置する胸に吸い付いた。

「ああっ、っ」

　思わず声を上げると、青柳はそれには構わず熱い舌で小花の乳房を何度も何度も舐め上げ、その刺激に次第に尖った先端をさらに舌で転がしていく。

　胸と蜜口を同時に弄られて、その両方の刺激に小花の膝がひとりでにがくがく震え出した。

「あ……おやぎさ、っ」

　思わず彼を呼んだが、止めて欲しいとかではなく、むしろもっと強い刺激が欲しくて彼の肩を掴む手に力が入る。

「そんな、一緒に弄ったら……っ、あ」

「一緒だと気持ちいいのかな。すごいよ。甘くていやらしい蜜がどんどん溢れてくる。余計なこと考えないで素直に感じてくれればいいんだよ」

　そう言った青柳が指の動きを早くして、ますますその刺激を強くする。

「待って……っ、なんかおかしくなっちゃ……」

「それが気持ちいいってことなのかも。もっと声出していいんだよ」

　彼の声も次第に熱っぽさを増し、身体が密着しているため顔は見えないが興奮しているのだということが伝わってくる。

　彼から与えられる更なる刺激に、次第に頭がふわふわしてくる。この頃には小花の中にあった怖いという気持ちはいつの間にかどこかに吹き飛んでしまっていた。

「このぶんなら大丈夫そうかな。じゃあ、これが最後のステップアップ。僕が、なにするか分かる？」

　最後──ということは、つまり。小花は少し躊躇いながらも頷いた。

「本当に分かってる？　このまま続けるってことはきみのココに僕のを挿れて気持ちよくするってこと。もし……止めたいって思うならこれが最後のチャンスだよ」

　青柳については、まだ知らないことのほうが多い。

　いくら、小花が未経験の恋愛や大人の関係に興味があるとしても、自分がしていることはあまりにも軽率過ぎないかな、などと頭の中でぐるぐると考えつつも、この人にだったら抱かれてもいい……と快楽の余韻の中で思ってしまった。

「……興味があります、この先のことも。止めないでほしい。私にもっと気持ちいいこと……大人の恋愛を教えてください」

　そう言って青柳を見つめると、彼の表情に分かりやすいくらいはっきりとした欲情の色が現れた。目の色が変わるとでもいうのだろうか。

　──ああ。この人、本当に私が欲しいって思ってるんだ。

「参ったな。経験ないのに、随分煽り上手なんだね。とんでもない子を好きになっちゃった気がするよ」

　青柳が小花から身体を離して、着ているものを脱ぎ捨てた。そのまま小花をベッドに押し倒して下着まで取り去ると、何かを堪えるかのように息を吐いた。

　青柳に見下ろされているだけで、心臓が自分のものではないみたいにドキドキしている。

　改めて綺麗な男の人だと思った。端正な顔つきに、男らしく引き締まった逞しい上体。肩や腕には適度な筋肉があり、腹部までしっかりと鍛えあげられている。

「身体の力抜いて楽にして。もう一度、中触るよ？　足、ちょっと上げて。このまま僕の肩に」

　促されるまま少し足を浮かせると、青柳が身体を屈めて小花の足を肩に乗せた。

「そう、上手。さっきたくさんほぐしたから、中もまだとろとろだ。すごいな、熱くて僕の指をしっかり締め付けてくる」

　青柳はそう言ったが、自分ではよく分からなかった。身体の奥が確かに燃えるように熱くてじんじんとしているが、彼の指が身体の内側の壁を擦る快感に自分の意思とは関係なく身体が震え出す。

「次は少し感覚変わるよ」

　青柳が言ってすぐ、小花の蜜口に硬くて大きなものがあてがわれた。その硬くて大きなものが何であるのか、さすがの小花にも察しがつく。

「こ、これって……青柳さ、っ、の？」

「うん、そう。いまからきみの中をこれで触るんだ。大丈夫、いきなり入れたりしないから」

　青柳が硬くなった自分のモノを、十分な時間をかけてほぐされてすっかり柔らかくなった小花の蜜口に擦りつけた。

「……ひっ、あ」

　始めは細かくゆっくりと、次第にその動きを大きく速く変えていく。ぬるぬるとした感触が敏感な部分を何度も何度も行き来し、その擦れた感覚が気持ちよくて中が疼いて堪らなくなってくる。

　初めて経験するこの感覚がどうしたら楽になるのか、小花には分かるはずもなく、ただ彼にされるがまま甘い声を上げて必死にシーツを握りしめた。

「あっ、やだぁ……これっ、どうしたらいい……っ、あ」

「なにも考えなくていいよ。気持ちいいなら、素直に感じて。怖くないから、力抜いててね」

　彼がそう言った次の瞬間、蜜口に重く苦しいような圧迫感を感じた。

　そのまま彼の硬く大きなモノが自分の身体を押し上げて入ってくる感覚があった。狭い入り口から中を抉るような圧迫感に身体が驚いているのか、自然と手足が震え出す。

「ま、待って……」

　小花の制止の声に、青柳が深く息を吐いた。

「うん、大丈夫。分かるかな、先のほう少し入ってるの」

「──え？　こ、これで……先だけ？」

「そう。どう？　痛い？　つらくない？」

「……つらくはない、けどっ。なんか、苦しい……」

「正直でいいね。ちゃんと言ってくれたら僕も少し手加減できる。きみに怖いことはしたくないんだ。ただ、僕で気持ちよくなってくれたらいいなって」

　実際、怖いとは思わなかった。青柳が精一杯自分を気遣って、まるで宝物みたいに丁寧に扱ってくれているのが、ひしひしと伝わって来る。

　好奇心から大人向けの強引なセックス描写のある漫画を読んだこともあるけれど、あれは好きな人にされるなら刺激的であるし興奮材料になるのかもしれないが、小花は青柳がそんな強引にことを進める男でなくてよかったと心から思った。

　初めてが、この人でよかった──。ううん、他の誰より青柳さんがいい。

「続けて大丈夫？」

「はい……」

　小花が答えると、青柳が小花を労わるように優しく唇を重ねた。その唇はすぐに離されたが、小花は突然の出来事に驚いて目を瞬かせた。

「もしかして、キスもあまり経験ない？」

　静かに訊ねた青柳に、小花は「はい」と素直に返事をした。

「そっか。じゃあ大人のキスも覚えないとね」

　嬉しそうに言った青柳が、再び小花の唇を塞いだ。

「──んっ、ぅ」

「息止めないで。楽にして。口の中まで触るよ？」

　最初はそっと唇を重ねるだけで、そのうちそれが啄むようなキスに変わり、小花が唇同士の触れ合いに慣れた頃を見計らって、そっと舌を口内に侵入させる。

　彼の熱い舌が小花の口壁を撫で、歯列をなぞって、あっという間に小花の舌を絡めとった。

「はっ、は……ぁ」

　なにこれ。キスって、こんなに気持ちいいの──？

　青柳のキスは優しいのに、まるでこのまま飲まれてしまいそうな刺激的なキスだった。舌で口の中のありとあらゆるところに触れられる。これでもかと何度も唇を塞がれ、苦しいのに気持ちよくて頭がふわふわしてくる。

　──なんだろう、これ。溶けてしまいそう。

　そう思ったとき、ずんと身体が大きく揺さぶられて激しい圧迫感に驚いた小花は「ああっ」とこれまでで一番大きな声を上げた。

　肝心なところが中途半端になったまま彼のキスに溺れ、翻弄されている間に、お腹の奥がさっきよりもずっと苦しく圧迫感が強くなっていることに気付いた。

「あのっ、これっ。どうなって……？　なんか、さっきより……」

　一体何がどうなったのか分からず狼狽えていると、青柳が嬉しそうに微笑んだ。

「うん。分かるかな、さっきより深いの。もうほとんど入ってるんだ。痛くない？」

「痛くはないけど……なんか中が……っ」

　異物が自分の身体の中に存在しているのが分かる。未知の感覚に驚いて不安げな声を漏らすと、青柳が堪らないというひどく興奮した顔をして上体を屈め、腰を大きく揺さぶった。

「ああっ……！」

　再びずんと思い衝撃を受けた小花の腹部の圧迫感が増した。

「いまので奥まで入った。ここからだよ、本当に気持ちいいのは」

　そう言った青柳が上体を起こしてゆっくり大きく腰を動かし始めると、彼のモノが小花の中で擦れる感覚に身体が震え出した。青柳が大きく腰を動かすたびに、彼のモノが自分の中で浅く深く中を擦る感覚がはっきりと分かる。

「……あ、っ。やっ、そんなに中擦ったらっ……ん」

　なにこれ──初めてなのに。こんなに気持ちよくっていいの？

　あまりの快感に自分でも信じられない声が口から漏れるのを恥ずかしいと感じる余裕もなかった。与えられ続ける快感に翻弄されて、次第に何も考えられなくなっていく。

「声抑えないで。気持ちいいの我慢しなくていいんだよ」

　言われるまま我慢することを止めると、自分の口から出ているとは到底思えないような甘ったるい声が部屋中に響いた。

「あっ、あっ、ああっ……はぁっ。ああん、はぁああ」

「もっと甘い声聞かせて」

　そこから先は、次々と押し寄せる快感に飲まれて、ほとんど記憶に残っていなかった。

　ふと目を覚ますと、隣に青柳が眠っていて、身体には初めてのセックスの熱と確かな感覚が残っていて──ああ、ついに、経験したんだ、という事実に、今更ながら恥ずかしさが湧き上がる。

　雨、止んだかな。帰らなきゃいけないのに……そう思ったが、強烈な倦怠感と身体の軋みに再び瞼を閉じてしまった。

　──温かい。

　とても満たされた幸せな気持ちで再び眠りに落ちると、朝方、青柳に優しく揺り起こされた。

　仕事があるため、一度家に帰らなくてはならない小花を青柳が自宅まで送り届けてくれた。車を降りる際どうしても離れがたくて、二人どちらからともなく吸い寄せられるようにキスをして別れたことは小花の意識を大きく変えた。









第六章











　青柳とのセックスを経験した夜を境に、小花の心境に大きな変化が生まれた。

　これまで青柳からの連絡は、小花にとって特別なものではなかった。監視対象者ということを除けばあまり関わり合いを持ちたくはない相手であったし、そんな彼からの連絡を嫌だと思うことはなかったが、特別嬉しいと感じることもなかった。

　つまり、小花にとっての彼は、その程度の関心しかない男だったのだ。

　ただ、何度か彼と会ううちに、表に見えている人柄には好感を持つようになった。

　だからこそ、彼の動向を探るという目的があったとはいえ、小花にとってリスクの高いお試し交際を了承し、自分からその先の関係へと踏み込んだ。

　なのにあの夜以降、頻繁にあった彼からの誘いが減っている。

　厳密に言えば、連絡はある。これまでと変わらないペースでＳＮＳメッセージのやり取りはしているが、以前のように会えないかと問われることがなくなった。

　これは──どういう状況？　一度身体を許したら、もう興味がなくなった？

　そんなネガティブな思考に捉われそうになりながら、ふとした瞬間にフラッシュバックするあの夜の濃密な記憶を持て余す日々が過ぎていく。

　そんなある日の夜、小花が風呂から上がって自室に戻ると、テーブルの上に置きっぱなしにしていたスマホの着信ランプが点滅していた。

【こんばんは。佐倉さん、週末は仕事？　もし、時間が取れれば、土日のどちらかで会えないかな？】

　そのメッセージを見て、小花は久しぶりの青柳からの誘いに嬉しさを隠せず、

「土曜は、仕事ですが、夕方には、終わります。日曜は、お休みです。青柳さんの、ご都合は？　──っと」

　自分で打ち込んだ文章を読み上げながら、すぐさまスマホを操作して彼に返信した。

　送信画面を見つめているうちに、急に恥ずかしさが込み上げてくる。

　──やだ。これじゃ、どっちも会えますよって……遠回しに会いたいって言ってるみたいに受け取れない？

　青柳のほうにも都合があるだろうと気を利かせたつもりだったが、いつの間にか自分のほうが彼に会うことに対して前のめりになっているような気さえする。

【じゃあ、土曜の夜、空けておいて】

　青柳からの返信もまた早かった。

　そんな些細なことに顔がにやけてしまっていることに気付いて小花は照れくささを誤魔化すように熱くなる頬を両手で扇いだ。




　その週の土曜の夜、小花は『佐倉花』としてイベントの監視役の仕事を終えると、そのまま青柳との待ち合わせ場所に向かった。

　イベント会場から直帰して向かったため、約束の時間より少し早く着いてしまったが、指定された駅前のロータリーにはすでに彼の車が停まっていた。

　待ち合わせの時間がいつもより早かったこともあり、市街地から少し離れた場所にある彼のお勧めの店まで足を延ばした。

　彼が取引先との会食で訪れたことがあるという、大人の隠れ家的な雰囲気の高級創作料理店に連れて行ってくれた。

「……なんか緊張しちゃう。青柳さん、こういうお店、よく来るんですか？」

「よく、ではないよ。たまにね。佐倉さん、和食が一番好きでしょ？　だから連れて来たいと思ってたんだ」

　付き合ってみて分かったことだが、青柳はやはり大人で、小花がこれまでに行ったことがない店をたくさん知っていた。彼に連れて行ってもらう店はそのほとんどが小花にとっては少し敷居の高い店だったが、彼自身がそういった店の嗜み方をよく分かっていて、小花にもそれを優しく教えてくれるため、肩が凝るような思いをすることはなかった。

　デートの支払いはほとんど青柳がもってくれることを申し訳ないと思い、小花がたまに支払わせて欲しいと頼んでも譲ってくれるのはカフェ代くらいだった。

　──年上の男性と付き合うってこれが普通？

　年が近ければ、割り勘や交代の支払いも普通なのかもしれないが、年が離れている場合はどうなのか、実際よく分からない。

　このことをあかりに相談したら「贅沢な悩みね」と一蹴されてしまった。

　確かに贅沢な悩みだとは思うが、こんなにいろいろしてもらうばかりでいいのだろうかとも思う。

　そんなことを思いながらも、おいしい料理を満喫し、今夜も彼が支払いをして店を出たのは午後八時過ぎだった。

「明日は休みだったよね？　少し遅くなっても平気？」

　これまでは、食事を終えた時点で帰る流れになっていたため、車が市街地に向かって走り出したことから今夜も帰ることになるんだろうなと思っていた小花は、青柳の言葉に少し驚いた。

　こんな時間からどこに向かうのだろうと思っていたが、車が停まったのは彼のマンションの駐車場だった。

「……青柳さんのお家？」

「うん。渡したいものがあってね。というわけで、このままお持ち帰りしたいんだけど」

　ここまで連れて来ておいて──狡い人だなと思ったが、再び彼の部屋を訪れることに対して悪い気はしなかった。

「まぁ。渡したいものって言っても、ただのお土産なんだけどね」

「お土産？　どこか行かれてたんですか？」

「ああ、うん。先週ずっと本店に出張で、大阪に。しばらく会えなかったから、今日はどうしても会いたくて」

　──そうだったんだ。しばらく誘いがなかったのは出張だったからなんだ。

　飽きられたわけではなかったと、思わずほっとしたその思考に小花ははっとした。これじゃ、まるで自分のほうが彼に会いたいと強く望んでいたみたいだ。

「ここまで連れて来ておいてアレだけど……本当にこのままお持ち帰りしてもいいのかな」

　青柳の照れくさそうにしながらも、いい返事を強請るような甘えた訊ね方がなんだかツボに入って、小花は笑いながら「はい」と頷いていた。




　二度目のお部屋訪問は、さすがに最初のときほど緊張はしなかった。

　あの時は突然で、状況が状況だっただけに躊躇っているひまはなかったが、今回は違う。

　青柳が自分を怖がらせるようなことは絶対にしないと分かっているし、小花のほうも少しだけこうなることを期待していた。

　青柳に抱かれたあの夜から、小花はよく彼のことを考えるようになった。

　意識的に考えようとしてるわけではないのに、青柳に抱かれたときの記憶が強く残っていて、ふいに小花の思考を埋め尽くす。

　彼にされたあれこれや、彼の熱や息遣いまでもがふとした瞬間に鮮明に蘇ってきて、それを思い出すたびに身体が勝手に熱をもったりする。

　甘やかな時間の記憶が蘇るたび、強烈な恥ずかしさが湧き上がるのに、次の瞬間思ってしまう。また、彼とあんな濃密な時間を過ごせたらいいのに、と。

　お試し交際なんかじゃなく、このまま本当に彼と恋人になれたら──なんてことまで想像するようになってしまった自分の気持ちの変化に小花自身が一番驚いている。

　──そんなこと、できるわけないのに。

「ソファに座ってて。お茶、冷たいのでいい？」

「はい。ありがとうございます」

　そもそも今、彼の目の前にいる自分は『佐倉花』という架空の人物なのだ。

　仮の姿を失えば、本来の自分である桜井小花に戻るわけで、そんな自分と彼との関係はただの相談所のスタッフと会員だ。もともとスタッフと会員の恋愛は認められていないうえに、彼の動向を探るために近付いたなんて事実が知れたら──。

　できるだけ早いうちに、いまの関係を終わらせるほうがいい。

　頭では分かっているのに、この関係を失うことを心のどこかで惜しいと思っている。

「はい。どうぞ」

　冷えた二人分のお茶をテーブルに置き、小花の隣に座った青柳が「ついでに、口実のこれも」と紙袋を差し出した。小花はこの紙袋のデザインに見覚えがあった。

「甘いもの好きだったよね？　有名な焼きドーナツなんだけど」

「知ってます！　でもまだ食べたことないです」

「お土産いろいろ迷ったんだけど、佐倉さんってなんでもおいしそうに食べるから、つい食べ物ばかり探しちゃって。なに買うか本当に迷ったんだよね」

　小花の好きそうなものを探してあれこれ悩んだのだろうが、そう話す彼の顔がとても楽しそうに見えたことが素直に嬉しかった。

「ありがとうございます。いただきます。……あ、そうだ！　せっかくなので一緒に食べません？　食後のデザートに」

　小花の提案に、青柳が「いいね」と同意した。丁寧に箱の包装紙を剥がし、中身をひとつずつ手に取った。

「んー！　おいしい！　しっとりしててバナナの風味が濃厚」

「うん。甘すぎないから食べやすいね」

「ヤバいです。コレ、何個でもいけちゃうやつだ！」

　小花が最後の一口を口に入れると、青柳がこちらに手を伸ばしそっと指で口の端に触れたので小花は驚いて彼を見つめ返した。

　その瞬間、彼の熱っぽい視線に捕まって思わずドキッとした。

「完全に油断してたでしょ。部屋に呼ばれて、なにもされないと思った？」

　青柳がそう言いながら、小花の唇を親指で撫でた。その感覚に全身が粟立つ。

　──この人に触られると、なんだか身体がゾクゾクする。

「これ、つけてくれてたんだ」

　青柳が小花の長い髪をそっとかき分けるようにして開いた襟元に触れた。青柳が指摘したのは、彼がこの間プレゼントしてくれた小さな花のモチーフのネックレスだった。

「贈って正解だった。よく似合ってる」

　そう言った青柳が嬉しそうに笑って、ネックレスのモチーフの上から首元に唇を押し当てた。彼の熱い吐息にまるでスイッチが入ったみたいに身体が震える。

「キスの仕方、覚えてる？」

　小花は小さく頷いた。

　覚えているも何も、あの夜から彼にされたあらゆることが感覚としてずっと小花の身体に残っている。

　軽く唇を触れ合わせるだけの優しいキスから始めてくれるのは、たぶん彼が経験の少ない小花を気遣ってくれているためだ。そっと唇を舐められて、小花もたどたどしくではあるが、同じように返す。お互いそんな優しいキスを繰り返して身体を離すと、視線を絡ませてまたそっと唇を重ねる。そうしているうちに、次第に優しい触れ合いだけじゃ物足りなくなってお互いもっと深く唇を重ね合った。

　──これ、もっともっと欲しくなる。

　深いキスがさらに貪るような激しいキスに変わっていく。何度も何度もキスをして、やがて顔を離した青柳が小花を見つめた。

「またそんな顔して……」

　──そんな顔って。一体どんな顔なんだろう。

　でも、そんなことよりももっとキスがしたい。もっと彼に触れてもらいたい。

「また、教えてください。……この間みたいなこと、もっとしてみたい」

　小花が言うと、青柳が何かを堪えるようにしばらく俯いてから再び顔を上げた。

「気持ちよかった？　僕とのセックス」

「……はい、とても。初めてが青柳さんでよかった。あれから時々思い出すんです。青柳さんにされたこと」

　小花の答えに、青柳が大きく息を吐いたかと思うと、向き合ったまま小花の肩にこつんと頭を預けた。

「あ……の、青柳さん？」

「きみは怖いな。自分がなに言ってるか分かってるの？　ああ、もう絶対に他の男に渡したくない」

　呟いた青柳がゆっくりと身体を起こして、再び小花を見つめた。

「いいよ、教えてあげる。だから、もっと僕を見て、好きになってよ」

　そう言って小花を抱き寄せて腰の辺りに触れると、そのまま小花が着ていた服の裾から直接手を差し入れた。温かな彼の手が下から上に向かって小花の背中を撫で上げる。

「肌、すべすべで気持ちいいね。じゃあ、このまま腕上げて？」

　彼に言われるまま腕を上げると、「下も脱いじゃおう」といとも簡単に下着姿にされてしまった。そして前回と同様、そのまま抱き上げられて寝室に運ばれ、ベッドの上に押し倒された。

「僕がすること嫌だったら殴って止めてね」

「……はい」

　返事をしたものの、きっと自分が彼を殴るなんてことはないだろうなという変な自信があった。

　ゆっくりと顔を近付けてきた彼のキスを受け入れる。始めは彼のすることに同じように応えるだけで精一杯だったのに、キスが長くなるにつれてもっと欲しくなって自分からキスを強請っていた。

　──キスって、もっと綺麗なものだと思ってた。

　小花がこれまで漫画やドラマで見て来たキスは、もっと甘酸っぱくて清らかなイメージだった。けれど、実際のキスはもっとずっと生々しくて、相手が欲しくて欲しくて堪らなくなる感じはとても野性的だ。

　キスを交わしながら、青柳が小花の背中に、胸に、腰に手を這わせ、そのまま腕を伸ばして敏感な部分に指を這わせた。

「下着、濡れてる。まだ触ってないのに、キスだけで感じた？」

「キス……されながら身体触られるの気持ちいいです」

「はは。素直に言っちゃうんだ。そういうところも堪らない。じゃあ、もっと触って気持ちよくするね」

　彼の指が下着越しではなく、直接小花の敏感になっている部分に触れた。

「──あぁっ」

　ほんの少し、彼の指がそこを掠めただけで身体がビクッと震えてしまったが、彼はそれを気にする様子もなく、指をさらに強く押し当てた。動く彼の指の滑りが滑らかなことで自分がひどく濡れているのだと分かる。

「……んぁっ、はぁ」

　彼が蜜口を指でとんとんと刺激することで、身体がぞくぞくと震える。けれど、それだけじゃ物足りなくて、自分の意思とは関係なく腰がもじもじする。

「ここ気持ちいいんだ？　腰揺れてきてるよ。中も触って欲しくなった？」

　そう言いながら、ゆっくりと小花の中に指を差し入れた。彼が中で指を動かすたびに、静かな部屋の中にいやらしい湿った音が響く。

「……あっ、気持ち……っ」

「素直に言ってくれてありがとう。もう少し奥まで触るよ？」

　低くて甘く響く青柳の声が心地いい。彼の優しい声と、声に合った優しい指使いにますます興奮と快感が高まって行く。

「あっ、あ……っ。待って、いまのっ」

「ここ、いいんだ？　佐倉さん、感じるの上手だね」

　感じることに上手いも下手もあるのかと思ったが、彼の指がどこに触れても気持ちよくて次第に頭がふわふわしてきた。

「だったら、こっちのほうがもっと気持ちいいかも。ちょっと脚広げるよ？」

　彼が言うと同時に中を刺激していた指がそっと引き抜かれ、彼が後ろに下がったかと思うと、両脚を押さえつけられた。何をされるのかと驚いているうちに、今度は指とは違う熱くて柔らかなものが小花の敏感な部分を撫でた。

「──っ、あ！　待って！　青柳さ、そんなとこ舐め、っ」

「指で触るよりずっと気持ちいいはずだから」

　青柳が舐めながら喋るため、彼の漏らす息が小花の敏感な部分にかかる。

「待って……汚いからっ、はぁあ」

「そんなことない。とっても美味しそうだよ。可愛いピンクの花から蜜が溢れてるみたいだ」

「……っ。こ、こんなこと本当にするなんてっ」

　知識として知っていても、これまで男性と身体の関係を持つことがなかった小花にとって、いま自分が彼にされていることがにわかに信じられない。

　恥ずかしくて恥ずかしくて、どうにかしてやめて欲しいのに、あまりの刺激の強さに制止の言葉も出ない。

　蜜口を吸われ、中を舌で弄られて、湧き上がって来る快感に身体が小刻みに震え出す。口から漏れるのは自分でも信じられないような甘く媚びた切れ切れの声で、無意識にそんないやらしい声を出している自分に驚いていた。

「ああっ、やぁっ、なんかっ、怖……っ」

　ぎゅうとシーツを握りしめると、そんな小花の手を青柳が握った。

　与え続けられる快感に翻弄されて、彼がどんな顔をしているかも見えなくて不安な中で握られた温かな手だけが唯一の安心材料だった。

「怖くないから……素直に感じてみて」

　──ああ、ダメ。これ、何も考えられなくなる。

　身体が快楽以外の感覚を忘れてしまったみたいに、気持ちいいと感じることしかできない。

　ほんの一瞬意識が飛んだような感じがしたが、それはたぶん本当に一瞬のことだったように思う。気が付くと青柳も下着姿になっていて、小花の濡れた蜜口にすでに硬く大きくなった彼のモノが押し当てられていた。

「……大丈夫？　続けても平気？」

「はい……ください。青柳さんので、もっと気持ちよくして欲しいです……」

　自分でも何を言ってるのかよく分からなかった。

　たぶんすごく恥ずかしいことを口にしたのだろう。青柳の顔が見たこともないほど興奮しているように見えた。

　──雄だ。雌に欲情する雄の顔をしている。

「本当に怖いな、きみは。危うく理性が飛びそうになるよ」

　そう言った彼が、前回より強引に小花の中に入って来た。けれど、彼に十分なほど中を慣らしてもらったおかげか、以前よりすんなりと彼を受け入れることができた気がする。

「……はぁっ、あ」

「苦しい？」

「少し……。でも、つらいとかじゃなくて。中すごく温かくて気持ちいい。私の中に青柳さんがいるの分かる」

　前回はそんなことを感じている余裕はなかったけれど、今日は確かに自分の中にある彼の存在を感じることができる。

「あの……青柳さんも気持ちいいですか？」

　繋がったままお互いの身体をしっかりと抱きながら小花が訊ねると、彼が何かを堪えるように息を吐いた。

「ああ、もう。──きみのそれが素だと思うと末恐ろしいな」

「恐ろしいって……どうして？　私のどこか怖いの……？」

「教えない。こんなきみは、僕しか知らないままでいいよ」

　そう言った青柳がぐっと大きく腰を動かした。

「……っ」

　繋がりが一層深くなり、身体の一番奥を彼に突かれている感覚にぞくぞくした。

「僕が気持ちいいかって？　いまからじっくり伝えてあげる」

　そう言った青柳に唇を塞がれ、小花はしがみつくように彼の首に手を回した。

「動くよ？」

　青柳の律動に合わせてズンと小花の身体も揺さぶられる。奥を深く突かれて、中の壁をこれでもかというくらい擦られているうちに、彼の質量がさらに増していく。

「……あっ、やぁっ」

　快感に、思わず大きな声が漏れ出る。

「嫌？」

「違……っ、ごめんなさ、っ。もっと……もっとしてくださ……」

「強請り上手だね。そんなに僕を煽って夢中にさせておいて、結局きみは僕をどうするつもりなの？」

　──どうするつもり？　そんなこと聞かれてもよく分からない。

　いや、分からないのではなくいまは余計なことを考えずにこの行為に溺れていたい──。

　青柳の額にはうっすらと汗が滲み、彼が腰を動かすたびに呻きに近い吐息が漏れる。

「ああ……堪らなく気持ちいいよ。狭くて熱くて絡みついてくるみたいだ」

　そう言った青柳の表情が歪み、額にうっすらと汗が滲む。

　青柳さんも、気持ちよさそうな顔──よかった。

　自分だけでなく、彼も自分で感じ、気持ちよくなってくれているということがなにより嬉しい。身体だけが繋がっているのではなく、いまこの瞬間だけでも本当の恋人同士のように心まで結ばれているような感覚を体験できていることになんともいえない幸福感が湧き上がって来る。

「ねぇ……ここ見て。きみと僕がしっかり繋がってるの見える？」

　言われるままゆっくり頭を持ち上げると、確かに自分の中に彼が入っているのが見えた。そればかりか彼がゆっくりと腰を動かすたびに繋がり合った場所から湿ったいやらしい音がして嫌でもそれを意識させられる。

「……恥ずかし、っ」

「目、逸らさないで。誰と繋がってるのか、きみの中に誰がいるのかしっかり自覚して」

　彼の律動が激しくなり、奥を思い切り突かれて次第に頭がふわふわしてくる。他の誰にも見せたことのないこんな乱れた姿を暴かれて恥ずかしいのに、嫌じゃないどころか嬉しいとさえ思う。

「このまま、本当にきみが僕のものになればいいのに……」

　押し寄せる快楽の波に飲まれながら、切なく吐き出される彼の声を聞いたような気がした。けれどその記憶は曖昧で、本当に彼がそう言ったのかは正直よく分からなかった。




　翌朝小花が目を覚ますと青柳はまだベッドの中で、ぐっすりと眠っているようだった。

　前回はお互い仕事で翌朝目覚めてすぐ慌ただしく別れたが、今回は違う。

　恋人の部屋で一夜を共にして目覚める朝ってこんな感じなんだ──と、小花はくすぐったい気持ちで青柳の寝顔を眺めていた。

「……本当に綺麗な人だな」

　顔の造形が美しいというのはもちろんだが、こんな至近距離ではさらに肌のきめの細かさまで分かる。

　こんなにかっこよくて優しくて感じのいい人が、自分に好意を持っているなんて到底信じられることではない。

　もし本当に好意を持ってもらえているのだとしても、結局は偽りの関係だ。

『監視対象』である彼に偶然気に入られたとはいえ、それを利用して近付いた本来の目的を思い出さなければいけない。そう思うと、昨夜の浮き足立った気持ちがみるみるしぼんでいくのを感じた。

　──ミイラ取りがミイラになってどうするの。

　お試し交際だって、彼に近付いて動向を探るのが目的だったはずだ。身体を許したのだって、ただ女として人並みの経験を積んでみたかっただけ……のはずだったのに。

　小花が考え事をしていると、隣で寝ている青柳がこちら向きに寝返りを打ってゆっくりと目を開けた。

「起きてたんだ……？　起こしてくれたらよかったのに」

　起き抜けの顔までばっちりイケメンなのがなんだか憎らしい。

「私もいま起きたところです。青柳さんの寝顔眺めてました」

　小花が答えると、青柳が「なにそれ」と笑いながら小花の身体を引き寄せて、肩に唇を押し当てた。

「身体、平気？　無理させたかな？　優しくするって約束したはずなのに、ごめん」

「どうして謝るんですか。無理なんてしてないですよ」

　そう答えると、彼が嬉しそうに微笑んで頬にキスをする。この一連の流れが甘ったるくて照れくさくて顔がにやけてしまう。

　──こういうの、なんだかすごく恋人っぽいな。

「ダメだ。寝起きだからか浮かれた自分に歯止めが利かない。まるで本当の恋人になったんだって錯覚しそうで……。ああ、夢なら覚めなければいいのに」

　照れくさそうに表情を歪ませながらも、歯止めが利かないと言ったことに対してさほど反省はないようで、再び小花の唇を塞いだ青柳を受け入れる。

　キスをしているうちにまた火が点いて、昼近くまでベッドの中で甘い時間を過ごした。

「お腹すいたね。軽くなにか食べようか。トーストとサラダくらいならすぐ用意できるけど」

　ゆっくりと起き出した青柳が服を着てキッチンに立ったので、小花も慌てて服を身に着けた。

「青柳さん、普段からお料理するんですか？」

「簡単なものならね。一人だとあまり作る気になれなくて。佐倉さんは？」

　青柳が食パンにマーガリンを塗ってトースターにセットする。

「私は実家暮らしなんで、基本料理は母がするんですけど。小さい頃から手伝いは好きだったのでキッチンには普通に立ってるほうだと思いますけど……あ、なにか手伝いましょうか？」

「うん。じゃあ、卵も焼こうか。冷蔵庫に残ってたと思うけど。適当に中あさっていいよ」

「はい！　目玉焼きでいいですか？」

　小花はキッチンに立ち入ると冷蔵庫から卵を取り出して、ＩＨコンロにフライパンをセットした。

「あ、しまったな。野菜が……少し日が経ってるから生で食べるにはアレだな」

　野菜室を開けた青柳が小さく溜息をついた。

「じゃあ。スープにするのはどうですか？　私作ります」

　そう言って小花は野菜室から少し元気のなくなった野菜をいくつか取り出して、包丁でサクサクと切っていく。小花が目玉焼きとコンソメベースの野菜スープを同時進行で作っている間に、青柳がコーヒーを淹れてくれた。

「手際いいね」

「普段は母の手伝い程度ですけどね。食べることが好きなんで料理もわりと好きで」

「そういえば、まえに実家に行ったとき夕食作りを手伝ってくれたろ？　祖母も褒めてた」

「えー、本当ですか？　それは素直に嬉しいです」

　小花が笑いながら答えると、青柳が少し複雑な表情を浮かべた。

「僕に褒められるのは嬉しくないってこと？」

「……だって、青柳さん、私には悪いこと言わないじゃないですか。だから青柳さんの褒め言葉はアテにならないんです」

「なにそれ、ひどいな」

「ふふ」

　こうして揃ってキッチンに立っていると、彼が言ったように自分たちが本当に恋人同士になったような錯覚に陥る。

　そんな勘違いをしそうになるくらい、小花にとっても彼との時間がいつの間にか心地よいものになっていたことに気が付いた。

　夢なら、覚めなければいいのに──か。

　青柳がそう言ったとき、実は小花も全く同じことを考えていた。

　けれど、そんな気持ちになったことを、この先彼に伝えることはないのだろうと思うと急に胸が苦しくなって、なんだか泣き出したいような気持ちになるのだった。
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　八月に入ってすぐの週末に行われたマリアージュ主催の婚活イベントは、市内のカルチャースクール協力の陶芸教室だった。

　この他にも料理教室やスポーツイベントなど、体験型の婚活イベントは毎回人気も高く、今回も募集をかけてすぐに定員数に達した。

　小花は今回も監視役として出席していたイベント終了後、参加者たちが会場をあとにする姿を最後まで見送ってからほっと息を吐いた。

「お疲れ、桜井」

　同じく監視役で参加していた増本が小花の姿を見つけ、こちらにやって来た。

「お疲れさまです。今日は、増本さんのほうはなにか変わったことありました？」

「いや、最近は全くだな。最初に聞いた噂もあれ以来聞かないし。桜井こそ例のあの人は？」

「特に……怪しい点は見当たらないんですよね」

　青柳とお試し交際をするようになってから、小花もただぼんやりとしていたわけではない。彼から得た情報をもとに、分かる範囲で事実をひとつひとつ確認していた。

　青柳が大手の銀行に勤めているのは事実だった。彼が勤める銀行を訊ね、普通の客のフリをして彼がその支店に在籍しているか確認を取った。

　以前成り行きで彼の実家を訪れたことがあるが、祖母のすみれと話をした限り家族構成にも間違いはなかった。その他の登録プロフィールにも偽りはないように見えるし、実際、彼の挙動に不審な点も見つけられないでいる。

「増本さん。この監視業務って……いつまで続けるつもりなんでしょう？」

　小花が訊ねると、増本が「あ？」と顔を上げた。

「最初は、確かにいい案だなって思ったんです。でも、だんだん心苦しくなってきちゃって。うちの会員さん、皆さん真剣に婚活と向き合ってるでしょう？　監視役って立場になって、会員さんと近付けたからこそそういう真剣さも知ることが出来たのに、そんな人たちを色眼鏡で見るみたいな今の役目が少し辛くなってきたというか……」

　特に青柳に関しては、人から聞きかじった情報をもとに、詐欺師らしき人物の特徴に似ているというだけで近付いた。

　実際に何度も会って青柳の人柄に触れるうちに、小花は彼が到底人を騙すような人間には思えなくなってきていたのだ。

「──確かにな。桜井の気持ち、俺も分かるよ」

　意外なことに増本も小花の考えに同意してくれた。

「俺だって、本当はうちの大切な会員を疑って見るようなことしたくないしさ。一度、所長に話してみるか」

　そう言って、次の日の朝礼のあと早速二人で所長のところに行って意見した。

　監視業務の発案者である越川も交えて話し合いをし、会員に成りすまして監視に当たる小花たちの負担が大きいということから、少しやり方を変えてみる方向で話が纏まった。

　今後、基本的にはスタッフ全員が目の届く範囲で気を配ることにし、大勢の会員が参加するイベントに関してはフリーで動けるスタッフを配置することで話がついた。

「よかったな、桜井」

　増本に肩を叩かれ、小花は「ありがとうございました」と彼に礼を言った。

「あと、青柳さんの件。結局なにもないってことは見当違いだったってことだろ。ここら辺で手を引けよ」

　増本に言われて、小花は「そうですね」と大きく頷いた。

　──そうだよね。青柳さんとのこと、どうにかしなきゃいけないんだ。

　監視役を解かれた小花が彼の動向を気に掛ける必要がなくなったということは、つまり彼に会う理由もなくなるということなのだ。

　二カ月のお試し交際の期限はすでに一カ月を切ったが、当初の予定通り何事もなかったかのように、『佐倉花』を消すことですべてが終わる。

　消しちゃえば、いい──。

　頭では分かっている。そうするのが一番だとも思うのに、青柳との関係が完全に切れてしまうことへの寂しさを感じる自分に戸惑いを隠せなくなっていた。
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　この日は昼前に駅で青柳と待ち合わせをして、ランチを済ませたあと映画を観て、映画館を出たのは午後四時近かった。

「このあとどうする？　夕食にはまだ少し早いし……」

　青柳が映画館のほかに大きなデパートやブランドショップがある繁華街を歩きながら訊ねたので、小花は少し考えてから答えた。

「あ、じゃあ。少しだけ付き合ってもらってもいいですか。行きたいお店があって」

　そう言って小花が向かったのは、たまに買い物に訪れるお気に入りのセレクトショップだった。

「今日は、見るだけのつもりなんですけど。来月従妹の結婚式があるのでその服を探してて……」

　店に入ると「いらっしゃいませ」と出迎えてくれた顔見知りの店員に、事情を説明して早速お薦めの商品をピックアップしてもらう。

「結婚式でしたら、こちらのワンピースとか……このあたりのワンピースはいかがですか？　お客様可愛らしいのでこういったものよくお似合いになると思いますよ。こちらのヒールやバッグもトータルでコーディネートするとより素敵です」

　店員がいくつか用意してくれたワンピースを見て「わぁ！　可愛い」と小花が言うと、

「気に入ったならどちらも着てみたら？　実際に身に着けたほうが感じも分かるし」

　青柳に試着を勧められて、店員も「ぜひに」とそれに同意した。

「あの……どうですか？」

　小花が試着室から出ると、店員が感嘆の溜息を漏らし、青柳も嬉しそうに目を細めた。

「お客様！　とってもお似合いですよ！」

「うん、本当だ。よく似合ってる。すごく可愛い！　このまま連れて帰りたいくらいだ」

　青柳の言葉に、一緒にいた店員も「わかります」と大きく頷く。

　確かに試着したワンピースはとても素敵だった。上品なレースを使ったラベンダー色のスタンドネックのドレスで胸元と袖の透け感のあるレースがとても可愛らしく、後ろ下がりのミモレ丈のスカートが大人っぽさも演出してくれている。

「ドレスは可愛いけど……派手じゃないですか？」

「全然！　結婚式なんですからこれくらい華やかなほうがいいですよ！」

　確かに見た目も可愛いし、何着か試着した中で一番自分に似合っている気がした。

「これが一番お薦めです！」

　褒め上手な店員にのせられて小花も満更でもない気持ちになったが、予算的にどうだろうと考えるとやはり悩んでしまう。

「本当に可愛いよ。佐倉さんもいままで着た中でこれが一番気に入ってるように見えるけど」

「気に入ってはいます。でも……」

　小花が言葉を濁すと、青柳が店員を手招きして言った。

「じゃあ、これを彼女に。用意してくれた靴とバッグとストールも一緒に。支払いは僕が」

　それを聞いて小花は驚いて慌てて両手を胸の前で振った。

「ちょ、待ってください。なに言ってるんですか。ダメです、青柳さん……！」

「ダメとか言わないで。僕がきみに贈りたいんだ」

　そう言って店員にカードを手渡し、さっさと話を進めようとする。

「私、自分で買うつもりで……」

「いいじゃない。プレゼントさせてよ。僕とのデートでもそれ着て見せて欲しいな」

「……だって、この間だってネックレスいただいたばかりで」

　あのプレゼントでさえ十分気が引けるのに、トータルコーディネートされた服一式なんて一体いくらになるのだろう。

「遠慮しないで。僕が贈りたいだけなんだから。ほら、もう着替えておいで」

　そう言った青柳に半ば強引に試着室に押し込まれ、小花が着替えている間に会計が済まされていた。

「さぁ、行こう」

　荷物を持って先にドアを開けた青柳のあとに続く。

「素敵な彼氏さんで羨ましいです！」

　店を出るときに店員にそう言われたが、本物の彼じゃないんです……とはさすがに言えなかった。

　もちろんプレゼントしたいという青柳の気持ちは嬉しいが、彼が安易に小花にお金を使い過ぎることが気になっていた。まるで王子様のような青柳にこんなにしてもらうなんて夢みたいなことなのに、小花にはやはり贅沢過ぎる気がする。

　以前、あかりに一蹴された贅沢な悩みだが、実は彼女に気になることを言われていたことも思い出した。

『そういえばさ、結婚詐欺師って付き合い始めはお金払いがすごくいいらしいよ。それって、相手を信用させて相手に自分が特別なんだって思わせるためなんだって！　本当の王子様ならいいけど、気を付けなさいよ？』

　あかりの言葉を思い出して、小花は一足先に店を出た青柳を見つめる。

「ん？　どうかした？」

「……いえ、なんでもないです。お代は今度お支払いしますね」

「まだ言ってる。いいんだよ、僕が好きできみにプレゼントしたんだから」

「でも……」

「この話、おしまい。これからどうしようか？　お腹すいてきたね。少し疲れたから今夜は何か買って帰って僕の部屋でゆっくりする？」

　そう言って微笑みながら、彼が差し出した手を小花はそっと握った。

　あんな素敵なプレゼントまでもらって、普通なら舞い上がって喜ぶところなのに、彼の優しい笑顔がなぜか今日は知らない別人のように見えてしまう。

　青柳に特別いつもと変わった様子があるわけじゃないのに、急に不安になる。

　──いまのあなたは、本当のあなたなの？

　彼のことを知りたくて近付いたはずなのに、小花の胸の中で本当のことを知りたいような知りたくないような不安な気持ちが渦巻いて行く。

　監視役を解かれた小花に、これ以上彼のことを探る必要はなくなった。

　本当にこれで終わりにしたほうがいいのかも──小花は彼の手を握りながら、そっと心の中で決意を固めた。
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　その次の週末、小花は久しぶりにあかりと会っていた。

　久しぶりと言ってもあかりとは最低でも月に一度は会ってお互いの近況報告を兼ねて食事をしている。

　二人でよく行く実家近くの焼き肉屋でまずはビールで乾杯をし、同時に満足げに口元を拭った。店内はとても賑わっていて、焼けた肉のいい匂いが充満している。

「あかりちゃんは、最近どう？　相変わらず仕事忙しいの？」

「うん、忙しいよ。しかも、太おお田たさんが産休入ることになってさー。まえから後任どうするって話はあったんだけど、彼女の仕事、私が引き継ぐことになって結構大変」

　あかりは昔からアパレル関係の仕事に興味があり、大学の頃から大手ファストファッション店でアルバイトをしていたのだが、エリアマネージャーに有能な仕事ぶりを認められ、社員にならないかと声を掛けられそのまま就職した。

「小花は？　まえに言ってた監視の仕事？　あれどうなったの？」

「ああ、うん。あれは……終わりになった。やり方見直そうってことになってね」

「え、じゃあ。その監視の延長でお試し交際してる年上の彼とは？」

「それも終わり。どのみちお試し交際の期限も切れるしね。もう、会うのはやめようと思ってて」

　小花は網の上にのせた肉をトングでひっくり返しながら答えた。

「ふーん、そうなんだ。小花は、それでいいの？」

「どういう意味？」

「ほら……ここ最近、楽しそうだったからさ。最初は危ないんじゃないかなって心配してたんだけど、その年上の彼のこと満更でもなかったのかなって」

　小花は動揺を隠すために勢いよく肉を口に放り込んだが、肉の熱さに慌て過ぎて涙目になっていると、それを見たあかりが「誤魔化し下手か！」と吹き出した。

「小花、分かりやすいんだから誤魔化したって無駄！　お試しとはいえ、男の人と付き合って身体まで許しちゃってる時点で自覚しなよ。小花はね、気持ちのない相手とそういうことできる子じゃないって私は思ってるけど？」

　あかりが空いた皿を重ねてテーブルの隅に片付けた。

　初めは厄介なことに巻き込まれたと思った。正直あまり関わりたくないと思っていたし、関わらないのが一番だとも思っていた。

　けれど何度か青柳と会ううちに、ただの監視対象としてだけでなく少しずつ彼に興味を持つようになった。次第に彼に会うことが楽しみになり、女としての悦びまで教えられてしまった。

　終わりにしなければと思っているのに、その終わりを寂しいと感じるようになった心の変化に小花自身が一番戸惑っている。

　その時、テーブルの上に置いた小花のスマホが鳴った。ＳＮＳメッセージは青柳からだったが、小花は用件を確認することなくビールを一気に飲み干した。

「……いいの、それ？　彼なんじゃないの？」

「いいの。もう終わりにするって決めてるから」

　小花が答えるとあかりが納得いかないとでもいうように小首を傾げてこちらを見たため、そのまま言葉を続けた。

「──だって、嘘ついてるんだよ？　本当は相談所の人間で……彼のこと詐欺師かもしれないって疑って近付いたなんて言えないよ」

　もし自分が逆の立場だったら、自分を騙して近付いてきた相手のことを信じられなくなるだろうし、そんな相手のことはきっと嫌になる。青柳だってきっとそうだ。

「いいんだ！　期間限定でも女としての経験値は少し上がった気がするしね！」

　恋愛というものに憧れていたし、いつか自分も誰かと……と思っていたけれど、これまではどこか他人ごとのようだった。アイドルに夢中で彼らを推すことだけが楽しみだった小花にとって、青柳と付き合うことは疑似とはいえ初めて生身の恋愛というものを意識するきっかけにはなった気がする。それだけで、十分なくらい素敵な経験ができた。

　いつか、本当の恋ができたら、そのときは──と、未来の恋人を想像してみるのに、どうしてか青柳の顔が頭に浮かんできてしまうことに小花の胸は痛むのだった。
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　自宅マンションに帰り、春馬は着ていたスーツを脱いで片手でネクタイを解いた。

　そのままリビングのソファに座り、スマホをテーブルの上に置くとだらりと身体を投げ出したまま大きく息を吐く。

　春馬はひどく戸惑っていた。

　一週間ほど前のこと──突然、佐倉花からもう会えないという内容のＳＮＳのメッセージが届いた。本当に突然過ぎて意味が分からない。どういうことかと問いただしたが、そのあと彼女からの返信が途絶え、それっきりになってしまった。

　春馬が花に最後に会ったのは、十日ほど前のことだ。

「……どうして急に？」

　──なにか、気に障ることをしてしまったのだろうか。

　あれこれ考えを巡らせてみたが、春馬に思い当たることはなかった。

　出会ったばかりの頃は、確かに彼女に警戒心を持たれていると感じていた。強引なアプローチをしたせいで戸惑わせてしまっていたのかもしれないが、親しくなるにつれて彼女の自分に対する警戒心が少しずつ解け始め、無理を言ってやっとのことでお試し交際にまで漕ぎ付けた。

　それからデートを重ね、結果として身体まで許してくれるようになった。

　好意を持ってもらえているなんてさすがにそこまで図々しい思考にまでは至らなかったが、少なくとも嫌われてはいないと思っていたのに──。

　これまで春馬が見て来た彼女は、若いけれど実に常識人で、決していい加減なことをするタイプではない。強引に取り付けたお試しの交際であったが、期限まではきちんと付き合ってくれると約束もしていたのだ。

　なのに、急になぜ──？

　春馬はそこまで考えて、再び大きく息を吐き出しながら、テーブルの上に置いたスマホを手に取った。

「知り合ってから随分経つのに、彼女のことなにも知らなかったんだな……」

　交換した連絡先は流行りのＳＮＳアプリで、手軽にメッセージのやり取りや通話ができたりもするが、アプリを削除してしまえば連絡を取ることさえ叶わない。

　春馬は彼女が雑貨店の販売の仕事をしていることは聞いていたが、正確な勤務先すら知らない。彼女の自宅でさえ、この辺りだろうという大体の見当がつく程度であることに今更ながら気が付いて大きな溜息をついた。
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「あれ、青柳。まだ残っていたのか？」

　同僚の佐さ伯えきに声を掛けられて、春馬ははっと顔を上げた。

　気付けば終業時間をとうに過ぎていて、まわりの同僚たちはすでに仕事を終えて帰宅していた。

　春馬の勤務先は大阪に本店がある三つ葉銀行の支店のひとつで、春馬は融資業務を担当している。数年前に世界中に広がり猛威を振るった感染症により、世界的に経済状況が悪化。

　もちろん日本も例外ではなく、それぞれの企業の事業展開にも大きな変革が求められるようになった。

　感染症の蔓延によって大幅に減収した企業に対し、一時は緊急のセーフティーネット融資を行うなど銀行側も様々な対応に追われていたが、その感染症も収束を迎え、経済も動き出し、厳しかった状況がようやく少しずつ回復しつつある。

「お疲れ。いま、戻りか？　大変だな」

「そういう青柳こそ。その仕事、急ぎじゃないなら明日にすれば？　浮かない顔してるし、そんな状態じゃこれ以上残ったところで捗らないだろ」

　浮かない顔だと指摘されて反射的に頬に手を当てると、佐伯が、「自覚なかったのか」と笑いながら小さく吹き出した。

「どうした？　なにかあるなら聞くぞ？　とりあえず飲みに行く？　俺もちょっと飲みたい気分だから付き合えよ」

　春馬はこのまま家に帰ってあれこれ考えるより気晴らしに行くのも悪くないと、彼の誘いを素直に受けることにした。

　佐伯と春馬は同期入社で、入社してすぐの新人研修のときに何かと縁があり親しくなった。同じ融資部に配属され、お互いに仕事の相談や情報交換などをすることも多かった。

　そんな佐伯と同じ支店で仕事をするようになったのは二年ほど前からだ。

「──で、おまえのその浮かない顔の原因なんなのよ？」

　職場からほど近い馴染みの居酒屋で二杯目のビールが運ばれてきた頃、佐伯が春馬に訊ねた。

「プライベートでちょっとね。少しまえに結婚相談所に登録したって話したろ？　そこで知り合ってアプローチしてた女の子と突然連絡取れなくなった」

　春馬が溜息をつきながら零すと、佐伯が飲みかけのビールを吹き出して、驚いた表情を見せた。

「は!?　あの婚活話マジだったのかよ！　え？　で？　どういうこと？　もっと詳しく！」

　思いきり話に食いついてきた佐伯に呆れながらも、春馬は花と知り合ったきっかけや経緯をかいつまんで彼に話して聞かせた。

「なんか、面白いことになってるのな……」

「面白いはひどいな。こっちは真剣に相談してるのに」

「いや、だってさ！　黙って立ってるだけで女が寄って来るおまえが結婚相談所で婚活っていうだけで驚くのに。お試し交際なんて柄にもない提案までした揚げ句に、逃げられるとかさぁー」

　改めて他人の口から聞くと、自分の置かれている状況がかなりひどいと分かる。

「身に覚えないのか？　おまえがその彼女になにかしたとか──」

「分からない。本当に突然だったんだ。それまで彼女に変わった様子はなくて……身に覚えがなさ過ぎてどうしていいか分からない」

　佐伯が話を聞きながら三杯目のビールを注文したが、春馬は元々あまり酒に強くなく、これ以上飲むと自分でもどうなるか分からないため、このタイミングでウーロン茶に切り替えた。

「諦めて次探せば？　こんなこと悔しくて言いたくないけど青柳なら相手選び放題だろー？」

　何気ない佐伯の言葉に、春馬のこめかみがひとりでにぴくりと動いた。

「──それが、できないからこうして悩んでるんだよ！」

　冗談交じりに言った佐伯に悪気がないのはもちろん分かっているが、珍しく感情を昂らせた春馬に佐伯が少し怯んだのは気配で感じ取れた。

「悪い……大きな声出して」

「いや。茶化した俺も悪かった。──けど、青柳がそこまで言うなんて珍しいな。おまえ、昔からモテるけど恋愛に興味なさそうだったじゃん。俺が女の子紹介しても、結局上手くいかなかったし。その子のなにがおまえにとって特別なんだよ」

「……なに、って」

　佐伯に問われて、春馬自身も何が特別なんだろうと考えた。

　取っ掛かりとして見た目の雰囲気が好みだったというのはあるが、一番印象深かったのは彼女があのパーティーの中にいた誰よりも自然体に見えたからだ。

「……なんだろう？　言葉にしようと思うと難しいな。しいていえば──裏表がなさそうな子だなって」

「あー……。女子は確かにそういうのあるな」

　佐伯が腕組みをしながら分かったように頷いた。

「こと女の子に対してはクールな青柳がそこまで粘る相手なんて、逆に興味があるなぁ。俺だって奥さん落とすまでに十年近く掛かってるしな。望みゼロってわけじゃないと思うぜ？」

　昔聞いた話だが、佐伯と彼の妻は高校で知り合ったただの友人同士だったという。

　高校を卒業してお互い県外の大学へ進学したが、二人の友人関係は続いていた。大学二年の頃、彼女のほうに彼氏ができたとき、佐伯はようやく自分の気持ちを自覚したと聞いている。

　それからは彼氏から奪い取るつもりで彼女に想いを伝えたが、相手にされないまま月日が流れていった。彼女が男と別れたあとも友人として傍を離れずにいた結果、彼女が佐伯の熱意に折れたのだそうだ。

「ウザがられても、奇跡の一発逆転！　ってこともあるからな。俺みたいに」

　佐伯は事あるごとにそんな馴れ初めを奇跡だと言うが、実際に二人でいる姿はとても仲睦まじい様子で、春馬の目には双方の愛情が最高のバランスで吊り合っているように見えた。そんな二人を見ているうちに、いつか自分も誰かとこんな夫婦になれたらと思うようになったのだ。

　春馬にとって佐伯夫婦は一番身近な憧れの夫婦像なのだ。

「ウザがられてはいない……と思いたいな」

「え、でもシカトされてんだろ？」

　佐伯がニヤリと笑いながら言った。

「……人が真剣に相談してんのに、傷口に塩塗るようなこと言うなよ」

「はは、悪い。青柳のこんなレアな姿見るの初めてで、ついな。おまえが逃したくないって思うなら、存分に足掻けばいいと思うぜ。そんなに必死になれる相手って滅多に出会えるもんじゃないからな」

　まさに粘り勝ちで好きな相手と結婚に漕ぎ付けたという実体験を伴った佐伯の言葉は、どこか春馬の心に響いた。

「ああ。そうだな……」

　──佐伯の言う通り、諦めるのはまだ早い。

　彼の励ましにほんの少し勇気づけられた春馬は、残り少なくなったウーロン茶を勢いよく飲み干して、大きく息を吐いた。
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　花と連絡が取れなくなってすでに二週間が過ぎ、気付けば九月に入っていた。

　連絡が取れなくなった時点で残り一カ月だったお試し交際の期限も残すところあと十日。こんな状況になってしまっては、残りの日数をカウントしたところで何の意味もないのだが、あのまま順調に交際を続けていられたら彼女は最後にどんな答えをくれたのだろう。

　──いや、これが答えなのか。

　自分の何がいけなかったのだろうか。いくら考えてみても答えは出ない。

　正直に言えば、まだ彼女のことを諦めたくないという気持ちが強いが、もともと強引に交際を迫ったのは春馬のほうだ。

　お試しでならと付き合うことを了承してくれたが、実は彼女の本意でなかったのかもしれないし、もしかしたら彼女にいい相手ができたのかもしれない。考えられる理由をあれこれ想像してみては、ひたすらネガティブになる重い気持ちを持て余している。




　そんなある日、春馬は思い立って久しぶりにマリアージュを訪ねてみた。

　まるで消えてしまったみたいに急に連絡の取れなくなった花のことがどうしても気に掛かり、彼女についてスタッフに話を聞いてみようと思ったのだ。

　今にして思えば、なぜ初めからそうしなかったのだろう。

「……え？　彼女、ここを退会されたんですか？」

　春馬が訊ねると、三輪というベテランの女性コンサルタントが申し訳なさそうに頭を下げた。三輪は春馬の担当コンサルタントで、いつも親身になって話を聞いてくれた。なかなかこれといった相手とマッチングせずに悩んでいた春馬に婚活パーティーへの参加を勧めてくれたのも彼女だった。

「ええ。少しまえに佐倉さまから退会したいと申し出がありまして、先日手続きを」

「急に退会なんて、なにか事情でも？　少し親しくさせていただいてたんですが、もしかしたら僕がなにか気に障ることを……？」

　春馬が訊ねると、女性スタッフが、とんでもないというように胸のまえに両手を広げた。

「いえいえ！　そういったお話は全くありませんでした。ただ……会費等の経済的な理由だと伺ってます……」

　彼女の言葉を聞きながら、春馬はショックを受けていた。

　花が相談所を退会してしまうことまでは、さすがに想定外だった。個人情報などには厳しい昨今、彼女について何か聞き出すことは不可能だろうし、このままでは二度と連絡の取りようがない。

　──諦めるしかないのか。

　理由があったにしろ、そうでなかったにしろ、これが彼女の答えなのだと受け止めるしかないのかもしれない。

　彼女が自分と連絡を取りたいという意思があれば方法はあるのだし、そうしてこないということはつまり──彼女がこれ以上自分と関わりたくないと思っているのだろうと想像できる。

「あの、青柳さま？　大丈夫ですか？」

　そう訊かれて、自分が思った以上に動揺しているのだと自覚した。

「いや……平気です」

「どういたしましょう？　新しいお相手のご紹介をいたしましょうか」

「いえ、今日のところは結構です。また伺います」

　力なくゆっくりと立ち上がった春馬は「ここで結構です」とスタッフの見送りを断って面談室を出た。

　ちょうど同時に向かいの部屋から制服を着た女性スタッフが出て来たので、トイレの場所を訊ねるため声を掛けた。

「あの、すみません。お手洗いはどちらで……」

　そう訊ねながら、何気なく見たその女性スタッフの顔に春馬は思わず釘付けになってしまった。

「お手洗いは、そちらの階段の南側になります」

「あ……ありがとうございます」

　春馬に笑顔を向けながら答えた若い女性スタッフの顔が、佐倉花にそっくりに見えた。

　──似ている！

　そう思ったが、女性スタッフは春馬に控えめに頭を下げただけで、そのまま階段を降りて行ってしまった。

　春馬の知っている佐倉花は長くゆるいパーマがかかった髪をおろしていて、明るい笑顔の印象が強いが、いまの女性は眼鏡を掛けていたうえに髪を後ろでひとつに結んでいた。快活な女性とどことなく控えめな印象の女性、見た目の雰囲気はかなり違っていたが、顔だけはとてもよく似て見えた。

「いや……気のせいか」

　一瞬のことだった。たまたま彼女のことを考えていたから、同じくらいの年頃の女性が似て見えた気がしたのかもしれないし、本当にただの見間違いという可能性もある。

「重症だな……さすがにありえないだろ」

　そう自分に言い聞かせるように呟いてみたが、春馬はさっき見た女性スタッフのことがなぜか気になって仕方なくなっていた。
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「……びっくりしたぁ！」

　昼休憩を終えて一階の事務室に戻った小花は、ほっと安堵の息を吐いた。

　──ほんの一瞬だったし、気付かれてなかったよね？

　更衣室を出た途端、目の前に青柳がいたことに驚いた。

　化粧室の場所を聞かれただけだったが、まさかこんな場所で鉢合わせし、言葉を交わす羽目になるなんて思ってもみなかった小花は、心の中の動揺が大きかったがそれを悟られないよう極めて冷静に振舞ったつもりだった。

「小花ちゃん、青柳さんたったいま帰られたわよ」

　遅れて三輪が事務室に顔を出したので、小花は三輪に駆け寄った。

「三輪さん。いろいろありがとうございました」

「いいのよ。元はと言えば仕事の一環とはいえ、小花ちゃんに監視役なんてお願いしちゃったからこうなったんだもの。上手く言っておいたから」

　飯田と増本には、青柳と外で接触をもっていたことを話していたが、他のスタッフには秘密にしていたため、監視役を引き受けていた間、青柳にアプローチを受けていたことだけ簡単に説明していた。

「ありがとうございます……！　助かりました」

　退会したことにしてもらったのは、そうすれば青柳に『佐倉花』について深追いをされることがないと思ったからだ。

　正直に言えば、お試し交際の終了期限まで彼との関係をそのままにすることも考えていた。期限の日まで何事もないふりをして付き合いを続け、最後に言えばいいのだ。「ごめんなさい」とたったひとこと。

　けれど、このまま彼と会うことを続けてしまえば、小花は自分の心の中に芽生えた気持ちを隠せなくなりそうで怖くなった。

　会えば、そのぶん惹かれてしまう。惹かれれば惹かれるほど、この関係を終わらせることがつらくなる。

　元々、自分に与えられた仕事だけを全うして、彼から離れるつもりだった。

　どのみちいまの関係を壊さなければいけないのなら、できるだけ早いほうがいい──それが小花の出した結論だった。

　小花から連絡を断った日以降も、何度もＳＮＳを通して彼から連絡があったが、小花はそのメッセージには応えなかった。彼からの連絡を無視し続けているうちに、やがて連絡も途絶えがちになった。きっと諦めてくれたのだろうと思っていたのに、まさかマリアージュにまで話を聞きに来るなんて考えてもみなかった。

　突然連絡を断ったことは申し訳ないと思っているが、自分が彼にしたことを考えると、彼に本当のことを話すのも自分が楽になりたいだけのエゴのように思えて、黙って姿を消すこと以外に彼から離れる方法を見つけられなかった。




　それから何日か過ぎて、青柳が再びマリアージュにやって来た。

「小花ちゃん！　いま、青柳さんみえてるから、事務室から出ないようにね！」

　他のお客様の接客中だった三輪の代わりに対応にあたることになった飯田が、小花にそう声を掛けて事務室を出て行った。

　事情を知るスタッフは全員、小花に協力的だった。青柳が来店している時間帯は極力小花が事務室の外に出なくてすむように配慮してくれている。

　三十分ほどして面談室から戻って来た飯田が、真っ先に小花の元にやって来た。

「……どうでした？」

「ちょっと拍子抜けしたけど、ほっとしたぁ！　青柳さん、新しいお相手紹介して欲しいって！」

　飯田の弾んだような言葉に、小花は「よかった」とほっとしたのと同時に胸が締め付けられてギュッと痛くなるような感覚を味わった。

「気持ち切り替えてくれてよかったね！　青柳さんならすぐに次のお相手みつかるよ、ね？　小花ちゃん！」

「はい。私もそう思います」

　女性会員に断トツに人気のある彼が本気になれば、きっとすぐに相手は見つかるはずだ。

「そうと決まったら、早速お相手を厳選しなきゃね！」

　飯田が俄然張り切った様子でＰＣの前に座り、制服の袖をきゅっと捲り上げた。

「飯田さん。それ、私にもお手伝いさせてください！」

　小花も自分のデスクに座り、ＰＣを開くと眼鏡のブリッジを指で押さえて姿勢を正した。

「じゃあ、小花ちゃんは価値観マッチングのほうでお相手ピックアップしてみて。私、条件マッチングのほうで検索して厳選するから」

「分かりました。頑張ります！」

　会員登録時に記載した条件や価値観の情報をもとに、その情報に合う相手をＡＩがピックアップしてくれるのだが、その中から最終的に相性のよさそうなお相手を厳選していくのはコンサルタントの仕事だ。

　コンサルタントは登録された条件のほかに、面談時に知ることが出来るその会員さんの人柄や細かな希望を含めた情報を多く持っているため、担当コンサルタント同士で上手くマッチングしそうな相手を厳選し、会員さんにお勧めしている。

「小花ちゃん、真剣！」

「私も……青柳さんにはいいお相手を見つけてあげたいんです。私が監視役でパーティーに参加したばっかりに、おかしなことになってご迷惑おかけしたわけだし」

　あの時、あの場所に小花が紛れ込んでいなければ、もしかしたら彼は別の相手と出会っていたかもしれない。

　結局、青柳が詐欺師だったのかそうでなかったのかは分からないままだったが、小花が思うにやはり彼が人を騙すような悪い人には思えなかった。

　彼がごく普通に出会いを求めてマリアージュに登録した会員さんなら、やはり彼に似合ういい相手を見つけて幸せになって欲しい──。

　そんなふうに彼の幸せを願いながら、お相手を検索しているうちに、小花は次第に胸が重苦しくなるような感覚にとらわれていくのを感じた。

　画面に映し出される女性会員のデータを見つめながら、彼の隣に自分ではない女性が立つことを想像するだけでもやもやとした気持ちになるのを誤魔化すようにひたすら作業に没頭し続けた。
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　それからしばらく経ち、十月に入ってからも青柳は頻繁にマリアージュを訪れていた。

　飯田がマッチングによって厳選したお相手と何回か面談の日程を組んではいたが、結果として次に繋がらず面談止まりになっていた。

「──ああ、もう！　なんで次に繋がらないんだろ」

　面談室から戻って来た飯田が、はぁと深い溜息をついて自分のデスクに突っ伏したのを見ていた三輪がそっと彼女の肩を叩いた。

「これで五人目ですよ!?　結構いい雰囲気に見えたのに……」

「飯田ちゃん、それは仕方ないわよ。一生を左右する結婚を考えてのことなんだから、そう簡単に事は進まないものよ。焦らないの」

「でも、青柳さん、毎回一度の面談だけなんですよ……！　せめて一度くらい外で会うとか！　しかも面談室でお相手と話してるのを見る限りは決して悪い雰囲気じゃないんですって！　これじゃ、次も断られそう……」

　小花も度々飯田が悩む姿を見ているため、正直どう声を掛けていいか分からない。

　自分にできることがあればと思うのに、結局何もできないのが歯痒くて仕方ない。

「あの……青柳さん、もう帰られたんですよね？　私、面談室片付けてきますね」

　そう断ると、小花はテーブル用の布巾と小さなトレイを持って二階の面談室へ向かった。

　面談室の扉を開けて、出されていたお茶を片付けて、テーブルの上を丁寧に拭きながらつい感傷的な気持ちになる。

　──さっきまで、ここに青柳さんがいたんだな。

　最後に会ったのはいつだっただろう？　最後に会った日も、彼と楽しく食事をして、家の近くまで車で送ってもらって……それから別れ際にキスを──。

　そんなことを思い出しながら、そっと指先で自分の唇に触れた。

「……っ」

　こんなこと思い出してバカみたいだ──と我に返り、再びテーブルを拭いていると、彼が座っていた椅子の上に何かがあることに気が付いた。小花は慌てて椅子を引き、それを手に取った。

「これ、青柳さんのスマホ……！」

　すぐに事務室に届けようと思ったが、もしかしたら彼が取りに戻って来るかもしれないと思って慌てて面談室をあとにしようとしたとき、ちょうどそのスマホを取りに戻って来た青柳と運悪く鉢合わせしてしまった。

「ひゃっ」

　あまりに驚いて小さな悲鳴を上げてしまったが、小花は慌てて口元を押さえ、動揺を悟られないように深呼吸した。

「こちらのスマートフォンはお客様のものでしょうか？」

　そう言って手に持っていたスマホを彼に向かって差し出した。

　慌てず、落ち着いて彼に訊ねることができた。声も普段より少し低めにし、小花は心の中で我ながら上出来だと自分を褒めた。

「あ、どうも。うっかりしていて……ありがとうございました。」

「たったいま事務室に届けようと思っていたところなんですが、行き違いにならなくてよかったです」

　なるべく不自然に見えないよう柔らかく微笑んで椅子を元の位置に戻すと、彼を部屋の外に促して面談室の扉を閉めた。なるべく青柳と視線を合わさないようにしていたが、彼が自分を見ているのが感覚で分かる。

「お客様……どうかされましたか？　お帰り口はあちらですが……」

　声を掛けてみたが、彼は依然何か言いたげに小花を見つめ、そこから立ち去ろうとしない。

　──どうしよう？　もしかして、バレた？　いやいや、大丈夫なはず！　だって見た目の雰囲気は全然違うはずだし！

　だんだん頭の中がパニックになっていく小花に、青柳が尚も真っ直ぐな視線を向ける。

　もう……いますぐここから逃げたい！

　そう思ったが、実際には逃げ出すことなどできず、どうにかして青柳が早くこの場を去ってくれないかと心の中で必死に祈っていると、やがて彼が静かに訊ねた。

「あの……不躾なことを聞いて申し訳ないのですが、あなたによく似たごきょうだいや親戚はいらっしゃいますか？」

　──これ、やっぱり似てるって思われてる!?

　心の中は焦りで一杯だったが、小花は努めて冷静を装いながら彼に向かって微笑んだ。

「……いえ。私は一人っ子ですし、親戚も特に思い当たりませんが」

　小花が答えると、青柳が「そうですか……」とあからさまにがっくりと肩を落とした。

「変なことを聞いて申し訳ない。僕の知っている人が……その、あなたによく似ていて。先日、ここであなたをお見掛けしたことがあったんですけど、それ以来ずっと気になってて──」

　青柳の言葉を聞いて、以前ここで偶然鉢合わせしてしまったときのことを言っているのだということが分かった。

「ああ、そうだったんですね。私、ありふれた顔なので、よく誰かに似てるって言われるんです」

　不自然にならないよう笑顔を見せて小花がその場を立ち去ろうとすると、その行く手を遮るように青柳が目の前に立ったため、小花は思わず身を引いた。

「あの。ごめんなさい……そこを通していただけますか？」

　小花はそう言って彼にそこをどいてもらうよう促したが、彼はなぜかそこを動かない。

「あ、あの……？」

「申し訳ない。悪いんだけど、もっとよく顔を見せてくれないかな？　顔だけじゃない、背格好までまるでそっくりで……」

　そう言った青柳が距離を詰めて来る。

　──待って待って！　なんで食い下がって来るの。違うって言ってるのに！

　小花は後ずさりしながら、心の中で必死に訴えた。

「で、ですから！　他人の空似ではないでしょうか？　私はお客様のことはよく存じ上げませんので」

　なんとか誤魔化して彼の横をすり抜けようとすると、再びその通路を塞がれてしまった。

「顔を見られるくらい平気でしょう。すぐ済みます」

　言葉こそ柔らかいが有無を言わせない青柳の圧に負け、小花は不本意ながらも抵抗を諦めた。

　──大丈夫！　髪型だってメイクだって違うんだし。青柳さん、敏いほうではなかったし、バレっこない。

　祈るような気持ちではあったが、小花が覚悟を決めて顔を上げると、青柳が小花の顔をまじまじと見つめた。

　他人に自分の顔を見つめられるというだけでも緊張するのに、こんなにもじっくり見られることに慣れなくて、思わずそわそわしそうになるのを必死に堪える。

　実際どれくらいの間見られていたのか分からないが、小花にはその時間がまるで永遠のように長く感じられた。

「もういいよ。ありがとう」

　小花が「いえ」と答えて、彼から少し距離を取ると、青柳が「最後に、もう一つだけ」と前置きをしてから、

「首の後ろをみせてくれないかな。ちょっと、確認したいことがあるんだ。ほんの一瞬で済むから」

　と言った。

　小花はそれにどういう意図があるのだろうと思ったが、早くこの場から立ち去りたい一心で大人しくそれを了承した。これ以上あれこれ追及を受けることを思えば、素直に要求に従ったほうがマシだと考えたからだ。

「このままで、いいですか……？」

「うん、そう。ごめんね、変なお願いをして。心配しないで。絶対に触れたりしないから」

　そう言った青柳が一歩距離を詰めて小花の首の後ろを覗き込んだことに驚き、慌てた拍子に壁に軽く背中をぶつけた。

「あの……もう十分ですよね。私、仕事がありますので」

　そう言って、小花は青柳を振り切るように階段を降りた。

　本来ならば、スタッフはお客様である青柳を玄関先までお見送りしなければならないのだが、この時の小花にそんなことができる余裕は全くなかった。




　その日、仕事を終えた小花は、飯田と増本と一緒に店を出た。

　小花と増本は電車通勤で、飯田はバス通勤のため、皆揃って駅に向かう。

　バスターミナルへ続く駅の北口で飯田と別れ、増本は駅ビルの中の書店に寄ってから帰るということで、小花は駅ビルの入り口のところで増本とも別れた。

「次は……二十六分か」

　改札口の前で次の電車の時間を確認するために少し立ち止まると、背後から「佐倉さん！」と呼び掛けられ、小花の心臓が跳ねた。

「待ってくれないか……。佐倉花さん」

　気のせいかと思ったが、もう一度呼び掛けられて、小花はその声の主に確信を持った。

　そもそもこの偽名はマリアージュのスタッフ……つまり限られた人間しか知らない。いまだに小花を『佐倉花』と呼ぶ人物は、たった一人しか心当たりがないのだ。

　恐る恐る振り返った先に青柳の姿を認め、小花はある種、絶望的な気持ちになった。

　反射的にその場から逃げようとした小花を青柳が追い掛けてくる。

　ちょうど数分前に到着した下り電車から降りた客が、改札口に波のように押し寄せてきて、先を塞がれる形になった小花はいとも簡単に青柳につかまってしまった。

　表情は穏やかさを保っているが、彼が小花の腕を掴む手には力がこもっている。

「佐倉花さん──いや、きみは誰？　一体何者なの」

　しまったと思った。

　仕事を終えた小花は、結んでいた髪を下ろし、眼鏡も外してしまっている。メイクはそのままだが、いまの小花の姿は青柳の知っている花でしかない。

「ど、どうしてこんなところに……？」

　青柳が黙ったまま小花を見ている。

　普段穏やかな彼の目に怒りに似た悲しみの色が滲み、昼間会ったときとは違った何かを確信するような真っ直ぐな視線から目を逸らせなくなってしまった。

「やっぱりきみが佐倉さんだったんだね。昼間会ったとき、確信したんだ。だから、確かめに来た。きみが何者なのか」

　──確信？　一体なにでバレたの？

　小花は昼間青柳に会ったときの自分の行動を振り返ってみたが、特別なことはなかったように思う。

「だから……人違いだと……」

　言いかけた小花の言葉を遮るように、青柳が腕を掴んだままの手とは反対の手で小花の長い髪を掻き分けて首の後ろに触れた。

「な、なにして……？」

「僕の知ってる佐倉さんには、項に小さなホクロがあった」

　そう言われて小花は彼の手を慌てて振り払って項をさすった。

「そ、そんなの、べつに珍しくもないでしょう？　首の後ろにホクロがある人なんて世の中にたくさんいると思います」

「そうかもしれないね。でも、佐倉さんのホクロには特徴があってね。まぁ、見えないところだからあまり自覚がなかったのかもしれないけど、きみのホクロは三つのホクロが綺麗な二等辺三角形をしているんだ。誰かに言われたことない？」

　──そうなの!?

　小花は思わずさっき青柳が触れたところを隠すように手で覆った。

　幼い頃からホクロが三つあることは親に言われて知っていたが、形まで指摘されたことはなかったし、常に目に触れるわけではないため、これまで特に気にしたこともなかった。

「そんな特徴、同一人物だとしか考えられない。それだけじゃないんだ。実は、店を出てからここまできみたちのあとをつけて来た。さっきまで一緒だった男性もあの相談所のスタッフだよね？　イベントで何度か顔を合わせたことがある。もう言い逃れはできないよ。ちゃんと話を聞かせてくれるかな」

　こちらを真っ直ぐ見つめる彼の目は、完全に小花が『佐倉花』であるという確信を持っている目だった。

　しかも、増本のことも気付いている。さすがにこれ以上誤魔化すのには無理があると観念し、小花は黙ったまま頷いた。
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　春馬は、自分が追い詰めたことによって委縮し切っている花を自宅マンションに連れて帰って来た。

　春馬が知る限り明るく快活な印象の彼女が、まるで別人のようなしおらしい姿になっているのをなんとも不思議な気持ちで部屋に迎え入れた。

　──女の子は怖いな。髪型や服装だけで見た目の印象がガラッと変わる。

　こうしてまじまじと見れば、マリアージュで彼女を見た時にすぐに気付かなかったのが不思議なくらいなのだが、髪型が違っていたり、眼鏡のあるなしで、全くの別人のようにも見える。

「座って」

　春馬が促すと、彼女が遠慮がちに大人しくソファに座った。

　まるで初めて部屋に招いたときのようだと、ほんの少しまえのことを思い出す。

　春馬が冷蔵庫からお茶を持って行くと、花が緊張したように姿勢を正した。

「どうぞ」

「ありがとうございます……」

　隣に座ろうかとも考えたが、これから話をするのに彼女の表情が見たいと思い、春馬は彼女の真正面ではなくテーブルを挟んだ斜め向かいの位置に腰を下ろした。

「いきなり本題に入るけどいいかな？　きみは、本当は誰なの？　どうして別人だなんて……」

　彼女は一瞬身構えたが、しばらくの間黙って何か考えたあと、覚悟を決めたように顔を上げた。

「私の本当の名前は……桜井小花といいます。青柳さんがお察しのとおり、マリアージュの……あの結婚相談所のスタッフです」

　──やはりそうだったのか。

　春馬はマリアージュで見かけた花にそっくりな女性のことがずっと気になっていた。

　初めは他人の空似かと思ったのだが、全体的な雰囲気は違っているが、顔つきだけでなく背格好まで花に似ている彼女がどうしても他人とは思えず、マッチングや面談を口実に何度もマリアージュに通って会える機会を窺っていた。

　そして今日、偶然にも彼女と会うことが叶った。

　春馬はこの機会を逃してなるものかと彼女を問い詰めてみた。

　彼女は〝他人の空似〟であることを強調したが、見れば見るほど顔や背格好ばかりか、声までそっくりだ。赤の他人で、ここまでそっくりなことがあるだろうか？

　そう考えた春馬は、彼女が自身の知っている佐倉花と同一人物である決定的証拠を確かめ、ようやく確信を得た。

　仕事を終えた彼女をつかまえて詳しい話を聞き出そうと店の近くで待っていたところ、彼女が春馬の面談の担当をしてくれている飯田という女性コンサルタントと、もう一人いつかのイベントで顔を合わせたことがある若い男性と連れ立って出てきたことで自分の憶測が間違いではないと確信した。

「じゃあ……改めて桜井さん。僕はべつに怒っているわけじゃないんだ。ただ、不可解なことが多くて……戸惑っているのと、正直寂しいような悲しいような……なんともいえない複雑な気持ちにはなっている」

　春馬の言葉に、小花が大きく頷いた。

「なにか言いにくいことがあるのかもしれないけれど、事情を話してくれないかな」

　小花が小さく息を吐いてテーブルの上のグラスを手に取ると、お茶を一口飲んでからゆっくりと顔を上げて春馬を見つめた。

「私は……あなたに嘘をついていました」

　彼女が覚悟を決めたように、はっきりとした口調で言った。

「詳細までは話せないんですが──あることがきっかけで、業務の一環として会員さんの安全を守るためにスタッフの中に専属の監……いえ、見守り役を置くことになったんです……」

「見守り役？」

「マリアージュで会員さん同士の婚活イベントが定期的に開催されているのは、青柳さんも参加されたことがあるのでご存知ですよね？」

　春馬が初めに参加した婚活パーティーをはじめ、グランピング、陶芸、料理教室など実に様々なイベントが開催されていることは知っている。

「もちろん」

「大勢の会員さんが参加するイベントで、私は会員さんたちがトラブルに見舞われないよう見守る業務に就くことになったんです」

　彼女は自分たちが初めに出会ったパーティーの場が、見守り役としての初仕事だったことを春馬に告白し、春馬に興味を持たれたことは全くの想定外で、戸惑いがあったことも正直に話してくれた。

　春馬は話を聞いているうちに、普段は相談所のコンサルタント業務に就いている彼女が自分に興味を示さなかったばかりか、春馬の誘いにも消極的であったことにようやく合点がいった。

「迷惑だったなら、はっきり断ることもできたよね？」

「もちろん、そうできたらって……思ってました！　でも、青柳さんすごく強引だったし、断ろうとしたけど、もう少し話したいって何度も。それに、青柳さんはうちの大事な会員さんだし……断って傷つけたら申し訳ないと思って」

　彼女に言われて、確かに自分が強引だったのが一因でもあると反省し、気遣われていただけなのかと静かに肩を落とした。

「だから私……青柳さんに嫌われちゃえばいいんだって考えたんです。初めてランチしたときのこと覚えてます？　これでもかってくらい全身アイドルグッズで固めてデートに挑んだのに、青柳さん私といるの恥ずかしがるどころか、全然気にする様子もなくて」

　花──いや、小花の口調が、春馬の知っている口調に変わった。

「あれ、僕に嫌われようとしてたの？」

「そうですよ。普通引きますもん、あんなの。なのに……青柳さん、興味深そうにあれこれ質問してくるし。変な人だなって思いながらも、私もいろいろ聞いてもらえるのが嬉しくて、夢中になってしまって……」

　彼女が、その時のことを思い出したように小さく笑った。

「次こそお断りしなきゃって思ってたのに、青柳さんとお話しするの、とても楽しかったんです。だから、そのあとは……断り切れないままずるずると」

　彼女にとって嘘のない言葉なのだろうということは感じられたが、やはり少しショックだった。

　必死にアプローチをして、やっとのことでデートに漕ぎつけたと思っていたのに、彼女にとってはただ断り切れなかっただけで、了承してくれたことに特に意味はなかったのかとひどく落胆した。

「お試し交際の提案も、かなり迷いました。でも、青柳さんすごく一生懸命だったし、期間限定ならって……」

「そこまでで断るつもりだった？」

「……はい」

　小花が申し訳なさそうに、でもはっきりと頷いた。

「ただ、青柳さんと会ううちに少しずつ気持ちが変わっていったんです。お試しとはいえ、男の人と付き合うってこんな感じなんだなって。青柳さん……ちょっと変わってるけど優しいし、なにより一緒に過ごすのが楽しくなってしまって。一緒に食事をするのも楽しかったけど、水族館デートや青柳さんのお家に行ったのもすごく楽しかったな」

　そう言った彼女が、これまでの春馬がよく知っている笑顔を見せた。

「その先のことも──私、経験がなかったから好奇心のほうが大きかったけど。青柳さんとなら嫌じゃないなって……初めてが青柳さんならって」

　小花が言いながら恥ずかしそうに、テーブルの上に視線を逸らした。

「……他の男の人だったら、同じことできなかったと思います。青柳さんだから怖くなかったし、してみたかったんだと思う……って私なに言ってるんだろう？」

　小花が恥ずかしさに耐えきれなくなったのか、両手で顔を覆った。顔を隠していても、髪を耳に掛けているため、その耳まで赤くなっているのが分かる。

　──ああ、やっぱり思った通りだ。

　事情があって結果として春馬に嘘をついていることになっていたが、彼女がくれる言葉や行動には計算はなく、その時の行動や自分に掛けてくれた言葉はきっと紛れもない小花自身のものだったのだろう。

　もうダメかもしれないと諦めかけていた気持ちが少しだけ回復し、一縷の望みが見えた気がした。

「そんなふうに思ってくれていたのなら……突然、連絡を断ったのはなぜ？」

　春馬は彼女に一番聞きたかったことを訊ねた。

「……青柳さんに、嘘をついてるのが苦しくなったから」

　小花がぽつりと呟く。

「うちの相談所はスタッフと会員さんの恋愛は原則禁止なんです。スタッフの私が、会員さんに恋したらダメでしょう？　私、この仕事を辞めるつもりはないし、それならもう会わないほうがいいんじゃないかって思って。連絡を断てば青柳さんも諦めてくれるかなって……」

　春馬は、小花の何気ない言葉を聞き逃さなかった。

「待って。僕に……恋してくれてたの？」

　そう訊ねると、小花がはっと顔色を変えた。動揺しているのか彼女の目が揺れている。

「だったら、僕が相談所を退会すれば問題ないんだよね。そうすれば……」

　春馬が言うと、小花が困ったような表情を返した。

「どうしてそんなこと簡単に言うの。どうして私なの？　青柳さんには私よりもっとお似合いの人がいると──」

「僕が、きみでなければ嫌なんだ！」

　春馬は彼女が言い掛けた言葉に被せるように強い口調で言った。

「きみがいいんだ。きみはいつだって真っ直ぐな言葉をくれる。自分の好きなものをキラキラした目で語る姿がとても魅力的だし、好きなものを美味しそうに食べるところも、よく笑うところも、僕の祖母に優しいところも……。知り合ってまだ数カ月だけど、もっときみのいろんな顔を知りたいって思う。そんなふうに思う女性に出会ったのは初めてなんだよ……」

　自身の言葉に嘘はなかった。

　三十歳にもなれば、それなりに女性と付き合った経験はある。告白されることもあったし、友人に勧められることも多かった。試しに交際してみたが、周りからどんなに美人で魅力的だと言われる女性にも、正直あまり興味を持てなかった。

　付き合ってしばらくして必ずといっていいほど、どの相手にも同じことを言われるのだ。

『あなたは、私を好きじゃないでしょう──？』

　相手にどんなに好きだと言われても、嫌われるよりは好かれているほうがいいと思う程度で心が動くことがなかった。

　昔から他人の言葉の裏に透けて見える本音には敏感だった。こちらが冷静でいればいるほど、彼女たちは春馬の本音にも気付いていく。

　もしかしたら、自分は一生人を好きになれないのかもと思っていた。そんな自分に焦りを覚えて結婚相談所に登録して、そこで小花に出会った。

「僕は、桜井小花さん……きみをもっと知りたいと思うんだ。これまではこれまで。これからは本当のきみを、もっと知りたい」

　もっと他に大人らしい、気の利いた言葉があったんじゃないかとは思ったが、このときの春馬に自分を飾る余裕はなかった。飾った言葉なんて意味がない。春馬自身が、彼女に対してありのままの姿を求めているのに、自分が自分のありのままをさらけ出さなければ意味がないと思った。

「今度こそ、僕と──本気で付き合ってくれないかな？」

　春馬が言うと、小花が驚いたように春馬を見つめた。

「待ってください。私……嘘つきですよ？　ずっと青柳さんのこと騙してたんですよ？」

「きみが望んでいたことじゃない。業務の一環だったんだろう？」

「今だって……青柳さんに隠し事たくさんしているかもしれないです」

「僕だって、きみにすべてをさらけ出してるわけじゃない」

「それに」

「いいんだ、それでも。ただ──僕の本気の気持ちだけはちゃんと受け止めてほしい」

　そう言って春馬が腰を上げて小花の傍に座り直して、そっと彼女の手を取った。

「正直に言うとね。嘘がどうとか、きみが何者かなんてどうでもいいんだ。僕はただきみのことが好きで、きみを手放したくない……それだけなんだよ」

　本当、我ながら支離滅裂だと思う。

　女性の嘘が苦手だとか、透けて見える本音が苦手だとか言っておいて、彼女の嘘だけは特別に許容してしまうのだから。

「桜井小花さん。きみの本当の気持ちを聞きたい。僕のこと、どう思ってる？」

　そう訊ねると、握ったままの彼女の手がピクッと震えた。

「……このまま僕と付き合うのは嫌？」

　春馬が訊ねると、小花がゆっくりと顔を上げて訊き返した。

「青柳さんは──いいの？　別人のふりしてあなたを騙してた私を許してくれるの？」

「許すもなにも、最初から怒ってないよ。ただ、知りたかったんだ。きみがどうして突然姿を消すようなことしたのか。何か理由があるなら知りたかった。もし本当に僕のことが嫌になったのなら諦めるつもりでいたんだよ、これでも」

　春馬が言うと、小花の目がうっすら涙で滲み、表情がくしゃっと歪んだ。

「……嘘ついてて、ごめんなさい。青柳さんのこと、嫌になったりしてない。本当はずっと気になってた。青柳さんに会えないのもすごく寂しかった……こんなふうに思うのも初めてで。でも立場もあるし、騙してる罪悪感もあったから……もう会うの止めなきゃって思って……」

　滲んだ涙を零さないよう必死に堪える小花の姿に、愛おしさが湧き上がる。

「本当にごめんなさい……」

　春馬は彼女が自分のことを嫌になって連絡を断ったわけではなかったということに、心の底からほっとしていた。

　──こんなことを思うなんて。

　以前なら、自分の元から去った人間を追うようなことは決してしなかった。

　本当に不思議だと思う。彼女のなにが自分をそこまで惹きつけて、離したくないと思わせるのか。

「いまの言葉が嘘じゃないなら、僕はもう遠慮しなくていいんだよね」

　春馬の言葉に小花が身を引いた。これまでなら、彼女が少しでも怯える気配があればその手を止めて彼女の意向を聞いたが、今日は抑えられなかった。

　彼女の答えを待つくらいはしてやれたはずなのに、今夜の自分にそんな余裕はなかった。









第九章











　青柳から正式に交際を申し込まれた小花は、新たな気持ちで彼と向き合うことを決めた。

　小花は監視役を解かれ、青柳は十月付けでマリアージュを退会した。

「あの人の退会、がっかりしてる女性会員多いんじゃねぇの？」

　一緒に昼休憩を取っていた増本が、小花に意味ありげな視線を送ってきた。

「仕方ないよ。結局、青柳さんにバレちゃったんだもん。小花ちゃんの正体」

「……申し訳ない、です」

　小花が自分の不甲斐なさを反省して小さくなると、増本がニヤリと笑った。

「親しくなれば、いくら髪型やメイク変えたところで分かるもんな。桜井、あの人にガッツリアプローチされてたからなぁ。まぁ、よかったんじゃないか？　結局あの人に怪しい点もなかったんだろ？　相手が会員でなくなったなら二人が付き合ってもなんの問題もない」

　青柳の動向を探るために、小花が彼と親しくなっていたことを知っている二人は、急な青柳の退会を受けてすぐにピンと来たようだった。

「なんか悔しい！　風矢くんのほうがかっこいいとか言って、青柳さんに全く興味なさそうだったのに」

「ご、ごめんなさい……」

　自分でも想像もしていなかった。まさか、自分が本当に青柳のような男性と付き合うことになるなんて。

「それにしても。小花ちゃんにリアル彼氏ができるなんて感慨深いわ。ね、増本さん？」

「はは、そうだな。よかったな、桜井」

　先輩二人にはこうして弄られているが、彼らが自分たちの関係を好意的に受け止めてくれているのは小花にとってありがたかった。




　青柳との付き合いは順調で、週末には少し遠出をしたり、彼の部屋に泊まったり、ごく自然に恋人としての距離を縮めている。

　今夜は仕事帰りに彼の部屋を訪れていた。

「わぁ、いい匂い！　おいしそう！」

　休みだった彼があらかじめ食材を用意してくれて、二人で鍋料理を作った。

　ダイニングにカセットコンロを用意して鍋を囲む。

「青柳さん、ビールでいい？」

「うん。小花のもあるよ。甘いのが良ければ奥に入ってるから」

　明日は二人とも休みのため今夜は時間を気にせずゆっくり過ごすことが出来る。

　これまでは外で食事をすることが多かったが、最近では彼の家で食事をすることも増えた。料理はそんなにしないと言っていた青柳だったが、その腕前はかなりのものだった。

「青柳さんって、本当なんでもできるんですね」

　料理だけでなく、掃除や洗濯など家事はお手の物だ。

「できるってほどじゃないよ。一人暮らしが長いから自然と身についただけでね。料理は特に振舞う相手がいてこそでしょ」

「ふふ。それは分かります」

　付き合いが親密になっていくにつれ、知らなかったことが見えてくるのが楽しい。

　彼と一緒にゆったりとした時間を過ごすことにも少しずつ慣れて来た。

　動画配信サイトで以前から興味のあった映画を観ながら小さな欠伸をすると、それに気付いた青柳が小花の頭をそっと支え、肩に寄り掛かるよう言った。

「もう疲れた？　今日は仕事が特に忙しかったのかな」

「大人数のパーティーの担当だったんですよ。初めて進行役を任せてもらえて朝から緊張してたから、その疲れかな？　お腹もいっぱいになったし、青柳さんの傍で気が緩んだのかも」

　小花が彼の肩に頭を預けながら答えると、彼が小さく笑った。

「いま、なんで笑ったの？」

「いや。僕の部屋ではずっとガチガチに緊張してた小花が、こんなにリラックスした姿を見せてくれるようになったんだなと思ったら感慨深くてね。嬉しいんだよ」

　そう言った青柳が小花の頭を撫でて、そっとソファから立ち上がった。

「先にお風呂入れてくるよ」

　彼がリビングを出て行く気配を感じながら、彼の部屋がいつの間にか小花にとっても落ち着ける場所になってることに気付いて、なんだかくすぐったい気持ちでいっぱいになった。

　そのままうとうと眠ってしまったようで、気が付くと小花はソファに横たわっている状態だった。

「いつの間にか寝ちゃってたんだ……」

　小花の身体の上にはブランケットが掛けられていたが、リビングに青柳の姿はなく、テーブルの上に小花の飲みかけのお茶のグラスが残されてあった。

「どこ行ったんだろう……お風呂かな？」

　そう思って立ち上がったが、リビングの扉の向こうの廊下には明かりがなく、代わりに寝室のほうから話し声が聞こえたことで、彼が誰かと電話をしているのだということが分かった。

「またお仕事の電話かな」

　最近、夜遅くに青柳のもとに連絡が来ることが増えたような気がする。

　彼の職業柄、会話の内容が企業や個人の情報に関わることもあるため、仕事の電話に関しては小花の前ですることを避ける。

　しばらくすると青柳がリビングに戻って来て、目を覚ました小花に気が付いた。

「目が覚めた？　疲れてたみたいだからそっとしておいたけど……。小花が好きだって言ってた入浴剤入れといたから、お風呂に入っておいで」

「ありがとう……」

　洗面室に行くと洗濯機の上には小花の為の着替えとタオルが準備されていた。

　いつの間にか彼の部屋に小花専用の物が増え、用意された着替えは二人で買い物に行ったときに買ったものだ。お気に入りの化粧品、お気に入りのボディーミルク、それらが洗面室の小花専用のスペースに収められている。

　──いいのかな。こんなに甘やかしてもらって。

　青柳以外の男性と付き合った経験がない小花にとって、他と比べようもないのだが、それでも彼に大事にされているのを実感する。

「こんな人のこと、疑ってたなんて……」

　事情があって相談所のスタッフであることを隠していたことは彼に話したが、その真の事情までは未だきちんと彼に話せていない。本当のことを話したほうがいいのか、このまま黙っているほうがいいのか──。

　詐欺師かもしれないって疑って近付きました……なんて言えるわけがない。

　本当のことを話したら、彼は幻滅するだろうか。彼が自分に優しければ優しいほど、大切にされればされるほど、この幸せを壊したくない気持ちと罪の意識に悩まされていく。





　　　＊　＊　＊






　三輪と飯田の誘いを受け、仕事帰りに飲みに行くのは小花にとって随分久しぶりのことだった。駅の隣の百貨店の最上階にある三輪のお気に入りの創作居酒屋で飲むのが、このメンバーで集まったときの定番コースだ。

　ベテランの三輪とは親子ほど歳が離れているが、よく一緒に飲みに出掛ける。

　三輪が毎年新人の教育係をしているため、若いスタッフたちにとって彼女は誰よりも頼りになる先輩であり新人たちが彼女によせる信頼も厚い。とても面倒見がよく、気さくな性格の三輪に個人的な悩みを打ち明けることもあるくらいだ。

　テーブルに運ばれてきたビールのグラスを掲げ、まずは乾杯をした。

「飯田ちゃん！　石いし川かわさんたちのご成婚、頑張った甲斐があったね。おめでとう！」

「ありがと、三輪さん。私も今回は自分のことみたいに嬉しい！」

「おめでとうございます、飯田さん！」

　今日は飯田が担当していた会員同士がようやく結婚する運びとなった。二人をマッチングさせて、長いこと見守っていた担当の飯田にとってその喜びはひとしおで、三輪がお祝いに飲みに行こうと声を掛けてくれたのだ。

　居酒屋は通路に面したところ以外は壁に囲まれた半個室の造りになっているため、気兼ねなくお喋りに花を咲かせることができるという点で皆のお気に入りの場所だ。

「この仕事、大変なことも多いけど、こうしてご成婚決まるとやっぱり嬉しい！」

「うんうん、分かるわ！　私もそのたびに嬉しいって思うもの」

　小花も三輪や飯田のサポート役として何組ものカップルの成婚を見守ってきたが、結婚に前向きな二人の幸せのお手伝いができることは本当に嬉しいことだと思っている。

「いいなぁ……！　私も三輪さんや飯田さんみたいにたくさんの幸せのお手伝いできるようになりたい」

　小花が言うと、三輪がふふっと笑った。

「小花ちゃんもすぐに飯田ちゃんみたいになるわ。この間、入会してくださった大おお山やまさん覚えてる？　彼女、小花ちゃんの丁寧で真摯な説明がすごく良かったって……こういう一生懸命なスタッフさんがいるところがいいって思ったって入会決めて来てくださったのよ」

　つい先日、相談所に興味を持って話を聞きに来てくださったお客様に入会説明をした覚えがある。小花の説明を熱心に聞いてくれていた女性客で、その場で入会とはならなかったが、後日入会を決めて来店してくださったのだ。

「せっかくだから、このまま小花ちゃん担当してみる？」

「……いいんですか!?　私がしても？」

　これまで小花は先輩たちのサポート業務が主で、一人のお客さまの入会から成婚まですべてを任されることまではなかった。

「そろそろ小花ちゃんにも一からお客様を任せていこうと考えてたからいい機会だと思うのよ。どう？」

「やります！　やらせてください」

　小花は嬉しさのあまり前のめりに返事をした。

「やったね、小花ちゃん！　じゃあ、もう一回乾杯しないと！　ね？」

　飯田がグラスを持ち上げたので、三輪も小花もそれにならってグラスを鳴らした。

　三人で集まるときはこうして仕事の話もするが、たわいのない雑談で盛り上がることがほとんどで、話題のドラマの話でひとしきり盛り上がったあと、三輪が席を立って再び戻って来るなり興奮したように報告してきた。

「ね、聞いて！　向こうの席にうちの会員さんだった青柳さんがいたのよ……ビックリしちゃった」

　思いがけない名前が三輪の口から飛び出して、小花は思わず三輪の顔を凝視した。

「青柳さんって、あの？」

　飯田が三輪に確認するように訊ね、ちらりと小花の顔を見た。飯田はもちろん小花と青柳の関係を知っているのだが、三輪にはまだそのことを話せずにいる。

「そう、あの青柳さん！　まぁ、会ってもおかしくないか。彼、確かこの近くの三つ葉銀行にお勤めだったものねぇ。しかも、とんでもない美女と一緒だったわ！　彼が急に退会したのってそういうことだったのかしら？　いいお相手が見つかったんならよかったわよねぇ」

　何も知らない三輪の言葉を聞いて内心穏やかではない小花に、飯田が気を遣うように目配せをしてきた。

「えー、職場の同僚とかじゃないんですか？　仕事帰りの一杯……みたいな？」

「そうかしら？　一緒にいた女性、銀行にお勤めとは思えないかなり派手な雰囲気だったわよ」

　飯田が気を遣ってフォローしてくれているのは分かったが、思った以上に動揺しているのか、その証拠に鼓動がやけに速くなっている。

　──女の人といっしょなんだ。どういう関係なんだろう？

　そう思ったが、飯田の言うように職場の同僚と飲みに来ているということも大いに考えられる。小花は大きく呼吸をして、とりあえず心を落ちつかせた。

　そのあと三輪と飯田のお喋りはまた別の話題に移っていき、小花は二人の会話を聞きながら相槌を打っていたが、やはりどうしても三輪が見たという女性のことが気になってしまった。

　小花は化粧室に行くふりをして席を立ち、さりげなく通路を歩きながら二人の姿を確認した。彼はたぶん仕事帰りなのだろう、見慣れたスーツ姿だったが、その表情はリラックスしているように見えた。

　彼の向かい側の席に座る相手の女性は──ほんの一瞬その姿を確認できただけだが、確かにとても美しくて魅力的な女性だった。

　歳はたぶん青柳と同じくらいで、真っ黒な長い髪に完璧なメイク。雑誌から抜け出て来たファッションモデルのような容姿は、同じく人の目を引く容姿の青柳とお似合いで、その空間だけがまるで別次元のように見えた。

　──綺麗な人。誰だろう、あの女性。

　仕事関係で付き合いがある人のようにも見えたが、そうでないようにも見えた。

　再び席に戻った小花は、お喋りに花を咲かせる三輪と飯田の会話に加わったが、青柳と女性のことが気になってその内容は頭に残らず耳を素通りしていっただけだった。
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　青柳と謎の美女が会っていたのを目撃してからというもの、小花は悶々とした日々を過ごしていた。

　小花も仕事帰りに同僚と飲みに出掛けることはあるし、彼にだって当然そういったことはあるだろう。頭では分かっているのに、なんだかずっと胸の奥がもやもやとしている。

　こんな感情を持つのが初めてで、それを自分の中でどう処理していいか分からない。

　ただの仕事関係の人と考えるのが一番自然な気もするが、いつまでも女性のことが引っ掛かってしまう。それになぜだか分からないが、自分があの女性を知っている気がしてならないのだ。




　そんなある日の週末、この日は青柳が休日出勤をしていた。

　夜は二人で過ごそうと言われ、休みだった小花が合鍵を借りてあらかじめ夕食の準備をし、二人で楽しく食事をしたあとリビングで寛いでいたときのことだった。

　青柳がたまたまトイレに立った際、リビングのテーブルの上の彼のスマホが鳴った。

　何気なくスマホに視線を移した時、画面に〝桂かつら木ぎ都みやこ〟という女性の名前が表示されていた。

　──女の人だ。誰だろう？　もしかして、あの綺麗な女性？

　そんなことを考えているうちに青柳が戻って来て、鳴っている電話に気付くと、スマホを手に取った。

「もしもし。……ああ、うん。ごめん、いまはちょっと。融資額の件だろう？　いま、手元に詳しい資料もないし、あとで折り返す。ああ、分かってるよ」

　それだけ言うと、彼はあっさりと電話を切ってしまった。

「あの、電話……よかったんですか？」

「うん。大丈夫。ちょっと込み入った話でね、長くなりそうだから」

　そう言っていつものように小花に優しい笑顔を向けた青柳だったが、仕事関係の相手にしてはやけに砕けて聞こえた彼の口調に少し胸がざわざわしてしまった。

　相手が女性だということと、その相手と親し気だったということも気に掛かるが、お金の話をしていたことも気になった。

　──青柳さん、確か融資業務担当だったよね。私、彼の仕事のことなにも知らない。

「そういえば……銀行の融資部のお仕事って、どういうお仕事なんですか？」

　小花が訊ねると、青柳が不思議そうな顔をした。

「ん？　急にどうしたの？」

「あ、いや……。私、青柳さんが普段どんなお仕事してるのかよく知らないなってふと思って」

「ああ、なるほど。ざっくり言えば……小花の仕事と少し似てるのかな。お客様の相談にのってよりよい方法を提案するって意味で」

　小花が小さく首をかしげると、青柳がふっと笑った。

「個人のほうだったら多少イメージわくと思うけど、いわゆる住宅ローンとかマイカーや教育資金の類が個人融資。対して法人……つまり企業を相手に融資の相談にのるのが法人向けの融資。簡単に言うと、企業の運転資金や設備資金の相談にのって、実際に銀行がお金を貸すにあたって資金の妥当性を確認したり、事業計画に基づいて審査を行って融資額を決めたり……ってちょっと難しいか」

　そう言った青柳が誤魔化すように笑って「喉渇いたな」とキッチンに立った。

　──なんか、軽くはぐらかされた？

　融資業務に携わっているのなら金銭絡みの話題が出てくるのは当然だと思うのに、このタイミングで彼と知り合った当初に女性会員から聞いた話を思い出し、彼が詐欺師かもという忘れかけていた疑念まで再燃する。

　女性会員が言っていた男は銀行員を名乗っていた。年齢三十歳前後のイケメン。

　それだけで──と思うかもしれないが、共通項があるというだけで思考が悪いほうへと引っ張られて、しなくてもいい悪い想像をしてしまう。

「……まさか、ね」

　それからも、小花が一緒にいるときに何度か同じように電話が掛かって来た。

　電話が掛かって来るのはいつも少し遅い時間帯で、ただの顧客がそんな遅い時間に頻繁に連絡をしてくるだろうかとますます気に掛かるようになった。

　話の内容が聞こえないよう、青柳はいつも小花から少し距離を取って電話を受けているが、ところどころ聞こえてくる青柳の声からはやはりお金に関係する言葉が聞こえてくる。

　本当に融資の話？　それとも、私になにか聞かれたくない隠しごとがある──？

　青柳に限って……そう思うのに、いまだに彼が詐欺師なのではないかと心のどこかで疑ってしまう自分に嫌気がさす。




　心の中はずっともやもやしたままだったが、それから青柳の仕事が忙しくなりしばらく会えない日が続いた。

　仕事帰りのデートの機会もなく、この日も小花は仕事を終えてひとりで駅に向かっていた。帰宅ラッシュの時間からは少し外れているとはいえ、まだ街は人通りも多い。

　クリスマスが一カ月後に近付き、街はすっかりクリスマスムードが広がっている。街路樹はイルミネーションで彩られ、ショーウィンドウにもクリスマスツリーが飾られているのを見ていると、少しわくわくしたような気持ちになる。

　駅前の送迎レーンには車の長い列ができていて、出張や旅行などで大小のスーツケースを持った人々がそのレーンで迎えを待っている。

　普段なら気にも留めないような日常の光景なのだが、この日はその送迎レーン近くでクラクションが鳴り、小花もその音のしたほうを見た。

　車同士の接触未遂のようで大事には至らなかったようだが、小花はこのときその目線の先に見知った男の姿を見つけた。

「あれ、青柳さん……？」

　誰かを待っているのか、その送迎レーンの端に立った青柳は時計を気にしている。

　──なにしてるんだろう？　仕事帰りなのかな？　こんなところで偶然会えるなんて！

　小花が彼の元へ向かおうとしたその時、彼の目の前に停まった車から見たことのある女性が降りて来たのが見えて足を止めた。

「え……？」

　特徴的な長い黒髪とシンプルながらも洗練されたファッション。まるでモデルのようなスラリとしたスタイルの彼女の姿はとても目立つうえに、見間違えるはずがない。

　車を降りて来た彼女が親し気に青柳に手を振り、彼の腕に自分の腕を絡ませ、彼女のほうから青柳の頬にキスをしたのを目撃した小花はその場で固まってしまった。

「──っ」

　小花は小さな悲鳴を上げそうになった口元を慌てて押さえ、離れたところにいる二人の姿を信じられない思いで見つめていた。

「嘘……」

　小花が茫然としていると、彼女に腕を引かれた青柳が彼女の車の助手席に乗り込む。

　そのまま女性がハンドルを握ると、ゆっくりと車が走り出し、小花のすぐ近くを横切って行った。

「……なに？　どういうこと？」

　あまりのショックに、小花はその場に立ち尽くしたまま動けなくなってしまった。

　どうして？　私が知らなかっただけで、二人は頻繁に会ってるの？

　なんとも最悪のタイミングで、しかも決定的な場面を目撃してしまった。さすがの小花にもあの二人がただならぬ関係であることくらい想像がつく。

　──やっぱり、あの二人、ただの行員と顧客の間柄じゃなかったんだ。

　単なる思い過ごしであって欲しいと思っていたが、そうではなかった。

　そんな結論に行きついた途端、胸が苦しくて苦しくて堪らなくなった。苦しいだけじゃない、胸がなんだか焼けるように熱くて、悲しいという気持ちとともに静かな怒りが込み上げてくる。この感情の正体は──きっと嫉妬だ。

　胸が痛くて、熱くて、苦しい。悲しくて、悔しくて、切ない。

　こんなにもたくさんの感情が湧き上がり、それを持て余して泣き出したくなるほど青柳のことを好きになっていたんだと、改めて自覚する。

「私、どうしたらいいの……」

　小花は、何もかもが怖くなってしまった。

　あの女性は青柳にとってどんな存在なのか。青柳にとって自分はどんな存在だったのか。

　はっきりさせなきゃいけないと思うのに、答えを知るのが怖い。




　青柳とあの女性が一緒にいるところを目撃してしまってから、小花はずっと悩んでいた。

　自分がどうしたい、どうすべきなのか……考えてもどうしていいか分からない。

「……バカみたいだ。気になるなら直接問いただせばいいのに」

　そう部屋で一人呟いたのと同時に、以前彼のもとに何度も掛かって来ていた電話の相手の名前をここにきてふいに思い出す。

「たしか、桂木都って──。名前聞いたことあるし、あの人以前もどこかで見た気が……」

　慌ててネットでその名前を検索してみると、『桂木都』という名前でヒットした人物が青柳と一緒にいた女性と同一人物だったことに小花は思わず目を見張った。

　ネットの情報をよく見てみると、彼女は〝ＭＩＹＡＫＯ〟という名前で活動している有名なメイクアップアーティストで、ＳＮＳでは特に女性から人気が高く、最近ではテレビなどでも活躍しているらしいと知った。

「どうりで綺麗な人だと……」

　美意識の高いメイクアップアーティストならあのモデルのような美貌や洗練された佇まいに納得がいくし、どこかで見た気がしたのも偶然ＳＮＳや雑誌で彼女の姿を見たのかもしれない。

「青柳さん、こんな有名な人と知り合いなの……？　一体どういう繋がり？」

　ますます彼女のことが気になった小花は、彼女の開設している公式ＳＮＳを覗いてみた。

　都は頻繁にＳＮＳを更新していて、主に彼女の仕事であるメイクに関しての発信が多いのだが、その中にはプライベートに近い写真も多く含まれていて、小花はある写真を見て画面をスクロールする指を止めた。

　そこに写っていたのはどこかのレストランでテーブルの上の料理を撮ったものだったが、テーブルの端に向かい側に座っていた男性と思われる手とスーツの袖口が写っていた。しかも、袖口から覗く高級ブランドの腕時計に見覚えがあった。

「これ……青柳さんだ」

　そう小さく呟いて息を呑んだ。

【大切な人と久しぶりの食事。近々ハッピーなお知らせができそうなので、楽しみにしててくださいね♡】

　投稿には写真と一緒に、フォロワーに向けた短いメッセージが添えられていた。

「どういうこと……？　ハッピーなお知らせってなに？」

　そんな意味深なメッセージを受け、フォロワーからは、

【新しいお仕事かなにかですか？】

【ハッピーなお知らせって、もしかして結婚!?】

【一緒にいらっしゃるの男性ですよね？　恋人ですか？】

　なんて質問コメントが次々と書き込まれている。

　小花はそのコメントの数々をしばらくの間目で追っていたが、次第に耐えきれなくなって震える手でＳＮＳを閲覧していた画面を閉じた。

　見なければよかった──。そう思うのと同時に、やはりこのままではダメだと思った。

　これまでまともな恋愛をしたことがなかった小花には、解決方法が分からない。

　けれど、もういいと投げ出してしまえないのは、小花にとっていつの間にか彼の存在がかけがえのないものになってしまっているからだ。

　恋を知らなかったいままでの小花なら、きっと怖くて今頃すべて投げ出していた。

　いまの小花が、彼が何者なのか確かめたいと思うのも、都との関係が気掛かりで胸が張り裂けそうなほど苦しい思いをしているのも、結局は彼のことが好きで、好きだからこそ諦めたくないと思っている証拠なのだ。
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　それからも青柳とは彼の仕事の都合で予定が合わず、会えない日々が続いていた。

　それでも彼は仕事が終われば小花に連絡をくれ、メッセージのやり取りをしている限り特別変わった様子はないように思えた。

　だが、実際は小花に秘密で都に会っていたこと、二人が親密な関係であったことは明白で、彼に対する不信感が高まっていく。

「隠されたら余計に気になるよ……」

　はっきりさせなければならないことがたくさんある。

　まずは、青柳と都が本当はどういう関係なのか。そこをはっきりさせておかなければ、小花の心のなかで渦巻いている疑念がなにひとつ消えそうにない。

「はっきりさせなきゃ……」

　小花は、翌日がちょうど週末だったこともあり、久しぶりに青柳に連絡を取ってなんとか会う約束を取り付けた。彼の休日に合わせる形なら、どんなに忙しくてもどこかで時間を作ってもらえると考えたからだ。

「聞きたいことがあるから、直接会って話したい」と言うと、青柳はそれに応じてくれた。

　青柳との約束の時間は七時。

　小花がマンションに到着する少し前に、所用で外出していてその時間にはマンションに戻る予定だった青柳から「少し遅れる」と連絡があり、小花は彼の部屋の前で帰りを待つことにした。

　約束の時間から二十分ほど遅れて、青柳が息を切らせながら姿を現した。

「待たせてごめん。合鍵、渡しておけばよかった……」

　相当急いで帰って来たのだろう、青柳は額に汗を滲ませていたが、爽やかな笑顔は小花がよく知っている彼のものだった。

　話の内容次第では、自分たちの関係が終わるかもしれない。

　そんなときなのに久しぶりに会った彼の姿がやけに眩しく映ってしまうなんて重症だ。彼が自分を見つめる優しい視線にさえ胸がぎゅっとなる。

「やっと会えた。中で話そう」

　そう促されて、彼の部屋の中に入ろうとしたとき、

「ねぇ、待って！　春馬、忘れ物！」

　遠くから彼の名を呼ぶ女性の声が聞こえ、二人ほぼ同時に声のしたほうを振り返ると、エレベーターのほうから長い黒髪を揺らして歩いてくる都の姿を認めた。

　──どうして、彼女が？　用事って……いままで彼女と会ってたってこと？

　冷静に話をしなければと思っていたはずなのに、青柳が彼女と会っていたという事実だけで小花の中にある嫉妬と怒りの感情に小さな火が灯る。

　どうして会っていたの？　なにをしていたの？　彼女がなぜここにいるの？

　小花の心の中に彼に問いただしたい言葉が山のように溜まっていく。

「都、どうしてここに……」

　お互いを名前で呼び合っていることや、彼女が青柳の部屋を知っているということからも二人が小花の想像以上に親しい間柄だということが分かり、その事実に打ちのめされる。

　やっぱり、仕事とは関係ないんだ……！

　小花がそんなことを考えている間にも、都がゆっくりとした歩調でこちらに向かって歩いてくる。

「これ、忘れ物よ。もー、あんなに慌てて帰るから」

　彼女が手にした黒い手帳のようなものを青柳に掲げて見せ、ちょうど彼の影になっていた小花の存在に気付くと「あら？」と悪戯っ子のような目つきで笑った。その微笑みがとても美しく、同じ女性なのに思わずドキッとしてしまうほどだった。

「大切な約束がある……って言ってたけど、彼女と？　春馬の知り合いにしては随分若くて可愛らしいのね。もしかして例の？」

　そう言った都が物珍しそうに小花を見つめ、持っていた黒い手帳を青柳に手渡した。

　小花は彼女が青柳に手渡したこの黒い手帳にも見覚えがあった。彼の部屋の書斎スペースのデスクに置いてあるのを見かけたことがある。

「ああ……そうだよ。わざわざありがとう。もういいだろ、帰ってよ。悪いけどいまから彼女と大事な話があるんだ」

「あら、わざわざ忘れ物を届けに来てあげたっていうのに随分な態度ね。大体話ってなによ？　私をすぐにでも追い返したいほど改まった話なの？」

　彼女の言葉に、小花は堪らず青柳を押しのけるようにして都の前に立った。

　もともとモデルのような長身の彼女はヒールを履いているとさらに背が高くスラリとして見える。そのスタイルと美貌に圧倒されそうになった小花だったが、彼女に強い眼差しを向け、唇を引き結ぶ。

「いえ、ちょうどいいです。私が青柳さんに聞きたかったことは、お二人の関係についてなので」

　すべてをはっきりさせるには、青柳から話を聞くより、当事者である二人に話をきいたほうが手っ取り早い。

「関係って……？　僕と都はただの」

「ただの、なに？　お互い名前で呼び合うほど親しい間柄って？　友達？　それとも恋人？　なんでもない二人が頻繁に会ったりする？　公衆の面前でキスなんてするの？」

　小花が勢いづいて発した言葉に、青柳が顔色を変えた。

「なに言って……」

「私、見たの。青柳さんと都さんが……キスしてるとこ。いつだったか、仕事帰りに駅であなたを見掛けて」

　それを聞いていた都が一瞬考えてから、思い当たることがあったのだろう。「ああ」と言って小花を挑発するように見つめた。

「ええ、キスくらいするわよ。春馬と私は特別な関係だもの」

「誤解を招くような言い方をするなよ、都」

　冷静に答える青柳に対して、都はそれを面白がるように美しく笑う。

「だって事実じゃない。私と春馬は、昨日今日知り合ったわけじゃないもの。もう二十年近い付き合いだし、お互いのことはなんでも知ってるわ」

　──二十年？　そんなに前から？

　やっぱり、二人は特別な関係なんだ。あのキスも、見間違いだったらいいと心のどこかで願っていたのにそうじゃなかったんだ。

　心の奥底から湧き上がってくる嫉妬から握りしめた手が震えた。

「だから、変な言い方をするなよ。小花が誤解するだろう」

　そう言って小花を庇うように両肩に触れた青柳の手を、小花は勢いよく振り払った。

「もう……もういいです！」

　その場を去ろうとした小花の腕を青柳が掴んで引き留める。

「なにがいいの。誤解だから……」

「誤解ってなに？　私に内緒で頻繁に連絡取り合って、何度も会ってるのに？」

「だから、それは仕事の話で──」

「仕事？　仮にそれが本当だったとして、仕事相手とキスまでするの？　現に彼女は青柳さんの家まで知ってるじゃない。仕事だけの関係の人が家まで知ってる？　特別ってなに？　付き合ってるってこと？　私のことは遊びだった？　それともからかってただけ？」

　感情に任せてまくしたてるように言葉を吐いているうちに、勝手に涙が込み上げてくる。

　本当はこんなことを言いたいわけじゃないのに、目の前にいる美男美女の二人を見ていると、自分があまりに幼く劣っているように思えてしまう。

「小花。誤解だから、ちゃんと僕の話を聞いて。都もいい加減にしろよ！」

　穏やかな青柳が誰かに声を荒げるのを初めて聞いた。

　けれど、彼が彼女を諭す言葉にさえ、二人の親しげな距離感が滲み出ていることに何とも言えない敗北感のようなものを感じてしまう。

「もう、いいから！」

　話がしたいと言ったのは自分のほうなのに、小花は渾身の力を込めて青柳の手を振り払ってその場から逃げ出した。

　──全然ダメだ。冷静になんてなれっこない。

　小花はエレベーターを使わず、青柳の部屋からすぐの非常階段を駆け下りた。青柳が追い掛けて来るのが分かったが、小花は構わず階段を降りた。

「小花！　待って」

　必死に階段を駆け下りてはみたが、青柳と小花の運動能力の差は歴然で、後ろから追って来た彼にあっという間に追い付かれて右腕を掴まれる。腕を掴まれた反動で、バランスを崩した小花が階段から転げ落ちそうになった瞬間、青柳に身体を引き寄せられた。

　宙に浮いていた時間なんて、ほんの一秒にも満たないはずなのに、視界がぐるりと回り景色がまるでスローモーションのように見える。

「春馬……!!」

　都の悲鳴とともに、身体に強い衝撃を受けた小花が目を開けると、小花の身体を庇うように腕の中に閉じ込めて背中から階段の踊り場まで転落した青柳の姿に息を呑んだ。

「青柳さん……!?」

　慌てて起き上がった小花は、仰向けになったまま動かない青柳の姿に驚愕した。

「……やだ、嘘」

　それからはっと我に返り、彼の頬をそっと叩いて意識の有無を確認する。

「青柳さん、聞こえますか!?　大丈夫ですか……!?」

　そう訊ねると、目を閉じたままだった青柳がゆっくりと目を開けた。

「……ああ。小花は？　怪我ない？」

　意識があることにほっとしたが、こんな状況で真っ先に小花を心配して怪我の有無を確認する彼の姿に涙が溢れてくる。

「ご、ごめんなさい……青柳さん。こんな……ごめんなさい」

「大丈夫。僕は平気だから」

　遅れて階段を駆け下りて来た都も、青柳の傍に駆け寄った。

「よかった。意識はあるのね。身体動かせる？」

　都が訊ねると、青柳が身体を起こそうとしたが、呻くような短い悲鳴を上げただけだった。

「どこか痛めているのかも。転落のときに頭を打ってるかもしれないから、念のため救急車を呼びましょう」

　そう言った都に促され、小花は何度も何度も彼に謝りながら震える手で電話を掛けた。




　救急車はすぐにやって来て、青柳はマンションから少し離れた市内の総合病院に運ばれることになった。小花も救急車に同乗したが、車で十五分ほどの病院までの道のりが永遠のように長く感じられた。

　病院に着くとすぐに検査をすることになり、それを待つ間、不安で押しつぶされそうになっている小花の傍に黙って付いていてくれたのは都だった。

　──怖い。青柳さんになにかあったら、どうしよう？

　待合室にいる間も不安で胸が圧し潰されそうだった。

　その証拠に、さっきからずっと手が冷たくて震えが止まらない。あんなふうに逃げたら彼が追ってくることくらい想像できたはずだ。動揺していたとはいえ、浅はかな行動をとった結果、青柳をあんな目に遭わせてしまった自分が許せなくて唇を噛んだ。

　都は、小花を責めるようなことは何一つ言わなかった。

　さっきまで席を外していた彼女は、近くの自動販売機で買って来たばかりのペットボトルのお茶を小花にそっと差し出し、そのまま小花の手に握らせた。

「ごめんなさい。私が悪かったわ……。わざと誤解を招くような言い方をして、あなたを怒らせるようなことしたから、あんなことに」

「……違います。私が悪いんです。私が逃げたりしなければ……」

　大元の原因を突き詰めたらキリがないが、少なくとも自分があの場から逃げたりしなければ、あんな事故は起こらなかった。

「さっきは意地悪な言い方したけど、なにも心配しなくていいのよ。春馬と私はただの幼馴染みなんだから」

　都の意外な告白に、小花は驚いて顔を上げた。

「……幼馴染み？」

「ええ、そうよ」

　そう答えた都が、小花が座っている長椅子の隣にゆっくりと腰を下ろした。

「私、小学生の頃に九州から引っ越して来たんだけど、転校してきたクラスに春馬がいてね。家が近所だったこともあって話をするようになったのよ。春馬は子供の頃から見た目があんなだし、無駄に優しいから女の子にモテてたけど、私は春馬みたいなタイプはちょっと苦手で。優しいって言えば聞こえはいいけど、誰にでもいい顔する男って胡散臭いじゃない？」

　そう言った都が当時を思い出したように小さく笑った。

「子供の頃から女の子関係のトラブルも多かったから、私、見かねて言ってやったのよ。誰にでもいい顔してるからよってハッキリ。そしたら向こうも遠慮がなくなって、なぜか仲良くなって」

　小花は小学生の頃の二人の姿を頭の中で想像してみたが、きっと子供ながらに美男美女だったのだろうと思う。

「春馬のことは──友達としては特別に思ってるけど、お互い恋愛感情みたいなのは全くないのよ。そういう面倒な感情がなかったからこそ、今も友人として続いてるのかもしれないわ」

　そう話した都が、手の中で少しぬるくなり始めたお茶のペットボトルを開けた。

「彼と会っていたのは、本当に仕事の話をしていただけなの。私、美容関係の仕事をしていてね」

「はい……知ってます。都さん、人気のメイクアップアーティストさんなんですよね」

「人気かどうかは分からないけど……最近は有名な女優さんからご指名を受けたり、テレビに出させてもらうことが増えたり、少しずつだけどお客様がついてきて大きなお仕事をもらえるようになってきたところなの」

　小花はあまり詳しくはなかったが、友人のあかりは美容系の情報にも明るい。

　小花が都について訊ねると、彼女がいくつもの雑誌のメイク特集で大きく取り上げられていることや、彼女のメイクのレクチャー動画がたった一日で驚くほどの再生回数を叩き出して話題になっていることなどを教えてくれた。

　メディアの露出が増えたことにより、彼女の経営するメイクサロンは、現在は何カ月もの予約待ちだと聞いた。

「……でも、私。都さんのＳＮＳを見たんです。いつだったか──【大切な人と食事】って写真に青柳さんの腕が映ってて【近々ハッピーなお知らせがある】って。それって青柳さんと……」

　小花の言葉に、都が「ああ、あれ！」と言ってから声を出して笑った。

「サロンをね、増やそうと考えてるの。春馬にはその融資の件でいろいろと相談にのってもらうのに会っていただけよ。まさか、サロン増やせるなんて思ってもみなかったから嬉しくて、つい匂わせるみたいなことしちゃって。ダメよね、あんなの」

　都が小花を見つめて優しく微笑んだ。

「それにね、春馬と二人きりで会ってたわけじゃないわよ。その写真をあげた日は、彼の同僚の佐伯さんって男性も一緒だったし、今日もそう。本来、佐伯さんが私の担当をしてくれているの。ただ、幼馴染みってことで春馬のほうが分からないことも聞きやすいでしょう？　だから無理言って同席してもらってたのよ」

　そこまで聞いても、まだ小花の中で引っ掛かっていることがある。

「じゃあ……あのキスは？　私、本当に見たんです。駅に都さんが車で青柳さんを迎えに来ていて……」

「あれは、ふざけてしただけよ。春馬が本気で嫌がるから、可笑しくて」

　そう言った都が、改めて背筋を伸ばしてから頭を下げた。

「さっきは本当にごめんなさい。小花さんのことは、久しぶりに会った春馬から聞かされてはいたの。彼が初めて本気になった子がいるっていうじゃない？　どんな子なんだろうって思ってずっと会ってみたかったんだけど、小花さんがあんまり若くて可愛らしいから、ちょっとからかってやろうと悪戯心で……」

　都がお茶を飲んで一息つき、小花にもすすめた。

「本当にごめんなさい。春馬をからかいたかっただけなのに、まさかこんなことになるなんて……」

　都が今度は本当に申し訳なさそうに深々と頭を下げたのに、小花のほうが恐縮してしまった。

「いえ！　都さんのせいじゃないです！　私が……彼の話をまともに聞かずに逃げ出したりしたからなんです。青柳さんにあんな怪我までさせて……」

　そう答えた瞬間、階段から落ちる青柳の姿が頭の中にフラッシュバックした。

　彼のことを考えるだけで不安に圧し潰されそうになって、息が苦しくなる。

「私、怖くて──。青柳さんと付き合っててもいつもどこか不安で」

「不安に思うことなんてなにもないじゃない。さっきの春馬を見てれば分かるわ。あなたを本当に大切に思っていなければ、あんなふうに身体を張って助けるなんてできるわけないもの」

「私……本当になんてこと……」

「大丈夫。春馬なら、大丈夫だから！　ああ見えて、身体は頑丈よ」

　その時、検査を終えた青柳が看護士に付き添われて待合室に姿を現した。

　足を少し引き摺り、腕に包帯を巻いていて、顔にも擦り傷を手当てしたようなあとがあったが、自力で歩行可能な状態である彼の姿に小花はまずほっと胸を撫で下ろした。

　検査で異常は認められなかったようだが、念のため一晩入院することになり、小花はそのまま彼に付き添うことにした。

　ベッドの準備ができるまで待合室で待つことになり、その間三人で話をしたが、都は誤解が解けてたことで安心すると「あとはよろしくね」と小花に言って帰って行った。









第十章











　怪我は大事には至らなかった。背中は打ち身、腕は軽くヒビが入った程度で済み、なによりも小花に怪我がなかったことが幸いだった。

　小花は休暇を取って退院の際にも付き添ってくれて、マンションに帰って来てからも身の回りの片付けや洗濯を買って出てくれている。

　夕食の準備も小花がすべて整えてくれた。付き合うようになってから家で食事をすることも増え、小花が自分の部屋のキッチンに立っている姿も見慣れてきたはずなのに、手際よく料理をする彼女の姿をみているうちに頬が緩むのを感じる。

　夕食を済ませ、後片付けくらい手伝うと言ったのだが、断られてしまって春馬は仕方なくソファでテレビを見ている。

　深刻な怪我ではなかったとはいえ、春馬に怪我を負わせてしまったことを小花はひどく気に病んでいるように見える。春馬からすれば、小花に怪我をさせることなく身体を張って守り切れたことが誇らしいくらいであるが、彼女のほうはそうもいかないらしい。

　これくらいの怪我、なんてことないのに──。

　元々、自分が小花を不安にさせたことが原因なのだ。

　仕事柄個人の情報に多く触れることもあり、仕事関係の話は小花の前で避けて来た。詳しい内容は言えないにしても、都との関係や融資の件で会っていることは変に隠さず話していればよかったと思う。

　いつ頃から彼女は不安を抱いていたのだろうか？

　まえに春馬の仕事について聞いて来たことがあったが、あの時は若い小花に難しい話をしても面白くないだろうと考えはぐらかしてしまっていた。

「小花。そんなにあれこれしなくていいよ。怪我だって大したことはないし、そこまで不自由でもないから」

「それじゃ、私の気が……ほかになにか私にできることありますか？」

「だったら、片付け終わってからでいいからここに来て座って」

　春馬が言うと、キッチンの片付けを終えた小花がようやくこちらにやって来て、春馬の座っているソファの端に座った。

「はは……やけに遠いな。もうちょっと、こっち」

　春馬が手招きすると、小花が距離を少し縮めて座り直したので、春馬はそんな彼女の身体を優しく引き寄せた。

　痛めた背中が少し痛んだが、それよりもいまは彼女に触れたい。

「やっと届いた。久しぶりだな……こうして小花に触れるの」

　久しぶりの触れ合いに緊張しているのか、抱き締めているだけで彼女が身体を硬くしているのが分かる。

　仕事が立て込んでしまったせいで、一カ月近くまともに会うことさえ叶わなかったのだから当然なのかもしれないが、戸惑いの表情を浮かべる彼女が遠くに感じられる。どうにかその距離を縮めたいという衝動に駆られ、春馬が小花にキスをしようと顔を近付けると、それを両手でやんわりと押し返された。

「小花……？」

「あの、私……青柳さんにきちんと謝らなくちゃ」

「怪我のことならもういいよ。もう何度も謝ってくれたし、こうして僕の身の回りの世話までしてくれてる。都とのことだって、誤解は解けたんだし」

「そうじゃないの……！　実は、他にも青柳さんに謝らなきゃいけないことがあるの」

　そう言った彼女が、これまで見たこともないくらい思い詰めた表情をしていることが気になったが、春馬はそっと彼女を宥めて話を聞くことにした。

「なに？　僕に謝らなきゃいけないことって」

　春馬が訊ねると、小花が強張った表情のまま少しずつ口を開いたが、その話の内容が春馬の想像の斜め上を行き過ぎて面食らってしまった。




「──は？　詐欺師って？　僕が!?」

「ご……ごめんなさいっ……！」

「なにがどうなって、そんなことに？」

　春馬があまりの衝撃に驚いて訊ねると、小花が事の経緯を詳しく話し始めた。

　以前、彼女の勤める結婚相談所の中で、見守り役をすることになった経緯は聞いていたが、その理由が業界で横行している結婚詐欺対策だったというだけでも驚きなのに、まさか自身が詐欺師に疑われていたなんて思いもよらないことだった。

「僕って……そんなに胡散臭く見えてるの？」

　小花が答えに困ったような反応を見せたことで、自分の問いがあながち的外れでもないのだと悟る。

　思い起こせば、出会った頃の彼女は確かに春馬に対し強い警戒心を抱いているように見えた。

　知り合って間もない相手に対してなら、あの反応が普通なのかもしれないと思いつつ、それにしてもやけに警戒されていると感じた妙な違和感は詐欺師だと疑われていたからなのかと当時の彼女の反応がここにきてようやく腑に落ちた。

「一体、僕のどのへんが怪しく見えてたの」

　春馬が訊ねると、小花が言いにくそうにしながらもその理由を話してくれた。

「だいたい、青柳さんみたいな人が相談所に来るって時点でなんだか怪しく見えちゃうんです。青柳さんなら相談所に来なくたって普通に出会いがありそうだもの。実際、女の人にモテてるみたいだったし」

「えぇ。なに、その偏見」

「それに、なぜか私なんかに興味持つし、しかもやたらグイグイ来るし！　付き合い始めてからもいきなり高価なプレゼントくれるし、デート代や、服代だって……」

「口説いてる女の子になにかプレゼントしたいって思うのは普通だと思うけど」

「結婚詐欺って、初めはこれでもかってくらい騙す相手にお金を使うのが常套手段なんだって聞いてたから。お金持ちなんだって安心させておいて、親しくなったら結婚を餌に援助を求めて来るらしいって……。仕事のことだって、私にあんまり聞かれたくないみたいだったし。もしかしたら、やましいことがあるのかな……って」

「仕事のことは──銀行って世間的にお堅いとされる職業だし、一般企業とは違った難しい部分もあるから小花に話しても退屈させてしまうかなって思っていただけで──」

　ひとつひとつ彼女が自分に抱いていた疑念を打ち消していく。

　答えていて思ったことだが、たまたまいろんな偶然が重なって彼女が不安になっていただけだということが分かって安心した。

「それにしても……詐欺師とはひどいなぁ」

　春馬が呟くと、小花がソファから下りてまるで土下座のように床に頭をこすりつけた。

「ご、ごめんなさい！　勝手に勘違いして……悪かったと……」

「都とのこと疑ってたのって……恋人としての嫉妬？　それとも僕が都から大金を騙し取るとでも？」

　春馬が訊ねるたびに、小花がますます小さくなっていく。

　決して意地悪をしようと思ったわけではないが、質問を重ねるたびに申し訳なさそうに頭をさげる小花の姿がなんだか可愛く見えて困ってしまう。

「……どっちも、です。ごめんなさい！」

　小さな背中から彼女が本当に悔いているのが伝わる。

　以前にも小花から似たような謝罪を受けたことがあったが、今回もやはり彼女に対して怒りの感情は湧いてこなかった。

　それどころか、この小さな身体を抱き締めたい衝動に駆られている。春馬は頭を下げたままの小花の背中を手のひらでそっと撫でた。

「ほら、いい加減顔上げて。──で？　僕の疑いは晴れたの？」

　小花が顔を上げて大きく頷いた。

「……私、ずっと自信がなくて。青柳さんみたいな人が、どうして私なんかを好きだって言ってくれるんだろうって。からかわれてるのか、なにか裏があるのかって……心のどこかでずっと思ってて。青柳さんのことが好きなんだって自分の気持ちに気付いても、どこか不安で。そんなときに、都さんが現れて──」

　ぽつりぽつりと言葉を紡ぐ彼女の姿を、春馬はただ黙って見守った。

「……初めてだったの。誰かを好きになったのも、好きな人のこと考えてこんなに不安な気持ちになったのも、嫉妬したのも。どうしていいか分からなくなって……」

　小花がそこで言葉を切った。

「怖かった……青柳さんに、なにかあったらって考えただけで怖くて怖くて身体が震えた。失いたくないって思ったの……」

　彼女の言葉に嘘がないことは春馬が誰よりも一番よく分かっている。階段から転倒した直後、倒れた春馬の手を必死に握る小花の手が震えていたのを覚えている。

　普段は温かな彼女の手がまるで氷のように冷たかった。

「好きなの……青柳さんのことが誰よりも。嘘ついてばかりで、臆病で逃げてばかりで……こんな私、愛想つかされたって仕方ないって思ってる……それでも……っ」

　感情が昂ってしまったのか、そこで彼女の言葉が途切れてしまった。春馬はその先を促すよう、優しい口調で聞き返す。

「それでも──？」

「傍に、いたいです。ずっと、青柳さんの傍にいたい……ですっ」

　すべての感情を絞り出すような小花の声が、言葉が、胸に響いた。

「はは。まるでプロポーズされてるみたいだ」

　春馬の言葉に、小花が「えっ、違……っ」と慌てながら否定の意味で胸のまえで何度も手を振る。慌てふためいている彼女があまりに可愛くて抱き締めたい衝動を必死に堪えて、確認の意味で訊ねた。

「いてよ、僕の傍に。最後に確認。もう、僕に隠してることない？」

　小花が顔を上げて「ないです！」と即答した。

「本当？」

「本当です。隠していることなんてないし、二度と青柳さんに嘘はつかないって誓います」

「うん……その言葉、よく覚えておくよ」

　そう言って床に座ったままの彼女の手を引いてソファに座らせると、そのまま彼女の身体を引き寄せて腕の中に閉じ込めた。

「ちょっとだけ、このまま」

　久しぶりの彼女の体温と匂いになんだかとても安心して春馬がほっと息を吐くと、彼女の身体からも少しずつ力が抜けていくのが分かる。

　春馬からしてみれば、小花のほうが余程詐欺師のようだった。

　それこそ出会った頃は警戒心丸出しなのに、意外とガードは緩くてすぐに人懐っこさが顔を出す。感情が思いきり表情に出るのにどこか謎めいていて掴みどころがなくて。

　恋愛経験がないというから初心なのかと思えば、好奇心旺盛で驚くほど大胆なところもある。つかまえたと思ったら突然目の前から消えて──思えばずっと彼女に振り回されてばかりだった。

　他人に振り回されるなんて本意ではないのに、小花に振り回されることをなぜか悪くないと思っていた。

　女性にこれほど興味を持ったのは初めてだったし、彼女を誰にも渡したくないなんて幼稚な独占欲が芽生えたのも初めてだった。

　結局は惚れた弱み──どんな彼女だろうと受け入れてしまうのだ。

「このままベッドに連れて行きたいとこだけど……この身体じゃ、さすがに無理か」

　背中は湿布が貼られているだけだが、左腕はギプスと包帯で固定されている。春馬が小さくぼやくと小花が申し訳なさそうな顔をした。

「でも、寝る前に汗流したいですよね？　私に手伝えることがあれば……」

　昨夜は病院に運ばれてそのまま入院したため、身体を清潔にする余裕はなかった。汗をかく季節でないため一晩くらいは我慢できるが、できるなら軽く汗を流してから眠りたい。

「じゃあ、髪洗ってくれる？　腕が上がらないんだ」

「もちろんです！　準備してきます」

　役に立てることが嬉しいのか、小花が張り切っていそいそと風呂の準備を始めた。包帯が濡れないようにビニール袋で腕を覆い、服を脱ぐ介助をしてくれた小花だったが、春馬が怪我のない右手で小花の服に手を掛けると、驚いた顔で飛び退いた。

「脱がないの？　服、濡れちゃうよ」

「ええっ!?　わ、私は脱がなくて大丈夫です！　お手伝いするだけだし」

「一緒に入ってくれないの？　この腕じゃ、身体も洗えるかどうか……。腕動かすと背中も痛いし。あーあ、一人で洗えるかなぁ……」

　あえて顔をしかめて痛がる素振りをし、小花の良心に訴えるように言った。

　なんでもしたいと言ってくれているのなら、恋人特権でこれくらいの我儘を言ってもばちは当たらないだろう。

「小花が手を貸してくれたら助かるんだけどな」

　春馬が強請るように言うと、小花が困った顔をしてこちらを見上げた。

「青柳さん、狡い。一緒になんて聞いてない……」

「言ってないからね。ねぇ、小花。きみを守った功績と、詐欺師扱いされてたことを許した僕にご褒美くれてもよくない？」

　彼女が断れないようにあえて今回のことを引き合いに出すと、彼女が迷った挙句、やがて根負けしたように頷いて春馬とともに浴室に足を踏み入れた。




「……ちょっ、ま……っ、青柳さ……。私っ、自分で洗える……っ」

「うん、知ってる。でも、一方的に洗ってもらうだけじゃ悪いから」

　介助のつもりで一緒にシャワーを浴びることを了承してくれた小花は、実際に春馬の髪や身体を洗うことに手を貸してくれた。

　髪を洗う時は春馬が目を瞑っているため「なんだか、美容師さんになったみたい」などと楽しそうにしていたが、身体を洗って欲しいと頼むと、春馬の身体を正視できずに顔を赤らめて恥ずかしそうに俯く姿があまりに可愛らしくてついに自分を抑えられなくなった。

　右手を駆使して泡だらけの小花の身体に手のひらを滑らせるだけで、彼女が両手で口元を押さえる。

　華奢に見える身体に少しばかり不釣り合いな豊かな胸を泡で包み、先端を指先で擦ると彼女の身体が小さく跳ねた。正面から裸を見られて小花が恥ずかしがっているのが分かったが、このまま触れていたいという気持ちが止められない。

　小花が制止しないのをいいことに一層大胆に彼女に触れてみたが、もっといろんなところに触れて反応を見たいのに、怪我した身体が痛んでそれが叶わないのがもどかしい。

　久しぶりの彼女の身体は、とても敏感だった。春馬が泡で優しく触れるだけで感じているのか、切なそうに身体を捩る。

「あのっ……これっ、恥ずかしい……っ」

「どうして？　小花の裸見るのは初めてじゃないけど。ほら、胸の先尖ってきた。身体洗ってもらうだけで気持ちよくなっちゃった？」

「……だっ、て。青柳さんが……エッチな触り方するからっ」

「どこが？　僕は小花の身体を綺麗にしてるだけだよ。そうだ、ここも綺麗にしないとね」

　春馬が泡を滑らせながら小花の敏感な部分にそっと触れると、彼女が大袈裟なくらい反応して、膝から崩れそうになった。

「おっと、危ない……！」

「ご、ごめんなさい……」

　慌てて小花の身体を支えると、彼女が縋るように涙目で春馬を見つめる。

　濡れた瞳にますます欲情を刺激され、潤みに指を滑らせると小花が小さな悲鳴を上げた。

「ごめん。少し強かった？」

　そう訊ね、小花の反応を窺いながら指で中に触れると、彼女の熱くなった内壁が自分の指にねっとりと絡みつくのが分かる。ただゆっくりと指を差し入れただけなのに、中が春馬の指を締め付けて離さないどころか、ひくひくとしている。

「違うの……っ。青柳さんに触れられるの久しぶり過ぎて……どうしよう？　どこ触られても感じちゃ……！」

　あまりにも素直過ぎる言葉の破壊力に、今度は春馬のほうが膝から崩れ落ちそうになるのを堪える番だった。

「ほんと、きみは。また無自覚に煽るようなこと言って……」

　あんな言葉に煽られない男がいるだろうか。

　どこに触れられても気持ちいいなんて最高の褒め言葉だ。彼女がそう感じてくれているのと同じように、春馬自身も彼女のどこに触れても気持ちいい。これはたぶん、お互いがお互いを激しく求めている証拠だ。

「本当はこんなことするつもりじゃなかったんだけど、これ以上我慢できそうにない。もっと触っていい？　もっと小花の奥に触れていい？」

　訊ねると、小花が答えの代わりに熱っぽい視線を向け、そのまま春馬の首に腕をまわして唇を塞いだ。

「……んっ、ふ、はぁっ」

　上手く息継ぎができていないたどたどしいキスだったが、小花が自分を欲しがっているのが伝わって来る。怪我をしている背中が痛んだが、唇を重ねて求め合うことに必死で、そんなことは次第にどうでもよくなった。

「小花。少し脚開いて。このまま下も触ってあげる」

　春馬の言葉に普段なら躊躇いをみせる小花が素直に従った。

「やけに素直だね。そんなに気持ちいい？」

　小花が頷いて唇を離したが、離れたその瞬間からもう口寂しいと感じてしまう。

「……あ、おやぎさん。好き。もっとキスして……もっと、触って」

　蕩けたような顔でいつになく必死に強請る小花に、ますます興奮を煽られる。

「どうしよう？　このまま抱いてほしくなっちゃった……」

「はは。直球だ。どうしたの？　急に大胆なこと言って」

　思っても見なかった小花の発言に春馬のほうが思わずたじろいでしまう。

　春馬にとっては小花のそれは嬉しい変化だが、小花が無理をしているのではないかと気になってしまう。

「だって。青柳さんに……もう、嘘つかないって約束したから」

「……え？」

「いつも青柳さんから求めてくれてたけど。本当は私も、したいの。青柳さんと、したいの。いっぱいキスしたいし、抱き締めてほしいし。エッチなことだってもっともっとたくさんしたい。青柳さんを──独り占めしたい」

　彼女の実に大胆で直球過ぎるほどの告白に、春馬の中にあった理性を保つ緊張の糸が音を立てて切れた。

「やっぱりベッドに行こう」

　頷いた小花に腕に巻いていたビニールを取るのを手伝ってもらった。濡れた身体を拭くのさえもどかしく、脱衣所の床も濡れてしまったが、そんなことはどうでもいいくらい早く小花を抱きたくてそのまま寝室に移動した。

　春馬がベッドの上に座ると、小花がいくらか冷静さを取り戻したように躊躇いの表情を見せた。

「あの……青柳さん。さっきは、あんなこと言ったけど、やっぱり怪我に障るといけないし……」

　少し冷静になると急に春馬に気を遣い出すところがなんとも彼女らしいが、春馬にそれを受け入れる余裕はなかった。会えない間ずっと彼女の事を考え、触れたくて触れたくて堪らなかった。

　そんな彼女に抱いて欲しいと強請られたあとで、一気に湧き上がった興奮と欲情が簡単におさまるわけもない。

「怪我は本当に大したことない。少し痛むけど、動かないわけじゃないしね。なにより僕が今すぐ小花を抱きたくて我慢できない」

　春馬が小花の手を引いたままベッドに寝転がると、バランスを崩した彼女が手を付いて春馬を組み敷く形になった。

「じゃあ……今日は、私が上になります。青柳さん、そのまま寝ててください」

「積極的だね。いいよ、おいで」

　春馬が小花の腿に触れ、そのまま手のひらを上に滑らせると彼女の滑らかな肌がみるみる粟立っていく。小花の細くくびれた腰に手を添えて自分の上に跨った彼女を見上げると、形の良い双丘が揺れる。

「小花。少し腰上げて」

　仰向けに寝転がった状態のまま、自分に跨る小花の蜜口に触れると、彼女の身体が小さく震えた。さっき浴室で触れていることもあるが、蜜口からとろりとした愛液が溢れてきている。

「……待って。今日は、私が」

「それは嬉しいけど、ダメだよ。僕だって小花に触れたい。聞こえる？　指動かすとほら」

　春馬が指を動かすたびに、湿ったいやらしい音がしていることに気付いた小花が恥ずかしそうに目を逸らした。

「あ……っ、んんっ」

「小花、こっち見て。感じてる顔、ちゃんと見せて。気持ちいい？」

「……もち、いい……っ」

　彼女が感じている表情を見ているだけで春馬の興奮も高まり、身体の中心にこれ以上ないほどの熱が集中していく。小花が膝立ちのまま口元を押さえながら快感に耐えている姿は煽情的だった。

「痛っ……」

　春馬が小さく声を漏らすと、怪我が痛むと思ったのか小花が心配そうに春馬を見つめた。

「痛いのは怪我じゃない。久しぶりだからゆっくり……って思うのに、小花と早く繋がりたくて限界みたいだ」

　春馬が視線を自分の欲情の証に移すと、小花がいまにもはち切れそうな春馬の屹立したものをじっと見つめた。そのままそれをそっと両手で包み込んで、ごくりと息を呑んだ。

「……すごく硬い。男の人のってこんなに硬くなるの？」

「なるんだよ。興奮すればするほど。好きな子を欲しいって思えば思うほどね」

　そう言って春馬が小花の腰を引き寄せると、小花が春馬のものに触れたままゆっくりと腰を浮かせた。そのまま恥ずかしそうにしながらも自分の蜜口に春馬のものをこすり付けて、静かに腰を落とす。

「……こ、これでいいの？」

「うん。上手だ。そう、そのままゆっくりね」

　こうしたことに慣れてない小花が、自分のために積極的に動こうとしてくれているのが堪らなく嬉しい。小花がさらに腰を落とすと、自分が彼女の中に押し入っていく確かな圧迫感とともに彼女の熱を感じた。

「入った……？　ど、どうしよう？　どうやって動いたら青柳さんが気持ちよくなれる？」

「小花の好きなように動いていいんだよ。僕の身体かベッドに手を付いて小花が気持ちいいように腰を動かしてみて」

　言われた通りに小花が恐る恐る腰を動かし始めたが、その慣れていない──でも必死で春馬を気持ちよくしたいという気持ちが窺えるぎこちない動きがあまりに可愛くて、なんとも耐え難い気持ちになった。

　──ああ、堪らない。

　小花が甘い吐息を吐きながら懸命に身体を揺らすたびに、柔らかな彼女の胸がたゆたゆと揺れる。普段は年齢よりも幼く見えがちな彼女の姿がとても色っぽく、煽情的でますます春馬の中で興奮が高まって行く。

「んっ……あ。う、うまくできな……」

「そんなことない、上手だよ。でも、もどかしそうだね」

「だって。なんか……違うの。青柳さんがしてくれるときと全然……」

「僕は気持ちいいよ。でも小花が違うっていうならいつもみたいにしようか？」

　春馬が訊ねると、小花が一瞬考えたあと躊躇いがちに頷いた。

　繋がり合ったままゆっくりと身体を起こし、そのまま小花をベッドの上に横たえてから体勢を整えると、繋がりが深くなるよう彼女の足を開かせて体重を乗せて奥を突いた。

「ああっ……」

　小花の声が、一層甘く跳ねた。

「深いの気持ちいい？　小花、奥に当てられるの好きだよね？」

「ん……っ」

「ゆっくり擦られるのも好きだ。ほら、僕のが中で動いてるの分かる？」

「ん。き……もち、い」

「素直で可愛い」

　小さく呟くと、小花が縋るように春馬に手を伸ばして薄く唇を開きながら誘う。

「キス……したいです」

「おねだりか──本当に可愛いな。じゃあ、舌出して？」

　小花がだらしなく口を開き、ちらりと覗かせた舌に勢いよく吸い付いた。その瞬間、小花の中がぎゅっと締まり、その刺激に危うく先に果てそうになった。

「そんなに締め付けたら……」

　言いかけた言葉を唇で塞がれる。息継ぎする隙もないほど小花から激しく求められることに言いようのない喜びを感じる。

　真っ直ぐにこちらを見つめる小花の目に自分だけが映っていることが嬉しい。女性に対してこんな気持ちを持ったのは初めてだった。

「あああ……っ、はぁっ。青柳さ、すき……っ」

　堪らない。好きだと言われるたびに、身体が喜びで満ち溢れる。

　怪我の痛みも、この興奮のなかでは完全に麻痺してしまっていて彼女と繋がり合っている快感だけが確かな感覚だった。

「ごめん……これ以上、堪えるの無理。少し激しくするよ？」

　春馬が激しく腰を打ち付けると、小花の身体も激しく揺さぶられる。華奢な身体に負担をかけてはいけないと頭では分かっているのに、自分を抑えておくことができない。

「……あっ、あ、はぁあ……激しっ、あんっ」

　彼女の甘い声も、吐息も、身体の温もりも、繋がり合っているこの感覚も。何もかもが愛おしく感じる。彼女のことを愛おしいと思えば思うほど、このまま自分の腕の中だけに閉じ込めて逃がさないようにしたいという独占欲が肥大していく。

「好きだよ。小花」

「私も……青柳さんのことが大好き……」

　さらに激しく奥を突くと、自分の肩に担いだ彼女の脚ががくがくと震え出す。小花が上り詰めているのが分かる。このままイきたい。二人で一緒に。

「ああっ、も、ダメっ……」

「僕も限界だ……」

　そう呟いた瞬間、自分のものが小花の身体の中で大きく脈を打った。と同時に彼女の中も同じように小さく震えて彼女が達したのが感覚として伝わった。

「もう逃げたりしないで。一生、僕の傍にいて……」

　この僕が、本気で人を好きになって、こんなにも甘く執着に満ちた言葉を囁くようになろうとは──。

「一生って……それこそプロポーズみたい」

「みたいじゃなくて、そのつもりで言ってるんだよ。急かすようなことはしたくはないけど、できれば早いほうがいい。ダメ？」

「……ダメじゃないです」

　小花を早く自分だけのものにしたいあまりに、つい矛盾したことを言ってしまう余裕のない自分に呆れながらも、こんなにも自分の要求を素直に曝け出せる相手に巡り合えたことを春馬は心から幸せだと感じていた。









第十一章











　十二月も半ばを過ぎ、世間的にも忙しい時期だが、小花も今月会員向けに行われるクリスマスパーティーの準備に追われていた。

　青柳の背中の打ち身はもう問題なく、腕のヒビはまだ完全に完治しているわけではないがおおむね回復に向かっている。

　そんな青柳も年末の第三四半期決算に追われ忙しくしているようだ。帰宅時間も遅く、最近はゆっくり会う機会もない日々を過ごしている。それでも不安がないのは、お互いの想いを確かめ合ったことが大きい。

　小花がスタッフルームで昼食の準備をしていると、お昼を買いに外に出ていた飯田が唇を震わせながら戻って来た。今朝のテレビで今シーズン一番の寒さになると言っていた。

「あー、超さむっ！　外、風花舞ってた」

　飯田が席に着くなり、テレビのチャンネルを情報番組に変えた。ちょうどお昼のニュースが始まったところだ。

《──続いてのニュースです。複数の女性に結婚を持ち掛けるなどして金品を騙し取ったとして、○○市中区に住む男が逮捕されました》

　お弁当を食べながらテレビを見ていた小花と飯田だったが、そのニュースの内容に顔を上げた。

《詐欺罪で逮捕されたのは、岩いわ本もと直なお哉や被告二十九歳──》

「○○市って近所じゃん！　しかもけっこう若い男の人だ。もしかしたら、この辺りで悪さしてた犯人だったりして……」

　ニュースを見ながら言った飯田の言葉に、本当にそうだったらやっと犯人が捕まって安心できると小花も真剣にテレビの画面を見つめた。

　翌日の朝礼で昨日のニュースで報道されていた結婚詐欺の被告が、この近隣で詐欺を働いていた男だったと所長の中西から改めて報告があった。

「じゃあ、これで一安心ってことですね？」

　三輪が訊ねると、中西が「ええ」と答え、所内のスタッフもそれぞれほっとしたようだった。




　詐欺事件が解決したことで、マリアージュにも再び平和な日々が訪れた。

　十二月の大きなイベントのひとつであったクリスマスパーティーも終わり、スタッフも無事にこの一年を終えることが出来そうだと安堵しているところだ。

「明後日クリスマスじゃん？　小花ちゃんは初の彼氏となにして過ごすの？」

　仕事終わりの更衣室で飯田に訊ねられ、小花が「なにも」と笑顔で答えると彼女が驚いた顔をした。

「どういうこと？」

「あ……彼とは会えそうにないんです。年末のこの時期は特に忙しいみたいで」

「あ、そっか！　青柳さん、銀行勤めだったもんね……」

「なので、仕事納めしてからゆっくり会おうって話してるんです」

　小花が答えると、飯田が「そっか、それがいいね」と頷いたあと、何かを思い出したように小さく笑った。

「ふふ。今思えば、あの青柳さんのこと疑ってたなんて。とんでもなく失礼な話だよね」

「……ほんとですよね。正直に話した時、よく愛想つかされなかったなって」

「あはは。でもさ、今ではそれだけお互いが想い合ってることでしょう？　きっかけがどうあれ、素敵なことだよ！」

「……本当にそう思ってもいいのかな？」

「なーに言ってんの。いいに決まってるじゃん！」

　そう言って小花の背中を力強く押した飯田と顔を見合わせて笑った。
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　十二月中は青柳が仕事に追われていたこともあって、ゆっくり会うどころか顔を見るひまもなかったが、仕事納めで彼が冬季休暇に入ってからは会えなかった時間を埋めるように小花が彼の部屋に通う日々だった。

　改めて結婚の意思を確認し合い、年が明けてすぐ新年の挨拶を兼ねてまず青柳の実家に向かった。

　小花は以前にも青柳の祖母であるすみれに会ったことがある。初めて会ったときに打ち解けて仲良くなったのを機に、小花は彼女と連絡を取り合っていた。

　青柳が小花を庇って怪我をしたときも、すみれに連絡を入れたのは小花で、彼の怪我の経過を時々報告していた。

　新年の挨拶に訪れたときにも、すみれはたくさんの正月料理を用意して歓迎してくれて、

　二人揃って結婚の意思を伝えると、

「あらあらあら！　まぁ、そうなの!?　嬉しいわ！」

　と結婚の報告を心から喜んでくれた。

「そんな予感がしてたのよ！　春馬が女の子を家に連れて来るなんて初めてのことだったし。あの時はお友達なんて言ってたけど、春馬が小花ちゃんのこと気に入ってるのはすぐに分かったもの！」

「……恥ずかしいからやめてよ、そういうの」

「とにかく、年明け早々おめでたいわ！　お式は挙げるの？　いつ？」

　すみれの言葉に、青柳が照れくさそうにしながらも嬉しそうな様子が印象に残った。

　すみれが二人の結婚を手放しで喜んでくれたことは、大切な家族であるすみれを安心させたいという目的から結婚を考え始めた彼にとって、何よりも嬉しかったのだろうと思う。

　その翌日には、青柳が小花の家に挨拶にやって来た。

　両親は小花が初めて連れて来る「彼氏」に朝から大騒ぎしていた挙句、実際にやってきた青柳が目を見張るようなイケメンだったことに驚いて口をあんぐりさせていた。

　それもそのはず、平凡な一人娘の小花がどこでこんなにも魅力的な男性に見初められたのだろうと不思議に思う両親の気持ちも分からないではない。

「小花。騙されてるんじゃないわよね？」

「……失礼ね。だけど、分かる。私も初めはそう思ってた」

　母とのやり取りを聞いた青柳が困ったような顔をしていた。

　普段落ち着いている大人な青柳も、さすがに緊張していたようだったが、彼が臆せず結婚の意思を告げると、両親にも彼の真剣さが伝わったようだった。

　その後は皆で和やかな時間を過ごし、青柳もいつの間にか家族の輪に馴染んで楽しそうにしてくれていたのが嬉しかった。

「……ねぇ、本当に私の部屋見たいの？」

　両親たちとの食事を終えて、小花の部屋に案内することになったのだが、階段を上がり部屋の前まで来て、小花は彼にもう一度確認の意味で訊ねた。

「うん。見てみたいね」

「あのね……私がドルオタだってことはもう知ってると思うんだけど。青柳さんが想像するよりたぶん部屋の中が大変なことになっててね……。やめておくなら今のうちっていうか」

　小花自身、青柳にこれ以上隠すことなどないと思っているし、何もかも曝け出す覚悟ではいたのだが、実際に彼が部屋に足を踏み入れたときの反応が気になってここに来て最後の一歩を踏み留まってしまう。

「恥ずかしいとかじゃなくて……青柳さんが引かないかなって、心配で！　ほんと、びっくりすると思うから」

「今更、なに言ってるの。小花がどんな空間で生活してるのか気になるから早く見せて」

　そう言った青柳が小花の部屋のドアに手を掛けたので、小花は覚悟を決めて自分の手で部屋のドアを開けて電気を点けた。

「おお……！　これはすごいな」

　部屋自体はベッドと小さなチェスト、フローリングの床にラグが敷いてあり、その上にはローテーブルが置いてあるごく普通の部屋だが、壁には小花が大ファンであるＰＡＧＥＳのポスターやカレンダーが一面に貼られている。

　部屋の片隅にはグッズ置き場になっているラックがあり、これまでに集めたうちわやペンライト、ライブＤＶＤやＣＤが溢れ返っている。

「……引いた、よね？」

「いや、全然。すごいな、こんなに集めたの？　ベッドカバーもカーテンもさりげなく風矢くんカラーになってる」

　青柳が部屋の中を見渡して、感心したように言った。

　実際に彼が指摘したとおり、部屋の中は推しメンカラーの紫に近いラベンダー色で統一されている。

「え？　待って。私、そんな話までした？」

「調べた。まぁ、たまたま知ったっていうほうが近いかな。メンバーカラーっていうのがあるんだろ？　小花がよく紫色系の小物持ってるから。小花が好きなもの、僕も好きになれたらって思って」

　少し照れくさそうに答える自分よりもずっと大人な印象の青柳が、小花の好きなものを知ろうとしてくれていたことを嬉しく思った。

「ふふ。……やっぱり、青柳さん変わってる。男の人ってこういうの嫌がるかと思ってた」

「そんなわけない。逆に僕がなにかのオタクだったら、きみは引く？」

「引かない……と思う。青柳さんが好きなものだったら、一緒に楽しめるくらいにはそれについて知りたいって思うかも」

「それと同じだよ。だから、この件に関しては遠慮しなくていいよ。僕と出会うまえに小花の心を掴んでしまったものだろ？　小花のことを元気にしてくれるんだったらなにに夢中だっていいんだ」

　青柳が小さく笑ったのを見て、この人のこういうところが好きなんだなと改めて思った。

　何に対しても偏見がなく、物事をフラットに捉え受け入れてくれる。

「青柳さんが一番だから。推しはあくまで推し！」

　立ったままの青柳をベッドの上に座らせて、小花もその隣に座り彼の手を握った。

「うん、分かってるよ」

　そう言った青柳が小花にそっと口づける。

「……なんか、キスだけですごくドキドキしてる」

「そうだね。階下にはご両親がいるし、風矢くんの視線も気になる」

　青柳が苦笑いをして身体を引いたが、小花はそのまま彼の首に腕をまわした。

「やめないで。……もうちょっとだけ」

　やめなきゃと頭では分かっているのに、彼を欲しいという気持ちが抑えきれないなんてまるで自分が自分でないみたいだ。こんな気持ちになるなんて、恋を知るまえは想像もしていなかった。

　こういうのを、恋に溺れるというのだろうか。

　好きで好きで、溢れる気持ちを抑えることができない。心も体も十分に満たされているのに、もっと欲しいと思うなんて──。
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　爽やかな秋風が吹く晴れの日。小花は純白のウェディングドレスを身に纏い、チャペルの重厚な扉の前で佇んでいた。ガラス張りの通路から、溢れんばかりの日差しが降り注いでいる。

「そろそろお時間です」

　係員にそう言われ、小花は大きく深呼吸をし、緊張した面持ちの父親の横に並んでその腕に手を添えた。

　今日は二人の結婚式だ。小花が結婚することを職場に伝えたとき、その相手が青柳だということを知った同僚たちは皆驚いていたが、温かく祝福してくれた。

　係員がチャペルの重い扉を開き、小花たちを中へと促した。入口で一礼をしてから、チャペル内を見渡すと大勢の参列者でいっぱいだった。

　通路の右側には青柳の職場の人々や友人のほか、海外で仕事をしている彼のご両親も休暇を取って駆けつけてくれた。そんななかでもとびきり嬉しそうな彼の祖母であるすみれの姿が印象的だった。

「小花ちゃん！　めちゃくちゃ可愛い！」

　あかりが小さく声を掛けてくれた。

　通路の左側には友人やマリアージュのスタッフたちがいて、飯田や三輪がすでに目に涙を浮かべている。

　厳かな音楽が流れるチャペルの中央をゆっくりと進んで行くと、その行く手には濃いグレーのタキシードを着た青柳が立っていた。

　額に掛かる前髪を上げ、サイドを後ろに流した見慣れない髪型の彼が、普段よりもさらに凛として見えて思わず見惚れてしまう。

　青柳が少し照れくさそうな表情で小花を見つめ、こちらにそっと手を差し伸べた。

　小花は父親の腕から手を離し、ゆっくりと青柳のほうへ進み出た。

「すごく綺麗だ……」

　そう小さく呟いて微笑んだ青柳の顔を見つめたまま、小花は少しはにかんで差し出された彼の手のうえに自分の手を添えた。

　それから少しだけ力を入れて、彼の温かな手を握った。




　家族や友人、同僚たちに祝福されて式と披露宴を終えた二人は、ホテルの最上階にあるスイートルームにいた。

「うわぁ……素敵！」

　豪華な部屋に感激して興奮したように部屋の中を見て回る小花の姿を、青柳が見つめている視線に気付いてはっとした。

「ごめんなさい。ひとりではしゃいで……子供っぽかった？」

　大勢の人たちに祝福された結婚式は、まるで夢のようだった。披露宴も終えて、ウェディングドレスも脱いでしまったのに、まだなんだか夢の続きを見ているような気分になってはしゃぎ過ぎてしまったと思ったが、青柳が優しい目で自分を見つめてくれていることが嬉しくもあった。

「なんで謝るの。小花が嬉しそうで僕も嬉しいよ。そうだ、カーテン開けてごらん？　最上階だから街の夜景が見えるはずだよ」

　青柳に言われてそっとカーテンを開けると、窓の外には美しい夜景が広がっていた。街の中心地に位置するホテルの周りにはオフィスビルなどの高層の建物が立ち並んでいる。

　視線を下に移すと、道路を走る車のライトが小さな宝石の粒のように見える。

「綺麗……」

　小花が呟くと、青柳が小花の後ろに立って、身体を抱き締めながら首筋に顔をうずめた。

「やっと、二人きりだ。楽しかったけど……一日長かったな」

「朝も早かったし、一日中大勢の人に囲まれて過ごしてたから疲れました？」

　朝から身支度を整え、結婚式を挙げ、披露宴まで済ませたあとだ。楽しく幸せな一日だったが、少し疲れが出るのも仕方ない。

「少しね。小花は？　疲れてない？」

「少しだけ。でも、夢みたいな一日だったなぁって……」

　答えながら小花は左手の薬指に輝くプラチナリングに視線を移した。

　二人で選んだ揃いの結婚指輪だが、小花の指輪には小さなダイヤが埋まっている。

　朝一番に婚姻届を提出したときにはあまり実感が湧かなかったが、今日皆に祝福されてようやく自分が青柳小花になったことを実感しつつある。

「ふふ。私、青柳さんの奥さんなんだ」

「うん、そうだね。ここまで長かったような、あっという間だったような……。今日一日、出会ってからのことをいろいろ思い出してたよ」

「私も！　いろいろあったけど、あのとき青柳さんに出会えてよかったって」

「本当……まさか、詐欺師に間違えられてるなんて、夢にも思わなかったけど」

　青柳が当時のことを思い出したように笑った。

「ああ、もう……それ言わないで！　すごく反省してるんだから」

「ごめんごめん。でも、あれがなかったら僕は小花に出会えてなかったわけだし。いくつかの偶然と奇跡が重なって僕たちは出会うべくして出会ったのかなって今は思うよ」

　青柳の言葉を、小花も胸の中で噛み締めていた。

　確かにそうだ。あの時偶然が重ならなければ、小花が監視業務など引き受けることもなかったし、青柳と出会っていたとしてもただの会員とスタッフという関係に留まっていたかもしれない。

「──でも。私、思うの。あの時出会えてなかったとしても、青柳さんとはきっとどこかで出会った気がする」

　なんの根拠もないのに小花がそう言うと、青柳がなぜか嬉しそうに小さく笑った。

「僕もそう思うよ。──きっと出会っただろうし、いつどこで出会ったとしても僕はきっときみに恋したと思う。こんなに惹かれたのは小花が初めてだし、きっとこの先もきみだけだ」

　運命を信じているわけじゃないけれど、人と人の繋がりにおいて、やはり切っても切れない縁のようなものはあると思う。

　自分と近い繋がりを持つその相手が、他の誰でもなく彼でよかったと小花は心から思っている。

「ところで、小花。朝からすごく気になってることがあるんだけど」

　青柳が珍しく神妙な表情で言った。

「なぁに？」

「僕の妻になったのに、いつまで僕のことを〝青柳さん〟って呼ぶつもり？」

　彼にじっと顔を覗き込まれて、小花はドキッとしてしまった。

　これまでも何度か呼び方を変えるチャンスはあったのだが、年上の彼をどう呼んでいいか迷っているうちに今日まで来てしまった。

「……どう、呼んだら嬉しい？」

「小花が好きなように呼んだらいいよ。〝青柳さん〟以外だったらね」

「じゃあ……春馬、さん？」

「春馬、でもいいのに」

「そ、それは……さすがに」

　普段の会話もまだ敬語が抜けきらなくて、彼に指摘されているくらいなのに、いきなり彼の名を呼び捨てるにできる勇気はない。

「じゃあ、練習してみようか」

「え、いま!?」

「そう、いま」

　青柳はいつだって優しいが、たまに少し意地悪な顔を見せることがある。

「……は、春馬……さん？」

「なんで疑問形なうえに、目逸らすの。もっと自然に」

「もう……待って！　そんな急には無理……」

　たかが呼び方、されど呼び方だ。小花が恥ずかしさのあまり顔を覆うと、青柳がそんな小花の手をゆっくりと引き剥がして、正面から小花を見つめた。

「可愛い」

　そう言った青柳が、小花の額に口づけた。

「小花のウェディングドレス姿、綺麗だったな。あまりに綺麗だったから……正直、僕以外の目に触れなきゃいいのにって思ってた。あの白いドレス、僕の手で脱がしてみたいって」

「……そんなこと考えてたの？」

「そんなことばかり考えてた。今日一日ずっと触れたいの我慢してたから──いますぐ脱がせていい？」

　そう訊ねたくせに彼は答えを待つ気はないようで、両手でワンピースの裾をたくし上げて小花の太腿を撫で上げた。慌ただしかった一日にいまだ興奮が覚めず、小花の全身の感覚も敏感になっているのか、ただ撫でられただけなのに身体が反応してしまう。

「ねぇ。疲れてるって言ってなかった？」

「こういうのは別腹でしょ。それに、今夜は初夜だよ」

　優しく囁きながら、彼が小花のワンピースの背中のファスナーに手を掛ける。

　そのまま唇を塞がれ、キスに応えている隙にファスナーを下ろされてワンピースがするりと床に落ちた。

　カーテンは開け放ったままで、下着姿の小花の背後はガラス窓。ホテルの高層階にいるとはいえ、周りに立ち並ぶビルから自分のあられもない姿が見えてしまうのではと思うと気が気ではない。

「待って……外から見えちゃう」

「そうかもね。僕たちが幸せなの、皆に見せつけてあげようよ」

　そう言った青柳がいつになく強引に下着の上から小花の敏感な部分に指を滑らせた。

「濡れてる。まだ触ってもいないのに。誰かに見られてしまうかもってドキドキして感じちゃった？」

「……もう、やだ。青柳さん、今日なんだか意地悪」

　彼に言われたことが全くの的外れではなく、普段味わうことのない背徳感のようなものに興奮が高められていたのかもしれない。いつになく身体の奥が熱くなっている気がする。

「意地悪してるつもりはないんだけど。……ねぇ、小花。呼び方がまた〝青柳さん〟に戻ってるよ」

　青柳が小花の耳元で囁きながら下着の中にそっと手を差し入れた。そのまま伸ばした彼の指が小花の熱くなった部分でくちゅっと湿った音を立てた。

　小花の身体がビクッと震えたのにも構わず、彼が蜜口の付近で何度も指を滑らせる。彼の指と敏感な部分がぬるぬると擦れ合う感覚に、足元からぞわぞわとした快感が這い上がってくる。

「……あっ、んんっ」

「ほら、なんて呼ぶんだった？」

「……は、るまさ……っ。待って……立ってられな……」

　自分の意思とは関係なくひとりでに足が震え出して、ヒールを履いていた小花はバランスを崩しそうになった。

「おっと。靴、危ないな」

　青柳がその場に素早く膝をつくと、小花の身体を支えながらヒールを片足ずつ脱がして床に置いた。しゃがみ込んだまま下から小花を見上げるようにして、ゆっくりと下着を下ろしていく。

「はは。すごいな。濡れすぎて下着まで糸引いてる。これもこのまま脱いじゃおうか」

　そう言って床に座り込んだ青柳が小花を下から見上げるように見つめる。青柳が自分に欲情している視線にドキドキし過ぎて、お腹の奥がキュンキュンしてしまう。

　見つめられているだけで身体の奥からとろりと愛液が溶け出て、そのまま腿をゆっくりと伝っていくのが感覚で分かった。青柳がそれに気付いて小花の太腿に唇をつけ、腿を伝う愛液を舌で掬った。

「……っ。や……っ、あ」

「本当に嫌？　小花のココ、なにか期待してるみたいにひくひくしてるよ」

　そう言った青柳が蜜口に唇をつけ、舌で小花の中に触れた。刺激にビクンと身体が震え、逃れようと身を引くと、青柳が小花の脚を両腕で抱えて動きを阻む。

「ほら、逃げないで。もっと舐めたい」

　そう言った彼が小花の脚を押さえ付けたまま、溢れた愛液ごと蜜口に舌を差し入れた。

「んんん……っ」

　中で彼の熱い舌がうごめくのが分かる。立ったまま乱れるなんてはしたないと頭では思うのに、敏感な部分を舌で転がすように舐められると、泣きたくなるほどの大きな快感が押し寄せて身体に力が入らなくなってしまう。

「あ……っ、ん。待って……ち、力抜けちゃ……っ」

　堪えきれずに小花が腰が抜けたようにその場にしゃがみこむと、青柳が小花の背中を支えながら今度は指で中に触れた。

「──んんんっ、あっ。こ、この体勢やだ……」

「そう？　脚広げて僕の指を根元まで飲み込んで、腰揺らしてる小花、最高に可愛いけど」

　身体を重ねたばかりのころは経験の浅い自分を気遣ってくれていたのか、小花が嫌がることなどしなかった彼に近頃あまり遠慮がなくなった。本気で嫌がることをすることはないが、小花が恥ずかしがっているだけだと分かると、乱れている姿を見たがる。

「もう……意地悪しないで……」

「そんなつもりはないんだけど、小花の可愛い姿見てたら我慢できなくなった。こういうのも興奮するけど、やっぱりベッドで抱いていい？」

　彼の問いに小さく頷くと、青柳が小花を軽々抱え上げてベッドへ移動した。それから服をすべて脱ぎ捨てると、小花を横たえその上に覆いかぶさった。

「もっと時間かけて小花を抱くつもりでいたけど、余裕ないや。もう、中入りたい」

　彼の切羽詰まったような表情にいつも胸が高鳴る。もう何度も彼に抱かれているのに、彼がこう言う瞬間はいつだって新鮮に感じる。

　彼の表情から、本当に自分を欲しがっているのだということが伝わってくるのが嬉しい。

「私も待てない。早く……欲しい」

　青柳が小花の両脚を広げて、曲げた膝を押さえ付け、体重をかけながらゆっくりと中に挿ってくる。内臓を押し上げられて、身体の中が彼に埋め尽くされるような感覚に幸福感で満たされる。

「痛くない……？」

「……気持ち、いい。中、春馬さんでいっぱい……もっと奥まで届くようにして？」

「はは。どこでそんな煽り文句覚えてくるの」

「素直に、してほしいこと言っただけ。それに、私……春馬さんしか知らないもの。全部、春馬さんに教えられたんだから」

「参ったな──それが煽ってるっていうんだって」

　青柳が嬉しそうに顔を歪め、一度腰を引いてから勢いをつけて小花の奥を突いた。

「っ……あっ！」

　彼が中にいるだけで気持ちいいのに、深いところを突かれて思わず声が大きくなる。

「声、可愛い。もっと奥突いてあげるね」

　彼が小花の腰を抱え、さらに繋がりが深くなるように体重を掛けた。彼の身体の重みが中を圧迫して苦しいのに、その苦しささえ嬉しくて幸せに感じる。

「あのね……今日はお願いがあるんだけど、言ってもいい？」

「──お願い？　いま？」

「うん。いまじゃなきゃ、ダメなことだから」

「なに？」

　これまでは考えたことはあっても口に出すのを躊躇っていたことだが、今日なら勇気を出して言える──気がする。

「今日は……中に、欲しいな……って」

　精一杯の勇気を振り絞ってはみたが、さすがに言葉にしてしまってから急に恥ずかくなって顔を覆うと、驚いたような嬉しそうな顔をした彼にその手を引き剥がされてしまった。

「──いいの？」

　逆に彼に訊き返されて、小花は大きく頷いた。

「だって。私、奥さんになったんだし……いけないことなんてないでしょう？　仕事は続けていきたいけど、いますぐじゃなくていいから春馬さんとの赤ちゃん欲しい。だから……」

「そんな嬉しいお願いなら、大歓迎だよ」

　そう答えた彼が一度身体を引いてから、すべてを取り払ったあと再びゆっくりと小花の中に入ってきた。

「……んっ、っ。ああっ……」

　──熱い。それに、いつもより彼の形がしっかりと分かるような気がする。

　普段より彼を感じた。一切の隔たりのない繋がりに、より感じ方が敏感になっている気がしたのは小花だけではないようで、奥まで入ってきた彼が熱い息を吐いた。

「中、あったかい。ゴムないだけで、感じ方が全然違うな。いつもより、深く繋がってるって感じがする」

「……私も」

　何にも邪魔されずにひとつになっているという喜びに、繋がっているだけでどうにかなってしまいそうだ。耐えきれなくなった彼が、小花の身体を激しく突いた。内壁と彼のモノが中でぬるぬると擦れあう感覚に、互いの熱がじわじわと上り詰めていくのを感じる。

「ああっ、気……もち、いいっ……っ！」

「僕もだ。……もう、もたないっ」

　激しい振動とともに彼の身体がぶるっと震え、小花の身体の熱くなった部分になにか温かなものが広がる感覚があった。自分の身体の中で彼が脈打って、奥の深いところに熱いものが注がれているのを幸せな気持ちで受け止める。

「……好き。春馬さんが、大好き」

　言葉に出して言わずにはいられないほど、幸せな気持ちが溢れだす。

「僕もだよ、小花。一生大切にする。愛してるよ、奥さん」

　この幸せがずっと続きますように。

　人生の中で今日が一番幸せで、その幸せな今日がこれから毎日続いていきますように──。

　そう願いながら、小花は彼の温かくて大きな背中を思いきり抱き締めた。








監視対象のイケメンとお試し交際はじめました
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